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　侵しん略りやく者を打ち倒たおせ、と寄せ手が叫さけんだ。

　侵しん略りやく者を打ち払はらえ、と守り手が叫さけんだ。

　矛む盾じゆんした言動は、だがどちらもが等量の真しん摯しさを持っていた。攻こう撃げき者には不当に奪うばわれた領土を取り戻もどす大義名分があったし、防ぼう御ぎよ側には同どう胞ほうの生活圏けんを守る義務があった。正義と正義がぶつかり合い、平和への願いが多数の死体を量産する。善意と愛の相そう克こく。つまりはごくありふれた戦争の形がそこにはあった。

　青と黄色のラウンデルを持った攻こう撃げき機・戦せん闘とう機が大量に押し寄せてくる。赤い星の描えがかれた戦せん闘とう機が必死の防空戦を繰くり広げていた。飛び交うミサイルが大気を切り裂さき、曳えい光こう弾だんが蒼そう空くうに赤黒い染みを生み出す。見ているうちに一機、また一機と双そう方ほうの機体が墜おちていった。

　十月一日午前九時、クリミア共和国の上空は時ならぬ狂きよう騒そうに満たされていた。Ｓｕ‐25攻こう撃げき機とＭｉＧ‐29戦せん闘とう機を中心とするウクライナ空軍混成旅団、計五十二機が唐とう突とつに国境線（ウクライナからすると不法占せん拠きよの境界線）を突とつ破ぱしたのだ。目的は駐ちゆう留りゆうロシア軍の殲せん滅めつ、無力化、そして失われた国土の回復。

　ロシア軍もただ手をこまねいて見ていたわけではない。グヴァルデイスコエ飛行場の防空システムが即そく座ざに起動しＳ‐４００長ちよう距きよ離り地対空ミサイルを発射した。南部ベルベクの空軍基地からＳｕ‐27ＳＭ３を中ちゆう核かくとする戦せん闘とう機部隊が出しゆつ撃げき、迎げい撃げきラインを構築する。だが圧あつ倒とう的てきな物量を前に守備側の対応能力はすぐに飽ほう和わしていった。

　時期が悪かった。

　激化する対ザイ戦のため、ロシア軍はクリミア半島の部隊を少しずつ引き抜ぬいていたのだ。戦せん闘とう機から早期警けい戒かい機・地対空ミサイルに至るまで、ゆるやかにではあるが中露ろ国境に軍事力をシフトさせていた。もちろん半島の重要性を見誤ったわけではない。だが数千キロに及およぶ国境線を維い持じするにはどれだけ戦力を投入しても十分とは言えなかったのだ。だからクリミアの防空部隊をローテーションさせた。一いつ旦たん本国に戻もどし、あとから二線級の部隊で穴あな埋うめしようとした。その間かん隙げきを突つかれたのだ。

　爆ばく炎えんを翼つばさで切り裂さきウクライナ軍機が突つっこんでくる。墜つい落らくした先行機の破片を蹴け散ちらし間合いを詰つめてくる。味方機をどれだけ墜おとされようと彼かれらの戦意は衰おとろえなかった。遮しや二に無む二に同どう胞ほうの屍しかばねを乗り越こえ前進してくる。

『いけるぞ！』

　とウクライナ語の無線が響ひびいた。

『敵は弱体だ。この機を逃のがすな！　ロシア人どもを根絶やしにしろ！』

　防空部隊は三度まで攻こう撃げきに耐たえた。

　砲ほう身しんが焼き切れるまで弾だん幕まくを張り、爆ばく撃げき機と練習機を防空戦せん闘とうに投入し、ついには体当たりさえ辞することなく敵機の進路を妨ぼう害がいした。

　だが破は綻たんは唐とう突とつに訪れた。

　ロシア軍の限界を見て取ったウクライナ司令部が予備兵力を投入したのだ。

　海側から侵しん入にゆうした増ぞう援えん部隊が制空戦せん闘とうに乱入した。ミサイルと機関砲ほうの雨がロシア軍の脆ぜい弱じやくな脇わき腹ばらに降り注ぐ。ぎりぎりのところで保たれていた均きん衡こうは容易に崩ほう壊かいしあちこちの防衛線から攻こう撃げき機の侵しん入にゆうを許し始めた。

　無骨なシルエットを持つウクライナの襲撃機シユトウルモヴイークは解き放たれた猟りよう犬けんのごとく目標に殺さつ到とうした。主要な対空設備、レーダー、空港施し設せつ。セオリー通りに相手の目を奪うばい、翼つばさをもぎ、牙きばをへし折ろうとする。一いつ旦たん制空権を確保してしまえばあとの地上部隊などどうとでも料理できる。ミヤマガラスの名を持つスホーイ社製の猛もう禽きんはベルベク空軍基地の上空に到とう達たつ、補給中の戦せん闘とう機に向けて２５０キロ爆ばく弾だんをばらまこうとした。

　絶望が空港にいるロシア人達たちの心を満たす。

　瞬しゆん間かん。

　投とう弾だん体勢のウクライナ機に光の矢が降り注いだ。

　機関砲ほう弾だん。

　熱く焼けた弾だん頭とうが攻こう撃げき機の翼つばさと胴どう体たいをぐしゃぐしゃに食い破った。僚りよう機きが「なんだ」と思った時にはもう別の味方が墜おとされている。本来ならロシア機にぶちまけられるはずだった武装が誘ゆう爆ばくし機体と乗員を粉みじんに吹ふき飛ばした。

　ウクライナ軍のパイロット達たちは空を見上げた。

　太陽を背に橙だいだい色いろの機体が舞まっている。橙だいだい？　日光の反射？　いや違ちがう。大きく広がった翼つばさ、巨きよ大だいな垂直尾び翼よく、そして鎌かま首くびのようにもたげられた機首。全てが眩まばゆいクロームオレンジで彩いろどられている。流りゆう麗れいなシルエットはロシア軍のＳｕ‐27戦せん闘とう機のものだ。だが何かが異なっている。キャノピーと思おぼしきところにガラスの天てん蓋がいがない。複雑な装そう甲こう板が幾いく重えにもコクピットを覆おおっている。

　異形のＳｕ‐27は機関砲ほうを撃うちながら逆落としに突つっこんできた。一いつ瞬しゆんのうちに数機の攻こう撃げき機が追加で墜おとされる。ありえない照準能力にようやく編隊長が警告を上げた。『散開、散開！』『エスコート、何やってる！　戦せん闘とう機がこっちに食いついてきてるぞ！』

　ウクライナ軍のＭｉＧ‐29戦せん闘とう機が慌あわてた様子で駆かけつけてきた。左右から挟はさみこむようにロックオン、ミサイルを発射する。だがオレンジ色のＳｕ‐27は直角ターンで攻こう撃げきをかわすと背面飛行のまま翼よつ下かのミサイルを撃うち放った。

　ウクライナ機のチャフ・フレアはものの役にも立たなかった。何重もの電子妨ぼう害がいをものともせずＳｕ‐27のミサイルがＭｉＧ‐29を貫つらぬく。爆ばく音おんと閃せん光こう。地鳴りのような大震しん動どう。先ほどまで我わが物顔に飛び回っていたウクライナ機が次から次に墜おちていった。その中をオレンジ色の猛もう禽きんが物理法則を無視した機動で飛び回っていく。

　右ロールから偏へん差さ射しや撃げき、横よこ滑すべりと同時にミサイル発射。時にジグザグ、時に極きよく端たんな加減速を繰くり返しながら空域を制圧していく。

『悪あく魔まだ』

　ウクライナ軍のパイロットが呻うめく。

『あんな機体、ありえない。普ふ通つうじゃない』

　ややあって戦せん闘とうは終しゆう了りようした。

　先ほどまでの喧けん噪そうが噓うそのように静せい寂じやくが空を満たしている。襲しゆう来らいしたウクライナ機は幻まぼろしのごとく姿を消していた。

　オレンジ色のＳｕ‐27はただ一機、悠ゆう然ぜんと飛行場上空を舞まい続けていた。まだ黒こく煙えんの残る大気にロシア語の無線が響ひびく。

『ＢＡ01、制空権確保』

『ＢＡ02、東方空域の敵部隊を殲せん滅めつ』

『ＢＡ03、周辺警けい戒かいに入る』

　オレンジ色のコクピット内で細身のシルエットが肩かたの力を抜ぬいた。濃こい睫まつ毛げを下ろし半眼になる。

　年の頃ころ、十五、六才の少女だった。卵形の顔に不ふ釣つり合いなほど大きな目と細い鼻び梁りよう・小さな口が載のっている。真ん中分けにされた髪かみはサイドに大きく膨ふくらみ躍やく動どう的なイメージを生み出していた。毛先がきらきらとクロームオレンジの光を帯びている。機体カラーと同じ色。気のせいか外からではなく内側から発光しているようにも見える。細い指がコントロールパネルから離はなれ前まえ髪がみを払はらった。

「ＢＡ01、戦せん闘とう終しゆう了りよう。オーバー」

　口からインカムを離はなした。不ふ機き嫌げんも露あらわに舌打ちする。

「ったく、こんな二流空軍との戦せん闘とうにあたし達たちを引っ張り出しやがって。ことの優先順位が分かってないんじゃないのか、上の連中は」

『聞こえてるぞ、ジュラーヴリク』

　司令部からの無線が耳元で響ひびく。ノイズ交じりの声が失言を諫いさめた。

『上層部批判はそれくらいにしておけ。また再調整に回されるぞ。つまらんことで戦せん闘とう経験値を失いたくないだろう？　おまえ達たちも』

「ふん」と少女は鼻を鳴らした。

「事実を言ってるだけだ。小ぼ火やの処理にいちいち騎き兵へい隊たいを投入する馬ば鹿かがいるかよ。うちらは便利屋でもベルボーイでもないんだぞ」

『我らが祖国ロジーナの国境線は長すぎる。その全てに十分な戦力を貼はりつけておくわけにはいかないんだ。だからこそ要所要所でおまえ達たちのような〈特とく殊しゆ戦力〉を投入する必要がある。分かってるだろう？』

「だったら！」

　語気が荒あらくなる。もとより苛いら立だっていたのだろう。八や重え歯ばを剝むき出し、空の一点を睨にらみつける。

「こんな対たい症しよう療りよう法ほう繰くり返してないで敵の中ちゆう枢すうごとなぎはらっちまえばいいだろう。なんだったらこのままキエフの大門吹ふっ飛ばしにいってやろうか？」

『国境は越こえるなと指示してあるはずだ』

　司令部の声が硬かたくなった。

『これ以上紛ふん争そうを拡大すると今度はＮＡＴＯが出てきかねない』

「ならそいつらもまとめて墜おとしちまえばいいだろう！」

『落ち着け。落ち着け、ジュラーヴリク』

　嘆たん息そくがインカム越ごしに響ひびいた。声の主は諭さとすように続けてきた。

『全ては祖国の利益をもとに判断されている。短期的な勝利より十年後・百年後の繁はん栄えい・隆りゆう興こう、それこそが我々の目指すべきところだ。おまえ達たちもただ目の前の敵を倒たおしていればいいわけではない。行動の一つ一つが祖国の未来に繫つながっていることを忘れるな』

『……』

『それに』と無線の口調が切り替かわった。

『おまえ達たちには別の任務がある。モンゴル南部の鉱山で妙みような物が発見されたらしい。至急回収部隊を向かわせているが現地では戦せん闘とうも予想される。おまえ達たちにはその援えん護ごを頼たのみたい』

「援えん護ご？　モンゴル？」

　ジュラーヴリクと呼ばれた少女は首をひねった。怪け訝げんそうに眉まゆをひそめ。

「なんだ？　ザイに妨ぼう害がいされるかもってことか」

『それもある。だが我々が危き惧ぐしているのはもう一つの勢力だ。問題の鉱山は日系企き業ぎようの持ち物で日本政府もまた対象の確保に動いている。その際出てきかねないのが例のアニマ飛行部隊、ドクヒだ』

「ドクヒ」

　ぽつりと繰くり返してから少女は双そう眸ぼうを見開いた。顔にだんだんと理解の色が浮うかんでいく。

「ベルクトをぶんどった連中か」

『そうだ』

「はっ」と笑い声が漏もれた。口角が歪ゆがむ。緋ひ色いろの唇くちびるが耳元まで吊つり上がり凶きよう暴ぼうな笑えみを作った。

「はっはっは！　そうかそうか、日本のアニマ部隊。いいじゃないか。あたし達たちにはうってつけの相手だ」

　座席にもたれかかり天頂を見上げる。卵形の顔からは先ほどまでの不興が完全に消え失うせていた。

（そう、まさしくうってつけの相手だ）

　少女──ロシア軍初にして世界最初の実用型アニマ、Ｓｕ‐27Ｍ‐ＡＮＭジュラーヴリクは愉ゆ快かいそうにつぶやく。

　人間との戦せん闘とうなど人間に任せておけばいい。自分達たちはあくまで人ならざる存在と戦うために生み出されたのだ。

　アニマにはアニマを、アニマの部隊にはアニマの部隊を。ロシア航空宇宙軍第９７２親衛航空戦隊『バーバチカ』。丁度いい。ドクヒとどちらが強いか試させてもらおう。
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「残念ながら君は正常だ、心身ともになんの問題もない」

　白衣の肥満漢が机き上じようの書類を揃そろえる。上体をひねったタイミングで丸椅い子すが奇き妙みような軋きしみ声を上げた。相変わらず不安になる光景だ。この男を前にすると世間一いつ般ぱんの家具がことごとく脆ぜい弱じやくに見えてくる。

　鳴なる谷たに慧けいは上着に袖そでを通しながら「はぁ」と答えた。今朝の技本棟とうは人が少ない。検査室にいるのは自分と目の前の男、それに医い療りようスタッフ数人だけだ。各種測定も駆かけ足だったしどうにもおざなりな印象を受けてしまう。

「本当にちゃんと調べてくれたんですか、八や代しろ通どおりさん」

　知らず知らずのうちに質問口調になっていた。目の前の男は忙いそがしい。次の予定を気にするあまり作業が中ちゆう途と半はん端ぱになった可能性は十分にあった。

　八や代しろ通どおり遥はるか。防衛省技術研究本部、特別技術研究室の室長。対ザイ戦の権けん威いで日本のアニマ部隊の総元もと締じめだ。一人で研究・開発・実戦部隊の運用までやっているから余分な時間などあるはずもない。だが八や代しろ通どおりは不満そうに睨にらみ返してきた。

「失敬だな。今の検査に一体いくらかかってると思うんだ。君が数ヶ月バイトしたところで到とう底てい支し払はらえない金額だぞ。しかも全部税金だ。いい加減になんてやれるわけないだろう」

「でも」

「それともなんだ？　他の研究員にセカンドオピニオンでも求めるか。八や代しろ通どおりの腕うで前まえが信用ならないのでどうか別の見地からご意見願いますと」

「そんなことは言いませんけど」

　ただ、と嘆たん息そく交じりに続ける。

　ただ。

「俺おれが正常だとするとシャルル・ド・ゴールで見た光景も全部現実ってことになりますよ？」

「……」

　八や代しろ通どおりは煙草たばこをくわえた。剣けん吞のん極まりない目つきで天てん井じようを見つめる。

　ラファール奪だつ還かん作戦から三週間。漂ひよう流りゆう中の空母で体験した出来事に未いまだ論理的な説明はつけられていない。

　時空の混乱、イメージの実体化、そしてザイからのコンタクト。

　緊きん張ちようのあまり幻まぼろしを見た、と結論づけられたらどんなによかっただろう。だが自分と同様の体験は多かれ少なかれ他のメンバーもしていた。特にファントムの分ぶん離り体──トゥエルブから得たデータは関係諸機関をパニックに陥おちいらせているらしい。せめて人間の自分だけでも正気を失っていたと分かれば、アニマ特有の問題にフォーカスできたのだろうが。

（正常、か）

　度重なる身体検査の結果は全て問題なし。念のためということで受けさせられた心理テストにも異常はなかった。

（ザイのコアが人型に変わったり、空間がパッチワークになったり、倉庫がいきなり常じよう熟じゆくの家と繫つながったり）

　あんなものが事実ならそもそもの現実認識自体疑わしくなってくる。今、自分は本当に小こ松まつにいるのか。八や代しろ通どおりと検査室で向かい合っているのか。

　ひょっとしてラファール奪だつ還かんなど成功しておらず、まだ無人の空母をさまよい続けているのでは？　中ちゆう尉いやグリペンとも合流できないまま倉庫で横たわっているのでは？

　ぞっとする想像に身み震ぶるいしていると八や代しろ通どおりがうなずいた。

「うん、まぁ全てが事実だったと仮定してだ」

　吐はき出した煙けむりが禁きん煙えんの張り紙を覆おおった。

「君の体験もファントムのデータも全部真実だったとして、結果何が分かってくる？」

「何って」

「物理法則や常識は一いつ旦たん忘れてみよう。思考実験さ。俺おれ達たちの敵が時空を歪ゆがめ人の意識に干かん渉しようできるとして、じゃあそんなことができる存在とは一体何者だ？　どんなわけでこんなことをしている」

「それは」

　考えてもみなかった。

　今までの自分はただ既き存そんの常識をザイに当てはめようとしていた。理解できないものは幻まぼろしと切り捨て、ただ分かりやすい事象だけを取り上げ考察していた。その思考を改める。起きたことを全て現実ととらえる。

　顎あごをいじりながら長息する。トゥエルブと話した内容を思い出しながら。

「ザイは違ちがう次元から現れている」

「ふむ」

「アンフィジカルレイヤー、つまり非物理的な領域から人間の世界に顔を出しているんです。もともと実体のない存在だから俺おれ達たちに接する時も肉体・精神の垣かき根ねはない。手段と目的によってある時はガラス細工の姿で、またある時は記き憶おくの中のイメージをコピーして現れてくる」

「なるほど」

　八や代しろ通どおりはうなずいた。

「だから夢の中で彼かれらは君の母親の姿を取りコンタクトしてきた？」

「多分……思いつきですけど」

「いや、よい観点だ。精神と肉体の垣かき根ねを取り外せるならファントムのスライスが実体化したのも分かる。そもそもＥＰＣＭが電子機器のみならず五感に作用する理由が説明できるってもんだ」

　で？　と八や代しろ通どおりは身を乗り出してきた。

「あえて君の記き憶おくを探ってまで彼かれらは何を言おうとしたんだろうな。他の人間と同様、問答無用で殺しちゃなぜだめだったんだ」

「さぁ」

「いいから好きに話してみろよ。君は彼かれらからどんな意思を感じた。なんのメッセージを受け取った」

　メッセージ、意思。

　瞑めい目もくして記き憶おくを探る。混こん濁だくした意識を搔かき分けて。

「戸と惑まどい、でしょうか」

「戸と惑まどい？」

「どうして邪じや魔まされるか分からない。抵てい抗こうするのか理解できない。あれですよ、子供が親に言われるまま動いたつもりで、なのに叱しかられて『なぜ？』となってる感覚」

「子供がザイで親が君だと？」

「というか人間全体ですね。決めたのはあくまで俺おれ達たちで、ザイはただそれに寄り添そおうとしているだけだって」

「ふん」

　八や代しろ通どおりはおかしそうに頰ほおを歪ゆがめた。

「つまり俺おれ達たちは自殺志願者の集団でザイはその手助けをしているってことか。にわかには受け入れがたい話だな」

「好きに話せって言ったじゃないですか」

　今いま更さら常識論をぶつけられても困る。唇くちびるを尖とがらせていると白衣の肥満漢は頭を搔かいた。

「すまん。別に馬ば鹿かにしたわけじゃない。むしろ逆だな。俺おれの考えていた仮説と妙みように符ふ合ごうするというか、符ふ合ごうしてほしくなかったというか」

「仮説？」

「ザイとは人間の集合的無意識である」

　オペラ歌手のようによく通る声で言われた。

「環かん境きよう汚お染せん、資源の枯こ渇かつ、生態系の破は壊かい。今の人間は地球を散らかしたい放題だ。乱開発と人口爆ばく発はつで日々、母なる星を痛めつけている。みんな、このままじゃだめだと思っている。なんとかしなければ、どこかで立ち止まって自然を回復させねばと。だが人類全体の憂うれいは個人の欲得を前に容易に押し潰つぶされる。結果我々は世界を壊こわし続け、自じ滅めつに向かい突つき進んでいる。それに対し種としての防衛本能が発動したと考えたらどうだ？」

「防衛本能？」

「自じ浄じよう作用と言い換かえてもいいな。増えすぎた細さい胞ぼうを減らし悪性の腫しゆ瘍ようを切り捨てる。病気の治ち療りようを考えてみるといい。自分の命を救うためならば人は思い切って臓器や骨を切除するだろう？　捨てられた細さい胞ぼうに意思があればたまったもんじゃないが、少なくとも人間は生命を維い持じするために痛みを許容する術すべを知っている。同じことを人類全体ができないと考えるわけがどこにある」

　ぞわりと嫌いやな感覚がこみ上げてくる。

「ちょ、ちょっと待ってください。八や代しろ通どおりさん、それってつまり」

　息を吞のみ、身を乗り出して。

「人間自身が人間を滅ほろぼそうとしてるってことですか」

　八や代しろ通どおりは薄うすく笑った。

「というより人という種が個体個体の人間を間引いているってところだな。ダイエットみたいなもんだ。暴飲暴食を改め、脂し肪ぼうをそぎ落とし、筋肉質な身体からだを作り上げようとしている。その思いが臨界を越こえ精神世界から物質世界へとあふれ出した。中国奥おく地ち、タクラマカン砂さ漠ばくの構造物からな。そう、君が幻げん視ししたという正体不明の〈球きゆう殻かく〉こそ、そのゲートだ」

「ゲート」

「無意識への門。深層心理への扉とびら」

　馬ば鹿かな。では今目の前で繰くり広げられているのは人間同士の争いだというのか。精神と肉体の衝しよう突とつ。個と全体の闘とう争そう。

　敵は人類？　種自身が持つ生存本能？　冗じよう談だんではない。七十億からの集合的無意識を前に自分達たち個々人が勝てるはずもなかった。

　蒼そう白はくになっていると「なんてな」と肩かたをすくめられた。

「そういう仮説も立てられるってことだ。想像力をたくましくすれば今みたいな一昔前の〈終末もの〉めいたＳＦストーリーも作り上げられる。だが個人的にこいつは外れだな。現実味がない」

「そう……なんですか？」

　ひどく真に迫せまった語り口だったが。

「魂たましいが肉体を超ちよう克こくできるなら人間はとっくによりよき存在になっている。俺おれ達たちの欲望はもっと強きよう烈れつで醜しゆう悪あくで救いようがない。己おのれのよって立つ大地が崩くずれ去ろうと宝探しの穴を延々と掘ほり続ける、それが人間って生き物だ。七十億の魂たましいが一いつ致ち団結して自じ浄じよう作用を発揮する？　ありえんよ」

「随ずい分ぶん悲観的ですね」

「現実的なだけだ。はっきり言うが今の人類に文明を放ほう棄きする覚かく悟ごなんてない。せいぜい自然保護の募ぼ金きん箱に小こ銭ぜにを入れてちっぽけな満足感に浸ひたるくらいだ。仮に欲望や執しゆう着ちやくを全て制して、ザイなんて存在を生み出す者がいるとすれば」

　眼鏡の奥おくの目がすぼまった。

「そいつはよっぽど恐おそろしい光景を見たんだろうよ。俺おれ達たちの行き着く先の、全てが崩ほう壊かいした世界をな」

　ごくりと唾つばを飲む。周囲から一いつ瞬しゆん、光と色しき彩さいが失われたように思えた。荒こう涼りようとした大地が脳のう裏りに広がる。何もかもが失敗し、取り返しがつかなくなった未来。

「まぁ」と八や代しろ通どおりは煙草たばこの灰を落とした。

「そもそも精神が実体化するとして一体何がそんな現象を引き起こしている？　どうして二〇一五年というタイミングで発生し始めた？　分からないことだらけだ。論理的な回答を導くにはまだまだ材料が少なすぎる」

「結局……今までと同じってことですか」

　正体不明の敵、原因不明の戦争。既き存そんの常識も科学技術も何一つ通用せず、抗あらがう手段はこれまたブラックボックスのアニマと呼ばれる戦せん闘とう人形のみ。

　嘆たん息そくしていると、だが「そうでもないぞ」と返された。太い指が写真つきのプリントを机き上じように広げる。

「ちょっと妙みようなものが見つかってな。このわけの分からないパズルを解き明かすきっかけになるかもしれない」

「？」

　写真をのぞきこむ。土気色の残ざん骸がいが見えた。あちこちに穴が空き骨組みが露ろ出しゆつしている。黒く変色した断面を見る限りかなり古いもののようだ。

「なんですこれ」

「なんだと思う？」

　もう一度しげしげと見つめてみる。表面に大量のリベット孔こうが確認できた。何か乗り物の外板か。平べったくてかなり面積があるが。

（ん？）

　中ほどにマーキングが見える。白縁に赤の円。日の丸？　国こく籍せき表示？　だとすればこれは。

「飛行機の翼つばさですか」

「正解、しかも空自のＦ‐15Ｊのものだ」

　ぎょっとなった。無む惨ざんな有あり様さまはとても無事帰き還かんしたものには見えない。撃げき墜ついか、不時着か、いずれにせよ悲ひ惨さんな結末を迎むかえたことは疑いない。だが機先を制するように八や代しろ通どおりは「心配はいらんよ」と告げた。

「何か事故や戦せん闘とうが起きたわけじゃない。というより空自の戦せん闘とう機は一機たりとも失われていない。こいつはな、モンゴル南部の鉱山で『発はつ掘くつ』されたんだ」

　発はつ掘くつ？

　予期せぬ単語に瞬まばたきする。およそ飛行機に使われる単語ではなかった。

「ど、どういうことですか？　地面を掘ほっていたら飛行機が出てきたっていうんですか。しかも空自の戦せん闘とう機が」

「ああ」

「なんで」

「それが皆かい目もく分からなくてな、俺おれ達たちのところに照会が来たわけだ」

　白衣の男は妙みように嬉うれしそうに手を揉もんだ。

「発見したのは日系の資源開発会社だ。最初は墜つい落らくしたモンゴル機の一部と思ったらしいが引き上げてびっくり、日の丸が描えがかれてるぞってな。旅りよ客かく機きか、それとも日中戦争時の旧軍機か。慌あわてて調べたところどうも空自のＦ‐15Ｊらしい。一体どうなっているんだと防衛省に確認が入り、結果、更さらにおかしなことが判明した」

「おかしなこと」

「空自が配備しているＦ‐15に欠損はない。過去の所属機も含ふくめて全機の所在が確認済みだ。つまり発見されたＦ‐15は空自の機体でありながら空自が把は握あくしていない装備ということになる」

「はぁ？」

　意味が分からない。何を言っているのかといぶかしむも八や代しろ通どおりは不敵な笑えみを浮うかべたままだった。

「不思議だろう？　なぜ日本の戦せん闘とう機がモンゴルにいるのか、地面に埋うまっていたのか。一体どこで製造されどこに配備されていたのか。謎なぞだらけだ。オカルト雑誌が見れば泣いて喜びそうなニュースだがな、ただ本当のミステリーはここからだ」

　八や代しろ通どおりはぐいと身を乗り出してきた。

「件くだんの機体の素性を探ろうと現地で簡単な検査が行われた。Ｘ線や超ちよう音波を使ってな。内部構造や断面を探ってみたらしい。まぁ結果としては見た目通り、経年劣れつ化かでボロボロになっていたわけだが、問題はその年数だ。こいつはな、地面に埋うまってからどうやら千年以上たっていたらしい」

　……。

　は？

「せ、千年!?」

　西せい暦れき千年台。馬ば鹿かな。平安時代だぞ。モンゴル帝てい国こくができあがるより更さらに前だ。ライト兄弟が空を飛ぶ九百年昔にジェット戦せん闘とう機が大陸の上空を舞まっていた？　噓うそだろう。ありえない。

「悪い冗じよう談だんです」

「と誰だれもが思った。単なる検査ミス、数値の取り間ま違ちがえだろうとな。幸い鉱山には戦せん闘とう機の他の部品も埋うまっていたようで、全部引っ張り上げて調査し直そうということになった。が、モンゴル南部と言えば中国国境、対ザイ戦の最前線だ。日増しに悪化する戦せん況きように学術調査などと悠ゆう長ちようなことは言っておられず発はつ掘くつ部隊まるごと撤てつ退たいと相成った。これがつい先日のことだ。さて本題。モンゴル政府からは鉱山を奪だつ還かんするなら相応の戦力負担を期待したいと言われていてな」

「え？」

　唐とう突とつに話の流れが変わった。格かく闘とう技ぎの試合を眺ながめていたら次の挑ちよう戦せん者はおまえだぞと言われた気分。ちょっと待て、まさかこの展開は。

　八や代しろ通どおりはにんまりと笑った。

「察しがよくて助かるな。そう、次のドクヒのミッションは南モンゴル奪だつ還かんだ」




「マジかよ……」

　食堂の机に突つっ伏ぷしているとグリペンが「大だい丈じよう夫ぶ？」と気き遣づかってきた。

　灰色の瞳ひとみが心配そうにのぞきこんでくる。横並びで座っているため長い髪かみがふわりと、こちらの肩かたにかぶさってきた。

「唐から揚あげ、食べる？」

　思い詰つめた表情でキツネ色の衣ころもを差し出してきた。箸はし先が震ふるえている。いかにも断腸の思いといった様子に「いいよ」と手を振ふり返した。

「おまえのだろ。楽しみにしてたんだし自分で食べろよ」

「でも慧けいが元気ない」

「食い物で治る問題じゃないから、気にするなって」

　グリペンは安あん堵どと無念がない交ぜになった顔で箸はしを引っこめた。小さな鼻をひくつかせ。

「よく理解できない。私達たちはもう何度も海外の作戦活動に携たずさわっている。今いま更さらショックを受ける理由が見当たらない」

「新学期が始まってるんだよ、もう。土日休日ならともかく平日に海外遠えん征せいなんてできないんだ。ただでさえ出席日数やばいのに」

「有休を取ればいい。技本の人達たちはみんなそうしている」

「学生に有休なんてねぇよ」

　突つっこみにもいまいち力が入らない。首の力を抜ぬきうなだれる。

　マジでどうしよう。

　先週も早退・遅ち刻こくが多すぎると担任に注意されたばかりだ。今のところは祖父母の世話などと誤ご魔ま化かしているが、家に連れん絡らくがいけば即そく座ざに噓うそがばれるだろう。いや、そもそも今の自分に一番苛いら立だっているのは明華ミンホアだ。色々事情を察し話を合わせてくれているが、さすがに退学まで見えてきたらスタンスも変わるはずだ。一週間、二週間単位で休みと告げたらどうなる？　今度こそ監かん禁きんされてもおかしくなかった。

（八や代しろ通どおりさんもさっぱり頼たよりにならないしなぁ）

　対ザイ戦ではあれほど回転する頭脳も、進級・進学というキーワードにはまったく無反応だった。さっきも必死で窮きゆう状じようを訴うつたえたのに。

『別に退学になってもいいだろ。航空学生に推すい薦せんしてやるよ。行きたかったんだろう？』

　あっけらかんと言い出す有あり様さまだ。

　話にならない。

　溜ため息いきをついていると不意に肩かたに重みを感じた。顔を上げる。グリペンが無表情にもたれかかってきていた。

「何やってるんだ」

「スキンシップ」

「なぜ」

「男が弱ってる時はこうやって肩かたを寄せるとイチコロだって、技本の人が言っていた」

　だからそれを言ったスタッフを一度連れてこい。戦せん闘とう機に何を教えこんでるんだ。

「だいたいおまえ、そういうことやるなら表情もなんとかしろよ。ポーカーフェイスですごく違い和わ感かんあるぞ」

「どうすればいい？」

「笑ってみるとか、ちょっと恥はずかしがってみるとか」

「こう？」

　無機質な眼まな差ざしのまま口角だけが持ち上がる。頰ほおの筋肉が痙けい攣れん気味にぴくり、ぴくりと震ふるえた。

　怖こわい。すごく怖こわい。

「ストップ、ストップ。いいよ、普ふ通つうにしてて。気持ちはよく伝わってきたから」

「悩なやみごと解消？」

「いや」

　問題は何一つ解決していない。帰宅して明華ミンホアにどう話せばいいのか、学校になんと連れん絡らくするべきか見当もつかなかった。

　にしても、こと学校の件ではグリペンとまったく危機感が共有できない。一応生死の端は境ざかいをくぐり抜ぬけてきたパートナーのはずだが、なんだかひどく距きよ離りが感じられた。

「グリペン」

「ん？」

「俺おれ達たちさ……分かり合えないのかもしれないな」

「!?」

　愕がく然ぜんとする彼かの女じよの前で顔を伏ふせる。激しい混乱と焦しよう燥そうをあえてスルーしていると硬かたい靴くつ音おとが響ひびいてきた。長い影かげが頭上から降ってくる。

「相変わらず仲がいいな、君達たちは」

　愉ゆ快かいそうな声。視線を上げると黒くろ髪かみの女性が見えた。キャリアウーマンを思わせるパンツスーツ。マネキンのようなプロポーションの外国人が定食のトレイを持っている。

「中ちゆう尉い」

　フランス軍情報機関、対外治安総局ＤＧＳＥのブーランジェ中ちゆう尉いだった。半月前、空母シャルル・ド・ゴールへの突とつ入にゆう作戦で同じチームとなった人物。ともにドーター・ラファールを探たん索さくし奪だつ還かんした仲間。いや、というよりむしろ。

「だから、いい加減に中ちゆう尉いというのはやめてくれないか、ムッシュ」

　女性は眉まゆをひそめた。

「他のアニマ達たちと同じように、ラファールと呼んでもらえればいい」

「ああ」

　こめかみを揉もむ。ついつい前の癖くせが出てしまう。

「ラファール……中ちゆう尉い」

「……」

　いや、だって見た目は年上の女性だから呼び捨てとかしづらいし。ラファール「さん」とかも変だし。

　殿どの、様、女史。

「マドモアゼル？」

「君は何か私の名前に含ふくむところがあるのか？」

「そういうわけじゃないんですけど」

「その呼び名はつまり、グリペンの名前にＭミｓズとか２等空くう尉いをつけるようなものだぞ」

　ミズ・グリペン。グリペン空くう尉い。ううむ、確かに変だ。

「ラファール」

「うん、それでいい」

　満足げにうなずくとアニマ・ラファールは向かいの席に腰こしかけた。濡ぬれナプキンの袋ふくろを開け。

「で？　どうした。随ずい分ぶん憂ゆう鬱うつそうだが」

「分かりますか？」

「ＤＧＳＥの同どう僚りようが離り婚こんの時、同じ顔をしていたよ。住む家も貯金も全部取られるんだとぼやいてた」

「……」

「ひょっとしてモンゴル絡がらみか？」

　核かく心しんを突つかれて瞬まばたきする。

「知ってるんですか？」

「今朝、八や代しろ通どおり技官に呼び出されてな。グリペンとファントムを連れていくから留守中のアラート待機は頼たのむと言われた。まったく、あの男は人使いが荒あらいな。一応私の指揮権はまだフランスに残っているはずなんだが」

　苦笑してから首を振ふる。

「ま、戦力として期待されるのは不快ではない。特に私のような半はん端ぱ者はこうやって扱こき使われていた方がアイデンティティの問題で苦しまずにすむ。君のような普ふ通つうの人間はまた違ちがうんだろうがな。察するに鉱山奪だつ還かんなんて雑用で危険にさらされるのが不満というところか？」

「いや、危険とかは別にもういいんですけど」

　終わりのない戦争。目的不明の戦い。その展開に光明を見み出いだせるなら遠えん征せいでもなんでもやるつもりだ。千年前のＦ‐15に可能性を見み出いだしているのは八や代しろ通どおり一人ではない。まぁ、少し与よ太た話ばなし的な内容なのが気になるが。

　ラファールは小首を傾かしげた。

「ではなんだ？　君も八や代しろ通どおり技官のやり方には慣れているんだろう。今いま更さら戸と惑まどう理由もないと思うが」

「学校があるんですよ」

　グリペンと話した内容をもう一度繰くり返す。連日のスクランブルや調整作業で授業をさぼりがちになっていること。幼なじみに口裏を合わせてもらっているが、その幼なじみ自体、不満を溜ためこんでいること。今の状態で長期欠席すれば間ま違ちがいなく家・学校含ふくめて大おお騒さわぎになること。

　全て話し終えるとラファールは考える目になった。グリペンのようにいぶかしげではなく、かといって納得した様子でもない。少し思案した後。

「君は今の生活を継けい続ぞくしたいのか？」

　黒こく檀たん色の瞳ひとみを向けてきた。まっすぐな視線に鼓こ動どうが跳はねる。

「どういうことです？」

「言葉通りだ。平和な日常、普ふ通つうの学校生活、幼なじみとの青春。どれも素晴らしいものだが君の現状とは乖かい離りしているだろう。方々に噓うそをつきまくり仮面をかぶりまくってようやく体裁を整えている状じよう況きようだ。それもあくまで外面を繕つくろっているだけで内実は全然異なる。そんな偽いつわりの日常風景に一体なんの意味がある？　いっそ全てをぶちまけて周囲に理解を求めた方がいいんじゃないのか」

「それは」

　指し摘てき通りだった。明華ミンホアを怒おこらせたくない。祖父母を心配させたくない。そんな些さ末まつ事はいざとなればすっぱり優先順位を下げられる。極論彼かれらがどう言おうと選せん択たくの余地などないのだ。日本列島がザイに吞のみこまれてしまえば、出席日数も成績も全て意味をなくす。当たり前の日常を守るためにも自分は飛び続けなければならない。

　だからきちんと説明して学校を辞める、正規のパイロットになる、そんな選せん択たく肢しもあるのだろうが。

「確かに、中ちゆう尉い……ラファールの言う通りかもしれません」

　溜ため息いき交じりに答えた。瞑めい目もくして思考を整理しつつ。

「でも、戻もどる場所が分かってないと時々どこかに流されてしまう気がするんです。ザイと戦っていると自分がどんどん遠いところに行ってしまう感じがして、現実感がなくなってきて、心がすぅっと薄うすくなっていくっていうか、俺おれが俺おれでなくなってしまうように思えて。だからここでの生活は貴重なんです。当たり前の日常が小こ松まつに待ってる、もとどおりの風景が広がっている。その確信が自分には必要な気がして」

「確信」

「軸じくって言い換かえていいかもしれません。俺おれという人間を繫つなぎ止めてくれるくさび、道みち標しるべ」

「なるほどな」

　ラファールはしかつめ顔でうなずいた。

「君には君のアイデンティティ・クライシスがあるということか。であれば理解できる。己おのれを失う恐きよう怖ふは私にもなじみ深いものだからな。ここでの日常が君の精神安定に寄き与よしているのなら確かに、自分から投げ捨てるのはありえない」

「ええ」

　ようやく理解者に出会えた。ほっとしかけて、だが問題は何一つ片づいていないことに気づく。そう、自分はまさに今アイデンティティの危機にさらされているのだ。戦せん闘とう機パイロットとしての鳴なる谷たに慧けい、学生としての鳴なる谷たに慧けい、どちらを取るのか迫せまられて。

（ううむ）

「慧けい、また倒たおれた」

　グリペンが呻うめく。脱だつ力りよくし机に突っ伏していると頭上でラファールの嘆たん息そくが響ひびいた。

「仕方ないな。及およばずながら私も協力させてもらうとしよう。君には色々と借りもあることだしな」

「え？」

　顔を上げる。黒くろ髪かみのアニマは悪戯いたずらっぽく微ほほ笑えんでいた。フォークの先をくるくると回して。
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「要は大手を振ふって学校を休めればいいのだろう？　誰だれもが納得する真っ当な理由で」

「そうですけど、でも一・二週間単位で休む理由なんて」

　病欠なんて言ったら入院させられるレベルだ。冠かん婚こん葬そう祭さい、祖父母の世話と言っても通じまい。ましてや同居する明華ミンホアをだまし切るなど。

　だがラファールは口元の笑えみを大きくした。

「何、噓うそというのは小さくつくから露ろ見けんするんだ。ありえないほど大きな噓うそは逆に人から疑う気を失わせる。そこまでするわけない、手間をかけるはずがないと勝手に自己解決してくれるからな」

「はぁ」

　わけが分からずにいるとラファールは更さらに混乱を助長してきた。

「時にムッシュ、歴史は好きか？」

　……。

　はい？
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　朝の通学路は騒さわがしい。

　話し声や靴くつ音おと、自転車の走行音が渾こん然ぜん一いつ体たいとなり道路を満たしている。宿題やった？　今日当てられるかも。帰りどこか寄っていかない？　この髪かみ型がたどうかな。ねぇ、昨日のテレビなんだけど。

　平へい穏おん極まりない雰ふん囲い気きは、だが傍かたわらの闇やみに塗ぬり潰つぶされる。あたかも見えざる壁かべが半径数メートルを覆おおっているようだ。張り詰つめた空気が周囲の交こう歓かんをシャットアウトしている。その圧力の源となっているのは。

「な、なぁ明華ミンホア、おまえひょっとして機き嫌げん悪い？」

　ポニーテールの少女が「ん？」と顔を向けてきた。ふんわりとした柔やわらかい笑え顔がお。だが目は笑っていない。本能が危険を告げる。やばい、こいつ絶対怒おこってる。不ふ機き嫌げんになっている。

「い、言いたいことがあるなら言えよ。ためこむと身体からだに悪いぞ」

「何もないよー？　別に、あたしは。慧けいこそなんか話したいことあるんじゃない？」

「ないよ。どうしてそう思うんだ」

「やましいことがあるとさ、人って自分から確認するじゃん。ばれてないか、相手がどう思ってるか訊ききたくなって」

「……」

　おかしい、モンゴルの件は一言も話していないのに、なんでこんな厳げん戒かい態勢になっているんだ。ひょっとして携けい帯たい端たん末まつの履り歴れきを見られた？　いや、だがやばそうな話はメッセージにも残していないし。なぜだ。

「慧けいってさぁ」

　あくまでにこやかな表情のまま明華ミンホアが言った。セーラー服のスカーフを揺ゆらしながら。

「何か言い出しづらいことがあると目を合わせなくなるよね。こっちを見てるみたいでちょっとだけ視線がずれてたりして。目元じゃなく鼻のあたりを確認してる感じで。多分自覚ないと思うけど」

「そ、そうなんだ」

「泊とまりがけのバイトの前とか特に分かりやすいよ。あ、なんか気まずそうだな、こっちの様子うかがってるなってのが伝わってくるから。で、昨日基地から帰ってきたあと同じ雰ふん囲い気きがするんだけど気のせいかな？」

　ぎくり。

「気、の、せい、かなー？」

　ぐいと笑え顔がおのままのぞきこまれる。心臓が口から飛び出しそうになった。慌あわててかぶりを振ふる。呼吸を整え、声を低め。

「き、気のせいに決まってるだろ。いやだなぁ、最近出席日数やばいのに泊とまりがけのバイトとかありえないだろ」

「だよねー」

　深々とうなずき前を向く。軽かろやかな足取りだが強きよう烈れつなプレッシャーはまったく収まっていない。おかしな動きをしたら即そく座ざに拘こう束そくされそうだ。

（どうしよう）

　余計に打ち明けづらくなってしまった。様子を探りながらまずは一泊ぱくの許可をもらうつもりだったが、自ら退路を断ってしまった感じだ。出発はもう明後日あさつてに迫せまっているというのに。

（ラファールも結局どうしたらいいか教えてくれなかったし）

　思わせぶりなことを言いながら途と中ちゆうで会話を打ち切ってしまった。あとは任せておけとうそぶいていたが今日になっても音おと沙さ汰たはない。アラートシフトの組み替かえで忙いそがしいのか、そもそも具体的なプランなどなかったのか。

（自分でなんとかするしかないか）

　意を決する。大だい丈じよう夫ぶ、俺おれは今までいくつもの修しゆ羅ら場ばをくぐりぬけてきたんだ。冷静に対処すればきっと困難を克こく服ふくできる。事態を打開できる。

　いつの間にか学校に到とう着ちやくしていた。校門を抜ぬけ、生活指導の教師に挨あい拶さつして昇しよう降こう口ぐちに赴おもむく。明華ミンホアは友人とすれ違ちがう度、手を振ふっていた。明るい雰ふん囲い気きだ。うん、この感じなら受け入れてもらえる。さらりと認めてもらえる。相手の反応を予測して、シミュレートして、よし。

「明華ミンホア」

　上うわ履ばきに履はき替かえながら呼びかける。

「俺おれもさ、最近授業を休みがちなの気にしてたんだ。講義の内容も歯抜ぬけになっているし、このままじゃまずいなって」

「へぇ？」

「だから少し気合いを入れて立て直そうと思うんだ。同じ選せん択たく科目の奴やつの家に泊とまりこんでノートを写させてもらおうかなと。何人かクラスの連中で当てがあるから、まずは相談してみようかなって」

　とりあえず最初の一日をクリアする。外がい泊はくの事実を成立させる。二日目以降の言い訳はあらためて考えようと思ったが。

「あ、それは別に心配しなくていいよ」

　明華ミンホアはひらひらと手を振ふった。ひどく爽さわやかな顔で下げ駄た箱を閉める。

　……え？

「あたし、選せん択たく科目は全部、慧けいに合わせてるから。ノートやプリントも取ってあるよ。わざわざ外がい泊はくしなくてもうちで写せるから。よかったねー」

「……」

「ぶっちゃけ、夜はもう慧けいを家から出すつもりないし」

　すごいこと言われた。

　怖こわすぎる。マジでホラーだ。

　てか、かなり詰つんでないか？　これ。モンゴル行き、絶対無理だろう。

「さ、今日も元気に授業受けよう！　中間テストも近いし、頑がん張ばらないとね！」

　勢いよく言って廊ろう下かに歩いていく。

　予よ鈴れいが晩ばん鐘しようのごとく響ひびいた。

　教室に入ると一いつ切さいの寄り道を許されず自席に連行される。「おはよー」「おはよう」という呼びかけに答えるのは全て明華ミンホアだ。クラスメイトに助けを求めようとしても全てインターセプトされる。この幼なじみ、本気で自分の一挙手一投足まで監かん視しするつもりか。尋じん常じようならざる決意に背筋が寒くなる。だが今の状じよう況きようでは逆らうこともできない。

　意気消しよう沈ちんし鞄かばんを机のフックにかけていると担任が入ってきた。初老の男性でつまようじのように細い体格だ。いつも薄うす茶ちや色の服を着ているから遠目には本当に木の棒に見える。ついたあだ名がマッチ（もちろん一昔前のアイドルに似ているからではない）。担任はプリントを取り上げると「えー」と視線を走らせた。

「今朝はちょっと変わったお知らせがあります。先生も初めての話で戸と惑まどっているが、おい、鳴なる谷たに、来てるか？」

「はい？」

　え、俺おれ？

　教室がざわめく。鳴なる谷たに慧けいの素行の悪さは有名だから、ついになんらかの処分が下ると思われたのかもしれない。だが続けて担任の放った台詞せりふはおそらく全員の予想を上回るものだった。

「おめでとう。フランスの文化・通信省から表ひよう彰しようの話が来ている。君の送った作文が見事、外国人向けの文化交流コンクールに入賞したらしい。全世界から数百通の応おう募ぼがあったらしいが、日本人の入選は君だけだとか。いやはや、大したもんだ」

　……。

　は？

　ぱちぱちと目を瞬まばたく。

　何を言われているか分からなかった。文化交流コンクール？　作文？　一体なんの話だ。身に覚えがない。何かの間ま違ちがいだろうと思ったが。

「表ひよう彰しよう式は今週金曜日らしい。移動時間も含ふくめて二週間分の旅費・滞たい在ざい費を先方が負担してくれるそうだ。パリ旅行だぞパリ旅行。いいなぁ」

　二週間。

　はっとなった。

　長期の海外旅行。学校公認の不在期間。間ま違ちがいない。ラファールの仕業だ。どういうパスを使ったのか知らないがフランス本国に働きかけ、応おう募ぼの作文をでっち上げたのだろう。なぜ？　明白だ。モンゴル遠えん征せいの時間を作るため。普ふ通つうの高校生たる鳴なる谷たに慧けいの日常を守るため。

『噓うそというのは小さくつくから露ろ見けんするんだ。ありえないほど大きな噓うそは逆に人から疑う気を失わせる。そこまでするわけない、手間をかけるはずがないと勝手に自己解決してくれるからな』

　食堂での会話が蘇よみがえる。

　いや、にしてもやりすぎだろう。外交話になってるじゃないか。どうやって収拾着けるんだよ、これ。明華ミンホアとか完全にフリーズしてるぞ。

「せんせー」

　クラスメイトの一人が挙手する。興きよう味み津しん々しんという顔で。

「どんな作文なんですか、それ」

「んー」

　担任は眼鏡を直しながらプリントを見た。

「『啓けい蒙もう思想より考察するフランス革命史』だそうだ。講評を見る限り文章もかなり評価されている。『平易な表現を使いつつ簡潔に意図を伝えている。およそ外国人が書きうる最も理想的な仏ふつ文ぶん』だとか」

　マジか。

「おおお」と空気が揺ゆれる。好こう奇きと尊敬の眼まな差ざしがぐさぐさ突つき刺ささってきた。顔を上げていられない。身に覚えのないことで褒ほめられるのがこんなに居心地悪いと思わなかった。フランス革命史って。啓けい蒙もう思想って。歴史好きかとかそういう次元じゃねぇだろ、もう。

（というか中ちゆう尉い……ラファール）

　確かにあなたの言う通り、人は大きな噓うそほど疑わないのかもしれない。勝手に真実と思いこみ自己完結してくれるのかもしれない。

　だが小さな誤ご魔ま化かしより大きな偽いつわりの方が人の記き憶おくに残るのだ。自分はこれからフランスの歴史と哲てつ学がくに詳くわしい男として生きていかなければいけない。その後始末をどうするか果たして考えていたのか？

　……ないよな、多分、くそっ。

「慧けいってフランス語なんかできたっけ？」

　明華ミンホアがそもそもの疑問を口にしてくる。周囲の盛り上がりをよそに、どうにも疑わしげな様子だ。

　ああ畜ちく生しよう、毒を食らわば皿までだ。

「当たり前だろ」

　やけっぱちに胸を張ってみせる。

「フランスと言えばあのコンコルドを作った国だぜ。子供の頃ころから向こうの資料取り寄せては分からないなりに読みこんでたんだ。もう引退してると知った時はショックだったけどさ。色々あってフランス語の作文くらいは朝飯前だぜ。ああ、今度明華ミンホアにも教えてやるよ。ボンジュール、セボン、ガトーショコラ」

　あからさまに胡う乱ろんな目つきで見つめ返される。

　だが引くわけにはいかない。一度ついた噓うそは全力で貫つらぬかねば、より一層の破局が待っているだけだ。

（基地に行ったらラファールかファントムにフランス語習うかな）

　平へい穏おんな日常を取り戻もどすにはしばらく時間がかかりそうだった。
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　吹ふき抜ぬけの出発ロビーに搭とう乗じようアナウンスが響ひびいている。

　ラバーフローリングの床ゆかは天窓からの光で白く染め上げられていた。乗降客が行き交う度、光こう沢たくのあるフロアパネルが水面のごとく揺ゆらめく。色とりどりの壁へき面めん広告、土産みやげ物もの屋、飲食店の姿もあり構内はかなり賑にぎやかだ。多分まだ北陸新幹線が開通していないせいだろう。朝の小こ松まつ飛行場は地方空港としては意外なほど活気づいていた。

「慧けい、何きょろきょろしてんの！　もう受付始まってるよ」

　明華ミンホアが振ふり向きながら叫さけぶ。

　羽はね田だ行きの案内板表示が『搭とう乗じよう中』に変わっていた。やばい、急がなければ。慌あわてて前に出た瞬しゆん間かん、キャリーケースがベンチの足にぶつかる。おわっと。

「もう、何やってるの！　ああ、上着落ちてる。パスケースも」

　転がった荷物を拾い集め明華ミンホアは睨にらみつけてきた。

「しっかりしてよ。これから二週間一人旅なんだから。本当に忘れ物とかない？　緊きん急きゆう連れん絡らく先、控ひかえてある？　薬は持った？　携けい帯たいの充じゆう電でんケーブルとかは」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　荷物を受け取りながら溜ため息いきをつく。同じ確認を何度されただろう。いい加減、耳にたこができそうだ。上着をキャリーケースに載のせ直し。

「そんな心配するなよ。別に長期留学するわけでもないんだから。表ひよう彰しよう式に出てちょっと観光して帰ってくるだけだよ。多少足りないものがあっても向こうで買い足せばいいんだし」

「そうかもしれないけど」

　ややむくれ気味に顎あごを引く。

「慧けい、生活能力低そうだし、一人暮らしとかしたらすぐ飢うえ死にしそうで」

　失敬な。今だって朝飯くらい作ってるぞ。家事もある程度、明華ミンホアと分担してるつもりで。……してたよな？　多分。

　まぁいずれにせよ。

「すぐ帰ってくるからさ。なるべく連れん絡らく入れるようにするし」

「うん」

「電話もするから」

「うん……」

　悄しよう然ぜんとうなずく。唇くちびるを開き、上うわ目め遣づかいにこちらを見て。

「本当に気をつけてね」

「分かってる」

　キャリーケースを引き寄せ案内板を見上げる。出発時間が迫せまっていた。そろそろ本気でまずい。

「じゃ、行くから」

　片手を上げ保安検査場に赴おもむく。プラスチックトレイに携けい帯たいや財さい布ふを置いていると、横目に不安そうな様子の明華ミンホアが確認できた。胸の前で拳こぶしを握にぎり立ち尽つくしている。キャリーケースをベルトコンベアにのせてから最後にもう一度手を振ふってやった。

　金属探知機のゲートを抜ぬけると幼なじみの姿は呆あつ気けなく警備員達たちの陰かげに消えた。あるいはもう見送り用の展望デッキに向かっているのかもしれない。アナウンスが最終の搭とう乗じよう案内をしている。

（さて、と）

　周囲に知り合いがいないことを確認、人目をチェックして待合室を横切っていく。羽はね田だ行きのゲートとは反対方向、スタッフ用の非常口に向かっていた。通行証をカードリーダーにかざしバックヤードに滑すべりこむ。小走りに階段を降りソーティングエリアにたどりついた。事情を知らない整備員が目を丸くしている。方々に会え釈しやくしながらベルトコンベアの間を通過、エプロンに出た。

　クラクションが鳴った。オリーブドラブのＳＵＶがターミナル前に停車している。開いた窓から太い腕うでが伸のび合図をしてきた。息を切らせて助手席に乗りこむ。

「すみません、お待たせしました」

　荷物を抱かかえながら頭を下げる。ひげ面づらの中年男性が「おう」と挨あい拶さつしてきた。グリーンの作業服に青の整備帽ぼう。どことなくナマズを思わせるユーモアな顔立ち。ドクヒの整備担当、舟ふな戸とだ。

　舟ふな戸とはサイドブレーキを外すとアクセルを踏ふみこんだ。

「無事誤ご魔ま化かせそうな感じかい？」

　ハンドルを回しながら問いかけてくる。旋せん回かいする風景の中を羽はね田だ行きの旅りよ客かく機きがゆっくりとタキシングしていった。

「まぁ」

　今いま頃ごろ明華ミンホアは展望台であの飛行機を見送っているのだろうか。いつ羽はね田だに着くのか、国際便に乗り換かえるタイミングは何時頃ごろか確認しているのかもしれない。まさか滑かつ走そう路ろ脇わきをドライブ中とは夢にも思わないはずだ。自衛隊の連れん絡らく車両に乗り、構内の基地を目指しているなんて。

「多分、大だい丈じよう夫ぶだと思います」

　噓うそというのは小さくつくから露ろ見けんする。ありえないほど大きな噓うそは逆に人から疑う気を失わせる。ラファールのアドバイスは今回も有効に感じられた。飛行機のチケット、旅行スケジュール、パスポート、ここまで準備してフェイクとは普ふ通つう思うまい。明華ミンホアや学校の知人達たちにとって鳴なる谷たに慧けいはもう機上の人となったのだ。

　舟ふな戸とは「そりゃ重ちよう畳じよう」とうなずいてから。

「頼たのまれたもの、後ろに置いてあるぞ」

　後部座席にあごをしゃくってみせた。

　荷物を抱かかえながら身体をひねる。狭せまい空間で四苦八苦しつつ目当てのものを引き寄せた。舟ふな戸とが前を向いたまま暗唱する。

「授賞式と観光地のコラージュ写真、表ひよう彰しよう状じようの模造品、パリ土産みやげを三種類、あと両りよう替がえ漏もれのユーロ硬こう貨か」

　大判の写真の中、満場の列席者を前に自分が満面の笑えみを浮うかべていた。もう一枚を見るとエッフェル塔とうの前で見知らぬ白人と肩かたを組んでいる。誰だれだよおまえ。怖こわい。画像処理怖こわい。

「やりすぎじゃないですかね。『これ誰だれ？』とか訊きかれたら答えられませんよ」

「じゃあ前後のエピソードもちゃんと考えとくんだな。さすがにそこまでフォローはできん」

「うーん」

　旅程表と矛む盾じゆんなくストーリーを作るのはかなり骨だ。日記を書くべきか、はたまたネットの旅行記でも流用するべきか。悩なやんでいると舟ふな戸とは気の毒そうに一いち瞥べつしてきた。

「おまえさんも大変だなぁ、そこまでして色々気を遣つかわなきゃならんとは」

　しみじみと言われて唸うなり声を上げる。

「だったら八や代しろ通どおりさんにもっと計画的に作戦立てるよう言ってくださいよ。今回だって何もこのタイミングで鉱山奪だつ還かんしなくてもいいでしょう？　埋うまってたＦ‐15や鉱山が逃にげるわけじゃないんですから」

　モンゴル南部の制空権確保・当とう該がい空域からのザイ駆く逐ちくが本遠えん征せいの主目的と聞いている。局地的な反はん攻こう作戦という性格上、任務の緊きん急きゆう度合いは決して高くあるまい。一月二月遅おくれたところでさして状じよう況きようは変わらないはずだ。

　せめて冬休みまで待ってもらえれば、また話も違ちがっただろうに。思いつきで振ふり回されるのはたまらないと思っていると。

「ま、仰おつしやる通りではあるんだがな。どうも現地がきな臭くさいことになってるらしい」

「え？」

「ロシア軍が動いてるそうだ」

　舟ふな戸との目がすぼまった。

「もともとモンゴルってのはソビエトの支し援えんでできた国でな。ソ連十六番目の共和国なんて言われたくらいで、伝統的にロシアとの繫つながりが強い。ぶっちゃけあっちの軍備はほとんどロシア製だし政治家などのエリート層もかなりの数、モスクワに留学している。つまり国内で起きたことにロシアが口を出しやすい環かん境きようにあるわけだ」

　どくりと鼓こ動どうが高鳴った。

「邪じや魔ましてくるかもってことですか。俺おれ達たちの発はつ掘くつ作業を」

「というより鉱山自体を占せん拠きよするかもって話だな。発見したＦ‐15Ｊに連中が価値を感じているならその可能性は十分にありえる」

「で、でも日本の会社の鉱山なんですよね？」

「ああ。だがそれがどうした？　国家権力が出てきたらいざとなればどうとでも大義名分はつけられる。近きん隣りんの民間人の保護、ロシア機が現地に不時着、ザイの侵しん攻こうに対する防衛線の構築……なんて感じでな」

　嫌いやなイメージが浮うかんでくる。

　果実を前に飢うえた獣けものが向かい合っている。早い者勝ちで片づけばまだマシ。ほぼ同時、あるいはわずかな時間差で目的地にたどりついたらどうなる？　実力行使、互たがいの意思を力でくじく展開。

「人間と戦う」

　口に出してぞっとなった。ザイと戦うのとはわけが違ちがう。自分の行動で人が死ぬ、命が絶ち切られる。

　ベルクト亡命時の対応が蘇よみがえった。領空侵しん犯ぱんの対応だけでも、あれだけ心が凍こおったのだ。ましてや正面切った戦せん闘とうなど、ためらわず引き金を引ける自信がない。

「ま、大だい丈じよう夫ぶさ、おまえさん達たちが出ていけば多分大事にはならない」

　舟ふな戸とのつぶやきに「え？」と顔を上げる。ひげ面づらの整備士は肩かたをすくめた。

「こっちが弱よわ腰ごしなら無理押おしもしてくるだろうがな。最高戦力のアニマを二体も投入するんだ。向こうも割が合わんと思うはずさ。亡国の危機に見み舞まわれたならともかく、些さ細さいな好こう奇き心じゃ損害を許容せんよ。大人の喧けん嘩かってのはな」

「大人の……喧けん嘩か」

「百戦百勝より戦わずして相手を退ける方がベターってな。孫そん子しだっけか？　実際に相手を殴なぐりつけるんじゃなく威い嚇かくや恫どう喝かつでお引き取りいただくのが国家レベルの喧けん嘩かってことさ。要は相手に『勝てない』と思わせることだ。そのためには相手が想像もしない大兵力を準備するのが正解になる」

「だからドクヒを出す？」

「そう。あくまで人間同士の戦争を避さけるためだ。戦うためじゃない」

　なるほど、確かに合理主義の八や代しろ通どおりらしい考えだ。開戦する前に全ての勝負をつける。不測の事態を排はい除じよする。

　抑よく止し力。

　だがそこまで聞いてふっと疑問が過よぎる。

「じゃあもっとアニマを連れていけばいいんじゃないですか？　相手を脅おどかすって意味だと二機より三機、三機より四機いた方が確実でしょう。まぁ八や代しろ通どおりさん的には二機で十分って考えなのかもしれませんけど。だったらそれがファントムとグリペンの理由ってなんですか。極きよく端たんな話、イーグルとラファールがモンゴル遠えん征せい組でもいいでしょう？」

　溜ため息いきが返ってきた。

「おまえさん、ちょっと考えてみろよ。他国の領内で自衛隊が示じ威い行動をするんだぞ。グレーゾーンどころか限りなくブラックに近いだろ。ましてや仮想敵は更さらに別の国。そんなところにフランスのアニマを連れていけるか？」

「ああ」

　政治問題になりかねないということか。確かに、いくら豪ごう腕わんな八や代しろ通どおりでも日にち仏ふつ対露ろ蒙もうなんて状じよう況きようは作りたくないだろうが。

「ならイーグルは？　あいつなら所属も能力も申し分ないと思いますけど」

「あいつに示じ威い行動なんて器用な真ま似ねができるか？　『戦う』か『もっと戦う』しか選せん択たく肢しがない奴やつだぞ」

「後方待機、前には出るなと言い聞かせたら」

「聞くと思うか」

「無理……ですね」

　確認するまでもなかった。あんなノリと勢いだけで生きている戦せん闘とう機を連れていったら威い嚇かくが威い嚇かくで終わらない。気づけばロシアとの全面戦争が始まっていかねなかった。

（結局、グリペンとファントムでやるしかないってことか）

　そしてグリペンが出る以上、自分もついていかざるをえない。結論、選せん択たくの余地はなし。今の状じよう況きようは必然であり最善である。

「そんな顔するなよ。おまえさんが苦労しているのは室長も理解してるさ。今回の件が終わったら真面目に学校の件も考えてくれるって」

「だといいんですけど」

　さすがに今回と同じ言い訳は二度と使えない。似たような招集がかかるのなら是ぜ非ひとも別の説明を準備してほしかった。

　いつの間にか空自のハンガーが近づいている。整備スタッフに混ざり桃もも色いろ髪がみの少女の姿が見えた。小さな身体からだをぴょんぴょん背せ伸のびさせてこちらを確認している。やや表情に乏とぼしいことを除けば外観は本当にただの女の子だ。不器用で愚ぐ直ちよくで、だがひたすらにまっすぐな人類の守護天使。

「フナさん」

　我知らずつぶやいていた。

「俺おれ達たち、本当に戦わなくていいんですよね」

　同じ人間と、ザイに抗こうする同どう胞ほうと。

「あいつには、グリペンには人を殺させたくないんです」

「分かってるさ」

　舟ふな戸との声は重かった。

「みんな同じ気持ちだ。だからこそ戦わなくていい方法を探ってる」

「ええ」

「心配するなよ。示じ威い行動なんて言い方で脅おどかしちまったかもしれんが、せいぜい鶏にわとりの縄なわ張ばり争いみたいなもんだ。派手にとさかをおっ立ててびっくりした方が引き下がる。そんくらいに思っておけばいい。ちなみに鶏にわとりってのは闘とう鶏けいとかのイメージと違ちがって、勝てる喧けん嘩かしかしないらしい。強気に出たもん勝ち。威い張ばったもん勝ち。同じ話だよ」

「俺おれ達たちは鶏にわとりですか」

「似たようなもんだろ。騒そう々ぞうしくて忙せわしなくて、いつもどこかしらを駆かけ回っている」

　ユーモラスなたとえに苦笑しつつ、ふっと子供の頃ころ読んだ動物図ず鑑かんを思い出す。鶏にわとりは勝てる戦いしかしない。一度成立した上下関係には可能な限り従う。確かそんな内容が書かれていた。なるほど、舟ふな戸との蘊うん蓄ちく通りだ。相手の顔色をうかがい、虐いじめられても逃にげることなく受け入れてしまう。奇き妙みようなくらい人間臭くさい生態、性質。

　ただ、その本にはこうも記されていた。




　鶏にわとりは共食いをする生き物だと。
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　草原の真ん中にぽつんと白いアスファルトが現れる。

　最初は染みのように、ややあって縦長の格こう子し状に形が変わる。周囲に人工物はない。ただ数本の白線だけが枯かれ葉は色の大地に描えがかれている。右を向いても左を向いても空と平原しか見えない。頭上に輝かがやくのは大おお粒つぶの太陽。まるで海の上を飛んでいるようだ。草と土でできた無限の大海うな原ばら。その中にたたずむささやかな文明の孤こ島とう。

「あれだな」

　戦術マップを確認しながら後席に呼びかける。一いつ拍ぱくおきグリペンが「うん」とうなずいてきた。

「北ほく緯い47度44分35秒、東経１０７度22分36秒。間ま違ちがいない、モンゴル、ナライフ空港」

「降りよう」

　五時間越ごしの飛行が終わることに安あん堵どしつつアプローチに入る。

　フラップダウン、機首下げ、スロットルを調整しつつ機体を降下させていった。高度千五百フィート（四百五十メートル）でギアを下ろす。迫せまる地面に身体からだを強こわばらせつつ迎むかえ角かくを取った。

　空気抵てい抗こうが一気に強くなり機体が揺ゆれた。接地。腰こしの下から衝しよう撃げきが突つき上げてくる。エアブレーキと両輪ブレーキを同時に機能させスピードを落としていった。

「到とう着ちやく、と」

　ほうっと肩かたの力を抜ぬく。

　誘ゆう導どう路経由でエプロンにタキシングしていく。爪つま先さきでフットブレーキを操作していると右手上空からエメラルドグリーンの光が迫せまってきた。ゆるやかなアプローチだ。まるで透とう明めいなスロープの上を滑すべっているようにも見える。進入確度・速度ともに一いつ切さいのぶれがない。氷上を行くスケーターのごとき優ゆう雅がな飛行。

　タッチダウン。

　思わずお見事と言いたくなった。

　初めての空港でよくもまぁ、あれだけ迷いなく着陸できるものだ。さすがはドクヒ一のベテラン。職業パイロットを目指す者として素直に尊敬したいところだが。

『慧けいさん。そちらの着陸、フラップダウンのタイミングがコンマ二秒遅おそかったです』

　柔やわらかな絹のごとき声が無線から流れてきた。

『揚よう力りよくの発生が遅おくれたからスロットルの操作も強引になっていました。フレアーのかけかたも乱暴極まりない。非常に見苦しい機動です。モンゴル軍に見せる最初の着陸があれとは国こく辱じよくものですよ。あとで振ふり返りをやりますからきっちりご自身の操縦を確認しておいてください』

「分かったよ……ファントム」

　毒どく舌ぜつには慣れたつもりだが、いちいち心をえぐられる。気を強く持っていないと言葉の暴力に打ち倒たおされそうだ。

　まぁ少しでも生存確率を上げられるよう持てる技術の全てを教えこもうとしてくれているのだろうが、にしたって言い方というものがあるはずだ。グリペンとかぶるぶる震ふるえてるじゃないか。怯おびえた小鳥のような面おも持もちで。

「慧けい、逃にげよう」

「どこにだよ」

「ファントムの目の届かないところ。できればドーターごと隠かくれられる場所が望ましい。ＥＧＧの遮しや断だんシステムと高射設備も必要」

「ねぇよ、そんなところ」

　地下基地でも探せというのか。だいたい長ちよう距きよ離り飛行で機体はガス欠寸前だ。補給をすまさない限り一マイルたりとも動けそうにない。

　だがグリペンは執しつ拗ように食い下がってきた。

「慧けいは作戦前に私が戦せん闘とう能力を失ってもいいの」

「あ？　なんでそうなるんだ」

「自信喪そう失しつ。スランプによる活動停止」

　スランプ、と来たか。

「私は褒ほめられて伸のびるタイプ。本番前にプレッシャーをかける行こう為いは望ましくない」

　意外と繊せん細さいだった。というか自信満々で言う話でもないだろう。ミスしたのはこっちなんだから。きちんと修正していかないと。

「諦あきらめろ。別に取って食われるわけじゃないさ」

　呻うめくような声が返ってきた。

　空港スタッフの指示に従い機体を停止させる。キャノピーを開放した途と端たん、乾かわいた空気がコクピットに侵しん入にゆうしてきた。

　空が高い。ごうっという音に振ふり向くと今度は双そう発はつの大型輸送機が着陸態勢に入っていた。主しゆ翼よくと胴どう体たいに日の丸が見える。技本の整備隊だ。今回比ひ較かく的てき長期の作戦になるため基地機能含ふくめての展開になると聞いていた。

　輸送機は図ずう体たいにそぐわぬ軽快な着陸をなしとげ、こちらにタキシングしてきた。先に停止したファントムを追い抜ぬき奥おくのハンガーに赴おもむく。

　誘さそわれるように視線を巡めぐらしていると、ずんぐりしたシルエットの軍用ヘリが目に入ってきた。二機、いや三機か。抹まつ茶ちや色の塗と装そうを輝かがやかせエプロンに駐ちゆう機きしている。西側機とは明らかに異なる無骨な外観。ロシア製だろうか。識別表を見る限りモンゴル軍機のようだが。

『ロシア軍が動いてるそうだ』

　舟ふな戸との言葉が蘇よみがえる。どくりと心臓が高鳴った。得体の知れない国にいる緊きん張ちようがまざまざと感じられてくる。周囲にいるモンゴル人スタッフもこちらをうかがっている気がした。もし彼かれらがロシアの意図を汲くんでいたら、無防備な自分達たちに襲おそいかかってきたら。

「どうしたの、慧けい」

「なんでもないよ」

　首を振ふる。疑ぎ心しん暗あん鬼きになっていても仕方がない。表向きモンゴルと日本は共同作戦をすることになっているのだ。今はなるべく機体から目を離はなさず様子をうかがうとしよう。

「にしても、すごい場所だな」

　見み渡わたす限りの大平原だ。滑かつ走そう路はもちろん、その向こう側にもなんの起き伏ふくもない。北の方に山らしきものが確認できるが、かなり距きよ離りがある。一体どのくらいこの景色が広がっているのだろう。数キロ、数十キロできかないことは確かだ。たとえるなら北陸三県全域に無人の野が広がっている感覚。

「空間に押おし潰つぶされそうな感じっていうか」

「だからこそ騎き馬ば民族なんてのが発達したんだろうさ。ここは人間が二本の足だけで動き回れる場所じゃない。駱らく駝だや馬、牛。輸送手段となる何かがあって初めて人はこの距きよ離りを征せい服ふくできたんだ。俺おれ達たちみたいな農耕民族には少し理解しづらい感覚だな」

　気づけばすぐそばに八や代しろ通どおりが立っていた。くたびれた白衣を風に揺ゆらしている。すんと鼻を鳴らし「寒いな」とつぶやいた。

「まだ十月だからと油断してたが完全に冬の気候じゃないか。こんなところを馬で駆かけ回ったら普ふ通つうに凍こごえ死ぬぞ。まずいな」

「別に俺おれ達たちは馬に乗らないからいいでしょう」

「空いた時間で乗馬ツアーに行くつもりだったんだ。折角のモンゴルだし、ゲルへの宿しゆく泊はくも体験したかったんだが」

「何しに来たんですか」

　観光旅行かよ。

　八や代しろ通どおりは味方を求めるようにグリペンを見た。

「おまえはどうだ？　ゲルに泊とまって馬乳酒とか飲みたくないか。なかなか珍ちん味みだぞ」

「おお」

「戦せん闘とう機にアルコール勧すすめるのはやめてください。あとグリペンも、目を輝かがやかせるな」

「ケチ」

「ケチだよなぁ、男のくせに細かいことをぐだぐだと」

「……」

　溜ため息いきをついているとハンガーから人ひと影かげが二つ近づいてきた。見慣れぬ顔だ。両者ともスーツ姿で背筋がぴんと伸のびている。

　八や代しろ通どおりが「ほう」と片かた眉まゆを持ち上げた。

「出で迎むかえだ。随ずい分ぶん面おも白しろい取り合わせだな」

「え？」

　ファントムが合流してきたのとスーツの男達たちが歩み寄ってきたのはほぼ同時だった。

　男の一人、瘦そう身しんの青年がぴたりと足を止め会え釈しやくする。

「ようこそモンゴルに。在モンゴル日本国大使館、書記官の朝あさ倉くらです。独立混成飛行実験隊の皆みな様さまですね」

　傍かたわらの同行者を示し。

「こちらはモンゴル産業省のバヤラー次官です。Vice-Minister, This is Haruka Yashirodori of the JAPAN Ministry of Defence. He's in charge of the Independent Composite Air Test Squadron to which ANIMAs belong」

　同行者は愛あい想そよくうなずき手を差し伸のべてきた。八や代しろ通どおりよりかなり年上だろう。立ち振ふる舞まいにも威い厳げんが感じられた。モンゴルの次官？　と言っていたか。産業省というのがよく分からないが、軍ではないのか。

　八や代しろ通どおりは慇いん懃ぎんに相手の手を握にぎり返した。

　次官が早口に語りかけてくる。英語なのでよく分からないが繰くり返し何かをお願いしているようだ。「理解アンダースタンデイン」と「誠意フエイス」という単語が頻ひん繁ぱんに聞こえてくる。

　八や代しろ通どおりはしかつめらしい顔でうなずいていたが、最後に一言「I understood it（了りよう解かいしました）」と答えた。次官があからさまにほっとした様子になる。頰ほおを緩ゆるめ握あく手しゆした後、歩み去っていった。あとには朝あさ倉くらだけが残される。

「では移動しましょうか。ウランバートルの研究機関にアポを取ってあります。まずは例の発はつ掘くつ機体を見ていただく感じでいいですよね」

「ああ」と八や代しろ通どおりはうなずいた。

「どのくらいかかる？」

「車で約一時間ってところですね。今日は色々お話しすることもあるでしょうから、向こうに宿も押おさえてあります」

「すまんな。助かる」

　え？　と思った。

　宿？　泊とまり？

「ちょ、ちょっと待ってください、八や代しろ通どおりさん。ドーター置きっ放しで行くんですか？　こんな外国の、何もない場所で」

　白衣の肥満漢は「ん？」と不思議そうに首を傾かしげた。

「仕方ないだろう。車で運ぶわけにもいかんし。ここじゃ飯もままならん」

「だからって」

　目を離はなしていいのか。視界の端はしにロシア製のヘリコプターが入ってくる。自分達たちの行動をよしとしない者に機体を壊こわされるのではと思ったが。

「心配しなくても大だい丈じよう夫ぶですよ」

　エメラルドグリーンのボブが揺ゆれた。ファントムが一歩前に進み出てくる。

「こちらの空港からは親露ろ派の影えい響きよう力が排はい除じよされています。私達たちの動向も可能な限り中央に伏ふせられているはずですよ。そうご手配いただいたんですよね？　朝あさ倉くら書記官」

「そ、そうなのか？」

　なぜ分かる。混乱しているとファントムは口元の笑えみを大きくした。

「モンゴルは安全保障面でロシアを切り離はなせません。ですが同じくらい経済面で日本を重視しているんですよ。ザイが現れて以来、前線に近いモンゴルへの投資は滞とどこおっていますからね。今回の件で日本の資産が蹂じゆう躙りんされるのに任せれば、以降の外資誘ゆう致ちは一層先細るわけです。それは困りますよね？　経済成長を重んじる産業省としては」

「……ええっと」

「鈍にぶいですね。要は銃じゆう弾だんでなく札束でお友達になったということですよ」

　あけすけな言葉にようやく理解が及およぶ。なるほど、モンゴルという国全体を日本寄りにできなくても利害の一いつ致ちする相手は引きこめるわけか。銃じゆう弾だんではなく札束。すなわち経済面で価値観の共有できる省庁を味方にする。

　であれば先ほどの次官の態度も分かる。最大限の便べん宜ぎは図った。だから日本政府と財界によろしく伝えてほしい。「誠意フエイス」に対する「理解アンダースタンデイン」を。どうかプリーズ。

　ファントムは口角を歪ゆがめた。

「まぁ味方というよりは傍ぼう観かん者かもしれませんけどね。『やるべきことはやった。だからあとは好きにしてください』『ロシアと日本、どちらが勝とうと我々は関知しませんよ』と」

　朝あさ倉くらは苦笑いしていた。瘦こけた頰ほおを歪ゆがめて八や代しろ通どおりを眺ながめる。

「噂うわさのガールスカウトは随ずい分ぶん皮肉屋ですね。もう少しこう薄はつ幸こうの美少女っぽい存在をイメージしていたんですけど」

　八や代しろ通どおりは肩かたをすくめた。

「こいつが特別なだけだ。ま、そんなわけで鳴なる谷たに君、ドーターを置いていってもさしあたり問題はない。整備班は残るしな。安心したか？」

「はい」

「じゃあ移動しよう。そろそろ風に吹ふかれるのも飽あきてきた。残りの話は車中でするとしよう」




　朝あさ倉くらの車はトヨタのランドクルーザーだった。

　てっきり大使館用の高級セダンでも出てくるのかと思ったが走っていくうちに理由が分かる。

　悪路だった。アスファルトの舗ほ装そう範はん囲いが狭せまく、あちこちひび割れている。凹おう凸とつも頻ひん繁ぱんでタイヤが乗り上げる度にシートががくがく揺ゆれた。とてもではないが高級車の走れる道ではない。すれ違ちがう車もトラックやＲＶ車ばかりだった。

　グリペンが真っ青になってシートベルトにしがみついている。胎たい児じのように身体からだを縮め「帰りたい」「帰りたい」とつぶやいていた。

「で」

　巨きよ体たいを揺ゆらしながら八や代しろ通どおりが紫し煙えんを吐はく。ギャロップ状態の車内で煙草たばこをくゆらしているのは鈍どん感かんなのか、あるいは喫きつ煙えん者の意地なのか。助手席をきしませつつ朝あさ倉くらを見る。

「Ｆ‐15Ｊ発はつ掘くつ時の状じよう況きようについてもう少し教えてもらえるか？　一応資料は読みこんできたが、なるべく一次情報に近いものを集めておきたい」

「はい」

　正面を向いたまま朝あさ倉くらが答える。バックミラー内の目と視線があった。

「現場はウムヌゴビ県ハンボグド郡、日系資源開発会社、神しん泉せんメタル・マイニング・モンゴル（３Ｍ）社の所有する銅鉱山です。もともとカナダ企き業ぎようが開発を行っていましたがザイの問題で手を引きましてね。そこに神しん泉せん３Ｍが入ってきたわけです。当時はまだ中国軍も健在でしたしモンゴル側も防空網もうの整備を約束していましたから、神しん泉せん側も博ばく打ちを打ったんですね。まぁ結果として大外れだったわけですが」

「商業的には、だろう。考古学的には大成功だ」

「向こうのヘッドクォーターはそうは考えていないみたいですよ。で、まぁ開業したはいいがどんどん戦線が近づいてきて、こりゃやばい、撤てつ退たい前に可能な限り投資を回収しようと、そんな感じの決定が下って採さい掘くつペースを上げたら『あれ』が出たわけです」

「戦せん闘とう機の翼つばさ」

「そう気づいたのは随ずい分ぶんあとになっての話ですけどね。最初は不発弾だんでも掘ほり当てたんじゃないかって大おお騒さわぎでしたよ。大使館に入ってくる情報も二転三転して、一時はザイの空くう襲しゆうを受けたなんて報告も上がってきたくらいです」

　続く経けい緯いはおおよそ八や代しろ通どおりに聞いた通りだった。

　残ざん骸がいの調査。ありえない計測結果。一向に判明しない機体の素性。同時に埋うまっていた部品を発はつ掘くつしようとしたところザイの侵しん攻こうペースが上がり撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされたこと。再度の調査には一帯の制空権確保、防衛ラインの前進が必要なこと。

「例の翼つばさは今、ＭＵＳＴ──モンゴル科学技術大学に運ばれて詳しよう細さい検査を受けています。神しん泉せんとの繫つながりも強い組織なので情報漏ろう洩えいの心配はないはずです。まぁ本格的な調査をするなら日本に持ち帰りたいところですが、今は動きづらいですね。下手なことをして足がつくのも嫌いやですし」

「具体的に今どんな検査をしてるんだ？」

「ＶＴ（目視）、ＲＴ（放射性透とう過か）、ＭＴ（磁粉探傷）。まぁ一いつ般ぱん的な試験項こう目もくですね。サーモグラフィーも取ってみようとしてるみたいですが」

「どうせぶっ壊こわれてるんだしサンプルを取っていじってみてもよいだろう。おっかなびっくり見てるだけじゃ何も分からんぞ」

「そこは防衛省の立場から指示してくださいよ。我々や現地機関の裁量で勝手に自衛隊の機材を傷つけられません」

「自衛隊の機材ね」

　ふんと八や代しろ通どおりは鼻を鳴らした。

「どこの書類にも載のってない機体をそう言い切っていいものやら」

「あの」

　思わず声を上げていた。前席の背もたれにつかまりつつ。

「朝あさ倉くらさんは翼つばさの残ざん骸がいを見たんですか」

「ん？　ああ、見ましたよ。ざっとですけどね」

「偽にせ物ものってことはないんですか」

　単刀直入に訊きいたのは写真のイメージがあったからだ。土気色の表面、露ろ出しゆつした骨組み、黒く変色した断面。正直Ｆ‐15と聞かなければ分からないレベルだった。何か他のジャンク品に日の丸をつけただけではとも思ったが。

「うーん、少なくとも紙や板で作ったものじゃなかったですよ。きちんと金属製の翼つばさでした。まぁ最初からＦ‐15の主しゆ翼よくをコピーしてそれを壊こわしたならああなるのかもしれませんけど。そうする意味が分からないというか、意図が不明というか」

「誰だれか、鉱山が欲しい人の陰いん謀ぼうとか」

「陰いん謀ぼう？」

「さっき鉱山はもともとカナダ企き業ぎようのものだったって言いましたよね？　手放したはいいけどあとから惜おしくなって、撤てつ収しゆう間ま際ぎわに戦せん闘とう機の部品を埋うめていったとか」

「なんのために？」

「それはほら……日本の戦せん闘とう機が海外にあったら色々問題になるでしょう。鉱山の権利を取り上げる口実になるっていうか」

　言いながらおかしな話だと思えてくる。仮に日本企き業ぎようの評判を失しつ墜ついさせたいとしても他にもっとシンプルなやり方があるだろう。翼つばさを掘ほり出したところでそれが戦せん闘とう機だと分かってもらえなければなんの意味もない。だいたい採さい掘くつの権利が日本にある以上、いざとなれば発はつ掘くつの事実ごと握にぎり潰つぶされるだけだ。

「すみません、なんでもないです」

　意気消しよう沈ちんして背もたれに沈しずみこむと八や代しろ通どおりは低く笑った。

「我らがワトソン君の推理は不調なようだ。ただ仮説を出し続けることには意味がある。それがどれだけ荒こう唐とう無む稽けいなものでもな。正解がある以上、いつかは答えにたどりつく」

「ブレインストーミングってやつですか」

　朝あさ倉くらの相づちに「うん」と八や代しろ通どおりがうなずく。肩かた越ごしに振ふり返り。

「という前提でどうだ、ファントム。何か意見は？」

「材料が少なすぎます。判断できません」

　ばっさりと断ち切られた。

　冷ややかな眼まな差ざしが八や代しろ通どおりを刺さす。

「思考を巡めぐらすにもエネルギーが必要ですから。現時点で分ぶん析せきに必要な情報が揃そろっているとは思えません。闇やみ夜よに鉄てつ砲ぽうを撃うち続けるようなものですよ。非効率です」

「なら思いつきで喋しやべればいい。であれば大したカロリーも使わないだろう」

　ファントムは盛せい大だいな溜ため息いきを漏もらした。ひどく面めん倒どうそうに窓の外を眺ながめ。

「パラレルワールドから迷いこんできたんじゃないですか。並行世界の産物なら多少時間軸じくが食い違ちがっても不思議はないでしょう」

　一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくが流れた。

　八や代しろ通どおりが宙の一点を見つめている。どことなく意表を突つかれた表情になっていた。

「お父様？」

　ファントムが渋じゆう面めんで振ふり返る。

「真面目にとらえないでください。ただの思いつきですよ」

「分かってる。分かってるがな」

　太い首が傾かしいだ。落ち着きなく貧びん乏ぼう揺ゆすりをして。

「仮にだ。並行世界の自衛隊もＦ‐15を装備していて、そいつが運悪くモンゴル南部で墜つい落らくしたのだとしたら」

　眼鏡の奥おくの目が車外の平原を見み渡わたした。

「連中は一体こんなところで何をしていたんだろうな？」




　　　　　　　　　　＊




　事前に朝あさ倉くらが予告した通り、ウランバートルの市街には一時間ほどで到とう着ちやくした。

　見み渡わたす限りの原野から一転、欧おう風ふうの町並に景色が変わる。大通りを車列が満たし乾かわいた空にビル群が浮うかび上がっていた。立ち並ぶ看板にキリル文字が見える。一種独特の雰ふん囲い気きだ。道行く人こそアジア系だが景観に東洋的なものはほとんどない。ロシアの一都市を訪れたと言われればそのまま納得してしまいそうな風景。

　車は大通りを西進し文教地区と思おぼしきエリアにたどりついた。ごみごみした駐ちゆう車しや場に乗り入れてバックで停車する。朝あさ倉くらはほっと息をつき向き直ってきた。

「到とう着ちやくです。お疲つかれ様でした」

　やっとついた。

　嘆たん息そくし身体からだを伸のばす。座っていただけだが結構くたびれた。強こわばった筋肉をほぐしつつドアを開ける。こもった空気が風に吸い出され代わりに喧けん噪そうが押おし寄せてきた。

　石いし畳だたみを踏ふみしめ視線を巡めぐらせる。

　古びたねずみ色のビルが何棟とうも立っていた。先ほど大学が目的地と言っていたが学校の研究施し設せつなのだろうか。私服の若者が頻ひん繁ぱんにエントランスから出入りしている。

　朝あさ倉くらは携けい帯たい端たん末まつを取り出すと電話し始めた。「到とう着ちやく」「入り口前」と言っているから中の人を呼び出しているのかもしれない。八や代しろ通どおりが助手席から降りてきて大たい儀ぎそうに伸のびをする。

「ううう」

　妙みような声に振ふり向くとグリペンが前まえ屈かがみで車から出てくるところだった。顔色が悪い。片手で胃のあたりを押おさえている。

「どうした？　どこかにぶつけでもしたのか？」

「車酔よった」

　……。

　戦せん闘とう機が乗り物酔よい。

　シュールすぎる。まぁ確かに序じよ盤ばんの路面はひどかったけれど。

「町に近づいてからはそんなに揺ゆれなかっただろ？　朝あさ倉くらさんの運転も丁てい寧ねいだったし、そんなに気分悪くなるようなこと」

「代わりに渋じゆう滞たいが増えて止まったり動いたりを繰くり返していた。ブレーキのがっくんとか本当無理、ギアチェンジも遠えん慮りよしてほしい」

「運転できねぇだろ」

　そういえばシャルル・ド・ゴールに向かう輸送機の中でもやたらと居心地悪そうだったな。全ぜん般ぱん的に人の操縦する乗り物が苦手なのかもしれない。戦せん闘とう機なのに。

「てかおまえ、ラファールに乗った時は全然平気だったじゃないか。あっちの方が激しい機動してただろ」

「ＮＦＩ（神経融ゆう合ごうインタフェース）で繫つながっていれば大だい丈じよう夫ぶ。次の挙動が分かるし身体からだや心も備えられる。そう、この車もダイレクトリンクできればいい。インタフェースの改善を要求する」

「改善ってなぁ」

　世の乗り物のほとんどを欠けつ陥かん扱あつかいする気か。逆に人間が操縦できなくなるだろう。呆あきれ顔になっていると入り口で白衣の人ひと影かげが手を振ふった。朝あさ倉くらが腕うでを上げて応える。人ひと影かげは段差を下り近づいてきた。

「お疲つかれ様です、朝あさ倉くらさん」

　三十代前半の女性だった。面おも長ながで目が小さい。地味だが知的な感じの人物だ。暖かそうなハイネックに黒のロングスカートを合わせている。

　女性は白衣の裾すそを翻ひるがえしこちらに向き直った。

「初めまして、神しん泉せん３Ｍの鹿か児こです。防衛省の方々です……か」

　言ってから瞬まばたきする。視線の先にはファントム・グリペンの姿があった。ああ、そりゃそういう反応になるか。

「技本の八や代しろ通どおりです。今回の調査の責任者です。早さつ速そくで申し訳ありませんが例の発はつ掘くつ機を見せてもらえますか」

「え？　あ、もちろんかまいませんけど、その」

「彼かの女じよ達たちのことなら気にしないでください。ただのマスコットです」

「マスコット」

「ゆるキャラみたいなもんだと思ってください。自衛隊も親しみやすい組織になるべく色々腐ふ心しんしているんです。躾しつけは行き届いていますからどうぞご安心ください」

　眉まゆ一つ動かさず言い切る。さすがの鉄面皮だ。鹿か児こと呼ばれた女性は混乱を露あらわにしていたが、朝あさ倉くらにうなずかれて嘆たん息そくした。

「分かりました。ではこちらに。ご案内します」

　白衣の背中に導かれ構内に入る。廊ろう下かを進みながらファントムが舌打ちした。

「ゆるキャラ」

　憤ふん懣まんやるかたない様子で。

「二千七百キロノンストップで飛行させられた挙げ句、ゆるキャラ呼ばわり」

　怒おこってる。刺とげ々とげしい目つきで八や代しろ通どおりを睨にらみつけている。慌あわてて「お、落ち着けよ」と囁ささやいた。

「変に誤ご魔ま化かそうとしても怪あやしまれるだけだろ。あれくらい強引に押おし切った方が詮せん索さくされずにすむんだって」

「それはそうかもしれませんが」

　恨うらみがましい眼まな差ざしが返ってくる。

「一度ああいう紹しよう介かいをされた以上、この施し設せつで会う方全員に同じ説明をされるんですよ？　異国の最高学府で私のイメージはいつまでもゆるキャラのまま残るんです。みじめすぎませんか」

「そ、そんなことないぞ。おまえ結構クールだし、多少ユーモラスに紹しよう介かいされた方が好感度上がるって。今のままだとほら、大分取っつきづらいイメージだし」

「つまり私の普ふ段だんの好感度はゆるキャラ以下だと」

「いや、そんなことを言うつもりはなくて」

　なんか機き嫌げん悪いなぁ。気のせいかいつもよりツンケンしている。空港についた時も冷たい感じだったし、嫌いやなことでもあったのだろうか？

　必死のやりとりに気づいた風もなく、八や代しろ通どおりが「それで」と鹿か児こに問いかけた。

「どこまで調査が進んでるんですか。先ほど、非破は壊かい検査は一通りやるつもりとうかがいましたが」

「はい」

　鹿か児こは長い髪かみを揺ゆらした。

「一いつ般ぱん的な検査項こう目もくはだいたい終わらせて、今は放射線照射の結果をもとに内部構造を３Ｄ‐ＣＧ化しているところです。データ化すれば破損箇か所しよの補完もできますし、復元イメージも作れますから。あとは破は孔こうの形状から墜つい落らく時の状じよう況きよう、たとえばどこからどんな力がかかったかをシミュレーション中です」

「ほう？」

　八や代しろ通どおりは愉ゆ快かいそうに口元を緩ゆるめた。

「意外と手際がいいですな。優ゆう秀しゆうだ」

「いつ邪じや魔まが入るか分からないと朝あさ倉くらさんに言われましたので、やれることはやっておこうかなと」

「よい心がけです。それで？　何か新しい知見はありましたか」

　鹿か児こは宙を見つめた。

「特にめぼしい成果は出ていませんが……ただ、そうですね。少しおかしなズレが出ていまして」

「ズレ？」

「ええ、比ひ較かく調査のために日本からＦ‐15ＪのＣＡＤデータを取り寄せたんですが、どうもところどころ一いつ致ちしなくて。翼よく形けいとか大まかなところは同じなんですけど」

「破損時の衝しよう撃げきでフレームが歪ゆがんでいるとか？」

「そのあたりはきちんと補正しています。消失部も比ひ較かく範はん囲いから除去しているんですが、どうにも百パーセントの一いつ致ち率にならなくて」

「具体的にどのくらいの差さ違いなんですか」

「現状で十七パーセントの誤差が出ています」

「かなりの違ちがいですな」

　八や代しろ通どおりは首をひねった。難しい表情だ。たるんだ顎あごがブルドッグのように歪ゆがんでいる。

　鹿か児こは肩かたをすくめた。

「とりあえず実物を見ていただいた方が早いですね。どうぞ、こちらです」

　背の高い鉄扉の前で立ち止まる。左手のタッチパネルを操作すると左右にドアが開いた。奥おくにもう一つゲートがある。鹿か児こは掌てのひらをリーダーに押おしつけ二枚目のゲートを開放した。

　激しい空調の音と機械音が押おし寄せてくる。

　工場を思わせる広大な空間だった。自分達たちが出てきたところは二階の張り出し通路だったようで、眼下に機材用のスペースが広がっている。大量の研究資材と足場、それに端たん末まつがリノリウムの床ゆかに並んでいた。狭せまい空間を縫ぬうように研究員が動き回っている。

　中央に作業台が見えた。薄うす汚よごれ、黒ずんだ残ざん骸がいが上に載のっている。大量の検査機材と立ち入り禁止のフェンスが周囲を囲んでいた。

（あれ、か）

　かなり大きい。周りの研究員がミニチュアサイズに見える。もっと崩くずれた破片のようなものを想像していただけに意表を突つかれた。確かにＦ‐15Ｊは大型機だから片かた翼よくでもあれくらいの大きさにはなるのだろうが、にしても存在感がある。なるほど、朝あさ倉くらの言う通り、あんな偽にせ物ものをわざわざ作る暇ひま人じんはいないだろう。

「……」

　気づけばグリペンが翼つばさを注視していた。無機質な表情で、瞬まばたき一つせず。

「グリペン？」

　横顔をのぞきこむ。

「何か気になることでもあるのか」

「……ん」

　こくりと首を傾かしげた。

「ちょっと変な感じがした。でも気のせい、なんでもない」

「大だい丈じよう夫ぶかよ」

　まだ車くるま酔よいが続いてるんじゃないだろうな。心配になったが彼かの女じよはてくてくと歩いていってしまった。仕方なくあとを追う。鹿か児こと八や代しろ通どおりの先導のもと、階段を下り検査場に下り立った。

　左右の機械音が一層激しくなる。床ゆかの震しん動どうを腰こし骨ぼねで感じながら作業台にたどりついた。

「ふむ」

　八や代しろ通どおりが目をすぼめた。鼻び孔こうを大きく広げ。

「こいつはまた見事なビンテージだな。贋がん作さくなら金の取れるレベルだぞ」

　ずっしりとした金属の塊かたまりがすぐそばにある。もともとは滑なめらかであったろう表面はあちこちで波打ち、めくれ上がり、陥かん没ぼつしていた。腐ふ食しよくがひどい。塗と装そうはほとんどはげ落ち、土や砂の色が目立っている。

　鹿か児こは併へい設せつされたデスクトップ端たん末まつを操作した。

「年代測定の結果は変わっていません。付着物の調査結果も機体とほぼ同時期を示しています。贋がん作さくの可能性は低いですね」

「正しよう真しん正しよう銘めいのオーパーツというわけか」

　なぜだかひどく嬉うれしそうに八や代しろ通どおりは口元を歪ゆがめた。傍かたわらの鹿か児こを見下ろし。

「近くで見てもいいですか？　少し細かいところを観察したい」

「どうぞ、こちらの端たん末まつも使っていただいて構いません」

　八や代しろ通どおりは短い足を持ち上げフェンスを乗り越こえた。前まえ屈かがみになり翼つばさをのぞきこむ。獲え物ものの生死を確認する熊くまのようだ。匂においでも嗅かがんばかりの勢いで残ざん骸がいを確認している。

「こいつはかなりいじってるな」

　ややあって弾はずんだ声が響ひびいた。

　いじってる？

　思わず気になって訊たずね返してしまう。

「どういうことですか」

「普ふ通つうのＦ‐15Ｊじゃないってことさ。ハードポイントが増えてるし動どう翼よくも大型化されている。多分何回かアップグレードを受けたんだ。戦せん闘とう力向上のために、ある程度コストなども度外視で。ああ」

　破口をのぞきこんで大きくうなずいた。

「リムが追加されてるな。機体強度を増すためか？　そりゃ既き存そん機の構造と一いつ致ちしないはずだ。配管がここで、燃料タンクがこっちで……はぁん」

　一人で納得している。完全に置いてきぼりだ。

「あの、つまりどういうことなんです」

「二十一世紀のＦ‐15Ｊは十一世紀のものに比べて退化してるってことさ。西せい暦れき一千年前後と言えば丁度摂せつ関かん政治の花盛りか。平安貴族達たちは今の政府より軍事予算に寛かん容ようだったらしい。こんな金のかかった改造ができるとは、いやはや、羨うらやましい限りだ」

「本気で喋しやべってます？」

「全てのデータが正と考えればそういう結論しか導きえない。反証にはデータ自体の否定が必要だ。それも恣し意い的な先入観ではなく科学的な材料による手続きがな」

　よっこらせと、危なっかしい足取りでフェンスの向こうから戻もどってくる。ただでさえ乱れた髪かみがより一層ひどいことになっていた。額の汗あせをぬぐいつつ端たん末まつの前に移動する。

「ま、俺おれも日本人が千年かけて技術的退行をとげたなんて思いたくない。だからもう少しきちんと調べてみることにしよう。鹿か児こさん、さっき言っていた３Ｄモデルはこいつで確認できますか？」

「ええ、普ふ通つうにＣＡＤソフトから呼び出してもらえば」

　マウスのクリック音が響ひびく。画面にワイヤフレームの主しゆ翼よく構造が表示された。最初は破損状態の、続けて復元時のイメージが現れる。八や代しろ通どおりはしかつめらしい顔でモニターを注視していたが唐とう突とつに「ん？」と唸うなった。そのまま前まえ屈かがみの姿勢で固まっている。

「何か見つかりました？」

　放っておくとずっと自己完結していきかねない。なんとか自分達たちの存在を思い出してもらおうと思ったのだが。

「八や代しろ通どおりさん？」

　返事がない。白衣の肥満漢はじっと３Ｄモデルを見つめていた。

「えっと」

　耐たえきれず歩み寄りかけた瞬しゆん間かん、八や代しろ通どおりが振ふり向いた。表情が消えている。黒い瑪め瑙のうのような瞳ひとみが眼鏡の奥おくで輝かがやいていた。

「悪いが少し調べてみたいことができた。君らは飯でも食いにいってろ。このあたりなら店もたくさんあるだろう」

「え？」

　いや、そんな急にぶん投げられても。自分達たち、金も持っていないし土と地ち勘かんもない。おまけに言葉も不自由だから外出したところで途と方ほうに暮れるだけだ。

　だが抗こう議ぎする間もなく八や代しろ通どおりは端たん末まつに向き直ってしまった。そのまま無言でキーボードを叩たたき始める。

　ファントムがかぶりを振ふった。こうなったら最後、てこでも動かないと知っているのだろう。諦あきらめきった表情だ。

「僕ぼくが案内しますよ」

　朝あさ倉くらが苦笑気味に提案してきた。鹿か児こに首を傾かたむけアイコンタクトして。

「このあたりは大使館も近いですから行きつけの店は何軒けんかあります。みなさんのお口に合うか分かりませんが、外国人が入っても大だい丈じよう夫ぶなところにはお連れできますよ。いかがですか」

　視線を巡めぐらすなり、ぐぅと可愛かわいらしい音が響ひびいた。グリペンが真面目くさった顔でお腹なかを押おさえている。

「お願いします」

　溜ため息いき交じりに依い頼らいする。選せん択たくの余地はなかった。




　大学のキャンパスを抜ぬけて大通りに出る。

　碁ご盤ばんの目状の道路に沿ってパステルカラーの建物が並んでいた。曲線はあまり見当たらず、角張った箱形の建築物が多い。窓の形も画一的であたかも同じ形のブロックを組み合わせたようだ。やはりアジアの町らしくない。かといってアメリカやヨーロッパの町並とも違ちがう。独特の景観だ。

「いわゆるソビエト式計画都市ってやつですね。整然として機能的で無む駄だがない。まぁ市場経済導入以降、大分雑然としちゃってますけど。ほら、あんなお店の看板とか昔はなかったみたいですし」

　朝あさ倉くらが道沿いの店てん舗ぽを指さす。カラフルな看板がずらりと建物の一階部分を飾かざっていた。確かに周りの風景とは随ずい分ぶん不ふ釣つり合いだ。ネットカフェみたいなロゴまで見える。

「違い法ほう建築も増えてますしねぇ。遠からず町の雰ふん囲い気き自体変わってしまうんじゃないかって年配の方は気にしてますよ。まぁそれも都市の成長って言えば成長なのかもしれませんけど」

「ソビエト由来の町並なら精々ここ半世紀程度の産物でしょう。変化を怖こわがるほどの歴史とも思えませんが」

　ファントムの疑問に朝あさ倉くらはうなずく。

「仰おつしやる通り。ただウランバートルって名前は『赤い英えい雄ゆう』って意味でしてね。この町自体がある意味社会主義の象しよう徴ちようだったんですよ。そこが変わっていくことについては色々複雑なものもあるんでしょう。市場経済って概がい念ねんが全てを魔ま法ほうのようによくしてくれたわけでもないですしね」

　説明しながら横断歩道を渡わたる。途と中ちゆう立ち止まったので何ごとかと思っていると、目の前を乗用車が駆かけ抜ぬけていった。続けて背後でトラックが砂さ塵じんを巻き上げる。歩行者信号は青のままだ。どうやら人間優先という考えはあまりないらしい。物もの珍めずらしげにキョロキョロするグリペンの手を引き、残りの距きよ離りを駆かけ抜ぬけた。恐おそろしい。見れば道路の中ほどで立ち往生している歩行者もいる。かなり無む秩ちつ序じよな光景だった。

「つきましたよ」

　朝あさ倉くらがこともなげに言った。

　肩かたで息をしつつ顔を上げる。青地に白文字の看板が見えた。富ふ士じ山さんのような意い匠しようにキリル文字の店名が重ねられている。[image: Монгол]……読めない。

「何料理ですか？」

　不安になっていると「モンゴル料理です」という答えが返ってきた。

「折角のウランバートルですからね。是ぜ非ひこの国らしい料理を味わっていただければなと。ああご心配なく。ガイドブックにも載のっている店ですし、観光客向けの味つけがされてますから。比ひ較かく的てき」

「比ひ較かく的てきって言いました？　今」

「まぁ地元民向けの店に比べるとって意味です。どうします？　抵てい抗こうがあるなら他の店でもいいですけど。和食とか中ちゆう華かとか」

「うーん」

　そもそもモンゴル料理がどういうものか分かっていない。ジンギスカンみたいなものなのだろうか？　ただあれは日本起源の料理って聞いた気もするけれど。

「ちなみに別の店はここから遠いんですか？」

「少しだけ離はなれますね。歩いて十分くらいです」

「そのくらいなら──」

「無理」

　唐とう突とつにグリペンが口を挟はさんだ。驚きよう愕がくした表情で、小さく首を振ふりながら。

「何を言っているのか理解できない。ガス欠の機体にあと十分飛べと言われているようなもの。目の前に飛行場があるのに不合理、非効率」

「なんだよ……そのたとえ」

　腹が減ってるからこれ以上歩きたくないと言っているのか？　にしたって空中で燃料不足になるほど緊きん急きゆう事態でもないだろうに。

　溜ため息いきをついて。

「いや、でもひょっとしたらさ。その飛行場は規格に合わない燃料が出てくるかもしれないんだぜ？　ジェット燃料じゃなくてガソリンとか重油とかさ」

「燃料は燃料、多少エンジンを傷いためようと燃やすことはできる」

「傷いためんなよ」

「墜つい落らくするよりはマシ、今私達たちに必要なのは思い切り、チャレンジ」

「俺おれはそんなチャレンジしたくねぇよ」

　助けを求めてファントムを見るも、緑りよく髪はつの少女は肩かたをすくめた。

「私は別にそれほどお腹なかもすいていませんし、食べられるものを食べるだけです。お店のチョイスはお任せしますよ」

　朝あさ倉くらも鷹おう揚ようにうなずいている。なんだよ、俺おれ一人が嫌いやがってるみたいじゃないか。別にそこまで抵てい抗こうがあったわけでもない。

「じゃあ、ここで」

　朝あさ倉くらは「はい」と微ほほ笑えみ入り口に歩いていった。両開きのドアを開け店内に入っていく。はやるグリペンをなだめつつあとに続いた。

　四十席ほどの食堂だった。テーブルとテーブルの間は衝つい立たてで仕切られ、壁かべには格こう子し状の模様が刻まれている。天てん井じようには円形のオブジェがぶらさげられ、そこから放射状に梁はりが延びていた。なんとなく遊牧民のテントを思わせる雰ふん囲い気きだ。ＢＧＭも民族色豊かなものが流れている。

　客の数は少ない。中年の女性店員がそそくさと現れ奥おくのテーブルに誘ゆう導どうしてくれた。

　朝あさ倉くらはメニューを取り上げ机の上に広げてみせた。

「とりあえずおすすめを何品か頼たのむ感じでいいですか？　まずはあまり難易度の高くないものを」

「はい、大だい丈じよう夫ぶです」

　どきどきしながら待っていると三分ほどでひしゃげた薩さつ摩ま揚あげのようなものが運ばれてきた。続いて焼きうどんのような皿。ビーフシチューのようなスープ。

「さ、どうぞ、召めし上がれ」

　うーむ。

　おっかなびっくり薩さつ摩ま揚あげもどきを手に取る。意外な重みにたじろぎつつかぶりついた。

「ん」

　肉が入っているのか？　味つけは意外とあっさりしている。崩くずれた衣から肉にく汁じゆうがこぼれ落ちそうになり慌あわててすすった。悪くない。焼き餃子ぎようざの皮を硬かたくしてもっと大きくした感じだ。

「いかがですか？」

「思ったより普ふ通つうに食べられますね。そんなに癖くせもないですし」

「ホーショールというこちらのファストフードです。屋台などで手軽に買えますので日本人にも人気がありますよ。ちなみにそちらの麵めん料理はツォイワン、スープはノゴートイシュルと言いまして、要は焼きうどんに野菜スープです。どちらも多分見た目通りの食感ですよ」

「へぇ」

　なんだ、大したことないな。

　緊きん張ちようがとけた瞬しゆん間かん、猛もう烈れつに空腹が意識されてくる。さっきの料理は肉だったから今度は野菜をいってみるか。スープボウルを手元に引き寄せようとすると。

　橫から出てきた手に器を奪うばわれた。

　ファントムがスープとスプーンを抱かかえこんでいる。すました顔で中身をすくい口に運び始めた。

「おい」

「はい？」

「中身が分かった瞬しゆん間かん、食べ始めるのってズルくないか？　俺おれは一応、一品はチャレンジしてみたぞ」

「これが本当のおいしいところ取りってやつですね」

「誰だれがうまいことを言えと。とりあえずリスクを取った見返りに、それ一口食わせろよ。丁度あったかいもの食べたい気分だったし」

「奇き遇ぐうですね、私も身体からだが冷えてスープをいただきたい気分だったんです」

　黙もく々もくと食事を続けている。手放しそうな様子は微み塵じんもない。しょうがないなと麵めん料理に向き直ると、グリペンが最後の一口をたいらげているところだった。

「……」

　ホーショールもなくなってるじゃねぇか。怪かい奇き現象かよ。

「次いきますか？」

　朝あさ倉くらの問いに力強くうなずいてみせる。

　注文して間もなく、蒸むした饅まん頭じゆうとクリームシチュー、チャーハンのようなものが出てきた。具材の見当がつく分、今度も全員のアクションは早かった。伸のばした手がせめぎ合い獲え物ものを奪うばい合う。全体の六割をグリペン、残りの二割ずつを自分とファントムが分け合う。

　続けて次の皿、また次の皿、次の次の皿。

　空気がピリピリしていた。無言の圧力が空中戦を演じている。誰だれもが次の料理の出るタイミングを警けい戒かいしていた。いかに初動を制するか、相手を圧あつ倒とうするか計算している。

「お、来ましたね」

　朝あさ倉くらの言葉に身体からだが反応する。片手でアニマ達たちを牽けん制せいしながら、もう一方の手で料理を引き寄せようとした。ファントムも負けじと腕うでを伸のばしてくる。

　刹せつ那な。

「う」

「ん……」

　双そう方ほうの動きが止まった。

　出てきたのはグロテスクな肉にく塊かいだった。ココナツを思わせる球体が全部で四つ、皿に載のせられている。黒く変色した皮の隙すき間まから白い骨がのぞいていた。先せん端たんに見えるのは鼻？　口？　待てよ、ひょっとしてこれ。

「羊の頭の塩ゆでです。名物ですよ」

　ひぃっ。

　一気に食欲が減退する。いや、食べ物に区別をつけちゃいけないのは分かるけど、さすがにこれは。なんかすごい臭においしているし。目の痕あとっぽい孔あなまで見えるし。

　ごくりと息を吞のみ。

「食べていいぞ、ファントム」

「いえいえ、慧けいさんこそお腹なかがすいているんじゃないですか。どうぞ召めし上がってください。名物というお話ですし」

「いや、悪いよ。俺おれは別の料理で我が慢まんするからさ。おまえは遠えん慮りよするなって」

「その心こころ遣づかいだけで胸がいっぱいです。感謝の気持ちをこめて是ぜ非ひ、慧けいさんに進しん呈ていさせてください」

　不毛な押おしつけ合いをしていると橫からひょいと手が伸のびてきた。羊の頭の一つをグリペンが取り上げる。そのまま躊ちゆう躇ちよなくかじりついた。無表情な顔に一いつ切さいの抵てい抗こうはない。肉にく塊かいが見る間に白い骨と化していく。

「……」

「……」

　ファントムと二人、顔を見合わせる。多分出会って初めてくらいに心が通じ合った気がした。どちらからともなくグリペンを見つめる。畏い敬けいの視線に、桃もも色いろ髪がみのアニマは「ん？」と顔を上げた。

「何？　どうかした？」

「いや、おまえすごいなって」

　多分、生身の生存能力は一番高いんじゃないか。絶海の孤こ島とうに漂ひよう着ちやくしても何かしら食べて生き延びられそうな気がする。食用の木の実やら魚やらを見つけ出して。

　気づけば朝あさ倉くらがくすくす笑いを漏もらしていた。

　細い肩かたを揺ゆらし目め尻じりをぬぐっている。どうにもおかしくてたまらない様子だ。こちらの視線に気づいたのか「失礼」と片手を上げた。

「あまりにも面おも白しろくて。まさかこんな人間らしいやりとりを見せてもらえるとは。いやはや、アニマというものについて少し認識を改めた方がよさそうですね」

「やっぱりロボットみたいなイメージを持ってたんですか？」

　おずおず訊たずねると朝あさ倉くらは頭を搔かいた。

「まぁ正直、得体の知れない印象はありましたね。技本は秘密主義ですし不要な情報は外に出しませんから。最初、戦せん闘とう機の制せい御ぎよユニットを女の子にしたと聞いた時は『何を言ってるんだ』と思った覚えがあります」

「でしょうね」

　真っ当な感性だった。逆に彼かの女じよ達たちの存在を当然視するような人がお役所に無む闇やみといてほしくない。

「俺おれも最初はどう接していいか分からなかったですよ。ただ最近はもうあまり意識しなくていいのかなと。お互たがい虫の居所が悪ければ喧けん嘩かもしますし、譲ゆずれない部分では意見がぶつかりますけど、それって普ふ通つうの人間相手でも同じですよね？」

「確かに」

「だから特別扱あつかいしないようにしているんです。道具や乗り物じゃなくて同じ部隊の仲間として接する。変な遠えん慮りよはしないけど、きっちり気を遣つかうところは遣つかう。当たり前のことを当たり前にやろうって」

　な？　と同意を求めるとファントムが冷ややかに見返してきた。押おし殺した声が「へぇ」と響ひびく。

「気を遣つかっていただけてましたっけ」

　あ、あれ？　想像していた反応と違ちがう。というかやっぱり機き嫌げん悪い？　余計なスイッチを入れてしまった感じ。

「しかし」

　朝あさ倉くらは少し真顔になった。

「普ふ通つうの女の子が普ふ通つうのメンタリティを持っているのだとすれば、よく恐きよう怖ふに押おし潰つぶされないものですね。あなたも含ふくめてですが。僕ぼくならいくらすごい戦せん闘とう機に乗っていようと、あんな大量の敵とはやりあいたくないですが」

「ああ」

「一対十とか、一対二十の空戦になったりするんですよね？」

「まぁ」

　確かに、そのあたりは普ふ通つうの人間の精神構造と違ちがう。戦いこそが本分、勝利こそが使命。かつてラファール奪だつ還かん作戦でトゥエルブの言った言葉だ。可か憐れんな少女の姿をしていても一皮剝むけば火を噴ふくような敢かん闘とう精神が顔を出す。砲ほう火かの中に突つき進まんとする。

　だがそうした切り替かえをうまく説明できる自信がない。変に余計なことを言って誤解されるのも嫌いやだ。

「誰だれかがやらなきゃいけない話ですし、怖こわがって地上で震ふるえてても結局ザイにやられるだけですから」

　無難にまとめかけて「ああ、それに」と思いつく。

「新しい装備、戦法？　もできてるんですよ。味方の数をばっと一いつ瞬しゆんで増やすような。だからそんなにいつもいつも何倍もの敵と戦うわけじゃなくて」

「パラレル・マインズなら持ってきていませんよ」

　予期せぬ言葉に「え？」となる。ファントムが興味なさそうに横を向いていた。半眼で壁かべの意い匠しようを眺ながめている。

「前回の作戦でいきなり全力稼か働どうさせてしまいましたから、色々予期せぬ不具合が起きているようです。今はラボでオーバーホール中ですよ。しばらく使用できません」

「マジかよ」

　あれなしで今回のミッションをこなすのか。ロシア軍に対する牽けん制せいはともかく南モンゴルのザイ排はい除じよも？　いきなり難易度が跳はね上がった気がする。一対五、いや一対十になるかも。動どう揺ようを隠かくせずにいるとファントムがぎろりと睨にらんできた。

「それにあれを使うと慧けいさんにまた辱はずかしめられますし」

「……は？」

　なんの話だ？　きょとんとする自分を見てファントムの顔がより一層険しくなった。しばらく考えて「あっ」と気づく。シャルル・ド・ゴールで探たん索さくをした時のことか。実体化したトゥエルブをグリペンが持ち上げて、スカートを。

「ちょ、ちょっと待てよ。あれは俺おれがやったんじゃないだろ。グリペンの仕業だぞ。俺おれはどちらかと言えば止めた方で」

「でも見ましたよね？」

「それは」

「見たんですよね？」

　……。

　有無を言わさぬ口調に「まぁ」とうなだれる。ファントムは眉み間けんに深い皺しわを刻んだ。

「百歩譲ゆずってあれが不ふ可か抗こう力りよくの事故だとしましょう。ですが私は帰き還かん時にきちんと抗こう議ぎしたはずです。それに対して曖あい昧まいな返答をした挙げ句、翌日からきれいさっぱり忘れたように振ふる舞まってるのはどういうわけですか？」

「いや」

「慧けいさんの言う『気を遣つかう』とはそういうことですか？」

　あああ。

　ようやく腑ふに落ちる。

　なるほど、だからずっと不ふ機き嫌げんだったのか。謝罪があると思っていたのに素知らぬ顔だから苛いら立だっていた。悶もん々もんとしていた。

「悪かったよ、でもそんなに気にしてると思わなくて」

「気にします。逆になぜ気にしないと思われているのか理解できません」

　ぷんとそっぽを向く。

　いや、だっておまえ、いつも大人の余よ裕ゆう見せてるじゃん。何も分かってない子供に色々教えてやるぜって感じで。パンツ程度でそんなうろたえると思わねぇよ。

　抗こう議ぎしかけて口ごもる。どう考えても藪やぶ蛇へびか、火に油を注ぐ結果しか思いつかない。溜ため息いきをついてもう一度言い訳しかけた時だった。

「Acakypa」

　厨ちゆう房ぼうから店員が顔を出している。朝あさ倉くらに向けて手招きしていた。早口で何かを告げている。

　朝あさ倉くらが立ち上がった。怪け訝げんそうに首を傾かしげ。

「なんか僕ぼく宛あてに電話が入ってるみたいです。ちょっと行ってきますね」

「あ、はい」

　内心置いていかないでくれと思ったが口には出せない。足音が遠ざかり気まずい沈ちん黙もくが残される。空気が刺とげ々とげしい。無言の怒いかりがひしひしと感じられる。

（ええい）

　くそっ、分かったよ。好きなだけ責めてくれ。それで気が済むなら安いもんだ。

　覚かく悟ごを決める。深呼吸して全面降こう伏ふくしかけた瞬しゆん間かん。

　ぞくり。

　冷気を覚えた。背筋が粟あわ立だつ。首筋に匕首あいくちを突つきつけられたような気分。空中戦でザイに背後を取られた感覚。

　なんだ。

　肩かた越ごしに振ふり返って硬こう直ちよくする。

　テーブル脇わきに三つの人ひと影かげが立っていた。いつの間に現れたのか、冷ややかな目つきでこちらを見下ろしている。

　先頭に立っているのは小こ柄がらな女の子だった。袖そでなしのブラウスにハイウエストのガウチョパンツ。足を肩かた幅はばに開き、両手をパンツのポケットに突つっこんでいる。卵形の顔に不ふ釣つり合いなほど大きな目が印象的だ。小ぶりな唇くちびるが揶や揄ゆするように歪ゆがめられている。

　愛らしい少女の姿。だが一目見ただけで人外の存在と分かる。サイドに大きく膨ふくらんだ髪かみは眩まばゆいクロームオレンジの光を孕はらんでいた。

（アニマ……！）
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　思わず立ち上がりかけた途と端たん、少女が手を上げる。細い首が小さく傾かしいだ。

「大人しく座ってな。こっちも丸まる腰ごしで来てるわけじゃないんだ。やりあうつもりならそっちも大怪け我がすることになるぞ。ほら、そこの緑のも」

　ファントムが腰こしを浮うかせている。片手にはフォークが握にぎりしめられていた。琥こ珀はく色の瞳ひとみが激しい緊きん張ちように満たされている。

「そんな顔するなよ。今日は別に戦争しに来たわけじゃない。ただの挨あい拶さつだ、邪じや魔まするぞ」

　クロームオレンジの少女は隣となりのテーブルの椅い子すを引き寄せると腰こしかけた。パンツの足を組み背もたれによりかかる。

　両りよう脇わきに付き従うのは同年代の女の子だった。一人はファーつきのジャケットを着こんだミリタリールックの少女。彫ほりの深い顔立ちで水色の髪かみを短く刈かりこんでいる。異様な印象を受けるのは眉まゆがないせいだろう。長身の背中をピンと伸のばし無表情にたたずんでいる。

　もう一人はエプロンドレスの少女だ。先の人物とは対照的ににこにこと微ほほ笑えんでいる。目が細く瞳ひとみが見えない。ベージュ色のボブは癖くせ毛げであちこち好き勝手に跳はねていた。

　どちらも毛先がきらきらと発光している。アニマだ。対ザイ戦の最強戦力が三人も目の前に現れている。常識では考えられない事態だった。一体何が起きているのか、どうしてこんなことになっているのか、理解できない。考えがまとまらない。

　凍こおりついた空気の中、クロームオレンジの少女が視線を走らせた。興味深そうな顔で。

「髪かみの色を見る限りそっちがグリペン、そっちがファントムか。イーグルの姿が見えないな？　まさかとは思うが、そこの兄さんがイーグルってわけじゃないだろうな」

（自分達たちのことを知っている？）

　何者だ。

　血の気が引く。得体の知れない恐きよう怖ふに息苦しささえ覚えていると。

「人の素性を訊たずねる時は、まず自分から名乗るものですよ。洋の東西を問わず最低限の礼れい儀ぎだと思いますが、教わりませんでしたか？」

　ファントムが視線を鋭するどくしていた。冷ややかに橙だいだい髪がみの少女を見み据すえ。

「まぁただ名乗っていただくまでもありませんか。クロームオレンジとアクアマリンの固有色。ジュラーヴリクにラーストチュカですね。ロシア航空宇宙軍、第９７２親衛航空戦隊、アニマ飛行部隊。通つう称しようバーバチカ」

「ロシア軍!?」

　今回のミッションの仮想敵。世界初の実戦投入アニマ。

　ジュラーヴリクと呼ばれた少女は、ふんと鼻を鳴らした。

「あたし達たちのことを知っているなら話は早い。単刀直入に要件を言うぞ。あたし達たちはハンボグドの鉱山を確保する。邪じや魔まするものはザイであろうと人間であろうと分け隔へだてなく排はい除じよするつもりだ。命が惜おしければさっさと引き揚あげるんだな。あたし達たちも極東でザイの処理をしてくれてる連中を叩たたき落とすのはしのびない」

　傲ごう岸がん不ふ遜そんを絵に描かいたような態度。勝利を疑いもしない発言に啞あ然ぜんとしているとジュラーヴリクは口元の笑えみを大きくした。

「問答無用で撃うち墜おとしてやってもいいが、こちらだけ相手の情報を持ってるのもフェアじゃないしな。だからわざわざ警告しに来てやったんだ。感謝しろよ。これはあたし達たち、偉い大だいなるロシアの慈じ悲ひだ」

「慈じ悲ひと来ましたか」

　ファントムは鼻で笑い飛ばした。半眼で見下げ果てた目つきになり。

「帝てい政せいも共産主義も民主制も何一つモノにできなかった失敗国家が偉えらそうに」

「あぁ？」

　オレンジ髪がみの少女がゆらりと上体を揺ゆらした。片かた肘ひじを膝ひざに置き身を乗り出す。

「口の利きき方に気をつけろよ。あたしは基本的に寛かん大だいだが許せないものがいくつかある。祖国への侮ぶ辱じよくはその最たるものだ。もう一度言ったらその忌いま々いましい口にＡＫをぶちこむぞ。前歯をかち割られたくなかったら大人しく座ってろ」

　ファントムは肩かたをすくめた。

「あいにく頭ごなしに命令されると反発したくなる性質でして。そうですか、腹が立つということは思い当たる節があるんですね。まぁ油の値段が下がっただけで国家経済が破は綻たんするような国ですから恥はずかしくなる気分は分かります」

　ガタン！　とすごい音がした。ジュラーヴリクが椅い子すを蹴けり飛ばしたのだ。ファントムの前に歩いていき、傲ごう然ぜんと見下ろす。全身から激しい怒ど気きが立ち上っていた。

「アメリカに国中焼き尽つくされて去勢された腰こし巾ぎん着ちやくが、随ずい分ぶんとご機き嫌げんじゃないか。半世紀以上ヤンキーどもの傘かさの下で眠ねむりこけて身のほどが分からなくなったか？　イポーシュカ」

「ご心配なく、イワン。あなた方よりは分をわきまえていますよ。ＧＤＰの五パーセント近くを軍事費に注ぎこむような馬ば鹿かな真ま似ねはしていませんから」

　ファントムがゆっくりと席を立つ。背筋を伸のばし、小こ柄がらなジュラーヴリクを逆に見下ろす姿勢となる。

「プライドと国力が嚙かみあっていない国は悲ひ惨さんですね。新興国並の予算で世界の盟主を気取らなければいけない。勢い、恫どう喝かつと闇やみ討うちがお家芸になる。今回も似たようなものですか？　まともにやりあう実力がないから集団で脅おどしをかけにきている」

「脅おどしかどうか自分の身体からだで確かめてみるか？」

　ぐいっと二人の距きよ離りが縮まった。ファントムも引かない。鼻先が触ふれあいそうな間かん隔かくで睨にらみ合っている。空気がびりびりと震ふるえた。ジュラーヴリクの目がすぼまる。

「そういえばベルクトの件で東部軍のＳｕ‐27追撃機を追い回したのもおまえだな。エメラルドグリーンのドーター。うちの妹分が随ずい分ぶん世話になったようじゃないか。今回の件がなくてもいずれ借りは返すつもりだったが……丁度いい、この場で一戦交えるか」

　金属音と靴くつ音おとが響ひびく。背後の少女達たちが殺気を増していた。ラーストチュカと呼ばれたアニマが一歩進み出る。エプロンドレスの女の子が笑え顔がおのまま懐ふところに手を差し入れた。

「ちょ、ちょっと待てよ！　落ち着けって！」

　耐たえかねて間に入る。ジュラーヴリクとファントムの肩かたを押おさえ引き離はなした。二人の顔色をうかがいつつ。

「何やってるんだおまえら。アニマの役目はザイと戦うことだろ。こんなところでアニマ同士いがみあってどうするんだ。ファントム、おまえも挑ちよう発はつしてんじゃねぇよ」

「あら、慧けいさんはロシアの肩かたを持つ気ですか」

「どっちの味方とかそういう話じゃねぇよ。戦せん闘とう機が地上で肉にく弾だん戦始めるところを見たくないだけだ」

　憮ぶ然ぜんとして応えるとジュラーヴリクは虚きよを突つかれた様子になった。瞬まばたきした後、ぷっと噴ふき出だす。小刻みに肩かたを揺ゆらし。

「違ちがいない。あたし達たちの機体からだと脳みそは全て空で戦うためにある。こんな狭せま苦くるしいところで取っ組み合いをするためじゃない。よく分かってるじゃないか、兄さん」

「ジュラ」

　ラーストチュカがそっと耳打ちする。橙だいだい髪がみのアニマは片かた眉まゆをもたげた。

「時間切れか。まぁいい、今日はあんたらの顔を見にきたんだ。戦場で墜おとしちまったら相手の面も分からないからな」

　嘆たん息そくして、倒たおれた椅い子すを直し。

「目的は果たした。引き揚あげるぞ、ラーストチュカ、ディー・オー」

　先ほどまでの殺気が噓うそのようにあっけらかんとしている。ディー・オーと呼ばれた子がエプロンドレスを翻ひるがえした。笑え顔がおを貼はりつけたままジュラーヴリクのあとに続く。ラーストチュカも踵きびすを返しかけたが、何かに気づいた様子で動きを止めた。こちらに向き直り近づいてくる。

「な、なんだよ」

　能面のような風ふう貌ぼうに気け圧おされていると彼かの女じよは耳元に唇くちびるを寄せてきた。

「気安くジュラに触ふれるな。あと二秒肩かたに手をかけていたらおまえの腕うでを叩たたき切っていた。次はない。よく覚えておけ」

　!?

　ぎょっとするこちらを一いち瞥べつしてラーストチュカは去っていった。ジュラーヴリクの橫に並び目元を緩ゆるめる。王女を守る騎き士しのようなたたずまいだった。

　扉とびらが閉まりＢＧＭが戻もどってくる。全身の緊きん張ちようが解け鉛なまりのような疲ひ労ろうがこみ上げてきた。

「いやぁ、ごめんなさいね。なんか変な電話で、ずっと引き留められちゃって。注文とか大だい丈じよう夫ぶでしたか。……ん？」

　朝あさ倉くらが瞬まばたきする。妙みような雰ふん囲い気きに気づいたのだろう。不思議そうにテーブルを見み渡わたした。

「何かありました？」




　結局追加の注文をすることなく店を出た。

　ああも呆あつ気けなく自分達たちの動向が露ろ見けんしているのでは、とても危なくて長居できない。朝あさ倉くらにも事情を話し、とにかく早急に八や代しろ通どおりと合流することにした。

　朝あさ倉くらが携けい帯たいで会話している。グリペンを連れ、来た道を戻もどりながらファントムにアイコンタクトする。

「おまえ、ちょっと喧けん嘩かっ早すぎだろ。あのまま連中が襲おそいかかってきたらどうするつもりだったんだ」

　実際ひやひやさせられた。あと一歩仲裁に入るのをためらっていたら手て遅おくれになっていたかもしれない。だがファントムはこともなげに答えた。

「どうもなりませんよ。騒さわぎになることを望んでいないのは彼かの女じよ達たちの方です。こちらから手を出さない限り暴力沙ざ汰たにはなりませんよ」

「え？」

　瞬まばたきする。

「な、なんで分かるんだ」

「当然でしょう。軍の正式なアクションならアニマ達たちだけで現れるなんてことありえません。護衛や管理役含ふくめての登場になるはずです。それがないということはすなわち彼かの女じよ達たちの独断、管理者の目を盗ぬすんでの行動ということです」

「なんのために？」

「さぁ。顔を見たかったと言っていたから案外そのままかもしれませんね。ともかく命令違い反はんである以上、ことが露ろ見けんしたら困るのは彼かの女じよ達たちの方です。だからどれだけ威い嚇かくしようと手は出さない。実力行使には至らない。そう判断しました」

「だ、だから挑ちよう発はつしたのか？　殴なぐられないと分かっていたから好き勝手罵ば倒とうしていたのか」

「ええ、まぁ」

　性格悪！　やっぱりこいつ腹黒だ。性根が二重三重にねじ曲がっていやがる！

「そんな顔しないでください。別に個人的な好き嫌きらいだけでああいう態度を取ったわけではありませんよ。ロシアという国は相手が弱よわ腰ごしと見ればすぐ嵩かさにかかって攻せめてきますからね。好戦的なくらいで丁度いいんです。舐なめられたら終わり、下に見られたら詰つみと思ってください」

「ヤクザの喧けん嘩かかよ」

「似たようなものです。それよりグリペン、さっきの三人、全員の顔と名前が一いつ致ちしましたか」

「ん」

　桃もも色いろ髪がみの少女は目を見開いた。少し考えてから首をひねる。

「Ｓｕ‐27とＭｉＧ‐29は分かった。でもあと一人は不明。あんな固有色は見たことがない」

「ですよね」

　え？

「ちょ、ちょっと待てよ。Ｓｕ‐27とＭｉＧ‐29？　あいつらが？　だって全然別の名前を言ってたぞ。Ｓｕ‐27はフランカーでＭｉＧ‐29はファルクラムだろ？」

「それはＮＡＴＯのコードネームです。本国での愛あい称しようはＳｕ‐27Ｍ‐ＡＮＭジュラーヴリク、ＭｉＧ‐29ＳＭＴ‐ＡＮＭラーストチュカ。だから素性は明らかです。が、問題は最後の一人」

「ディー・オーだっけか」

　フレンチベージュの髪かみ、エプロンドレスの少女。一度も口を利きくことなくにこにこと微ほほ笑えんでいた。

　ファントムはうなずいた。

「そんな愛あい称しようの機体はロシアに存在しません。キリル文字の[image: Д]とＯを繫つなげれば同じ発音になりますが意味はbeforeやuntilです。戦せん闘とう機の名前とは到とう底てい思えません」

「何かのイニシャルってことはないのか？」

「可能性はあります……が、既き存そん機の名前をどう略しても[image: Д]・Ｏにはならないんです。そもそもロシア機は記号・数字だけで愛あい称しようがつけられていないケースも多いですし」

　言ってからふっと考えこむ。

「いえ、そうですね。数字の読みをイニシャルにすれば思い当たる節はあります。[image: Д]はドヴァーッツァチ、Ｏはアヂーンの頭かしら文も字じ、だとすれば」

「21？」

　グリペンの答えにファントムが首しゆ肯こうする。

「ええ、21の製造番号がつく航空機はざっと思いつくだけでも何機か存在します。戦せん闘とう爆ばく撃げき機のＳｕ‐21、教育練習機のＹａｋ‐21。ですが最も有名なのはＭｉＧ‐21でしょう。ＮＡＴＯコードネーム、フィッシュベッド。生産機数一万機以上を誇ほこる旧東側陣じん営えいのベストセラー機」

「フィッシュベッド」

　さすがに聞いたことがある。冷戦期のソ連を象しよう徴ちようする機体だ。円えん筒とう形の胴どう体たいにデルタ翼よく、空戦物のドキュメンタリーならまっさきに登場する機体。

「あの子がそうだって言うのか？」

「分かりません。ただ可能性は高いという話です。問題はＭｉＧ‐21のような旧型機の素性をなぜ隠かくしているかですね。今いま更さら存在を秘ひ匿とくするような機体とも思えませんし、このタイミングで新規の適合を果たしたというのも不自然です。何か正式公開できない不具合でもあるのか。あるいは」

　琥こ珀はく色の目がすぼまった。

「〈誘ゆう蛾が灯とう〉のような表おもて沙ざ汰たにできない装備を搭とう載さいしているか」

　背筋に冷たい物が走る。二ヶ月前の記き憶おくがありありと蘇よみがえった。連日のように押おし寄せるザイ、水平線を埋うめ尽つくすガラス細工の煌きらめき。マリアナ沖おきの死し闘とう。

「とにかく」とファントムが表情を引きしめた。

「先方がアニマを三体も出してきた以上、こちらの戦略は練り直しです。数での抑よく止し力は期待できませんし実戦でも相当の不利が予想されます。こちらの行動が筒つつ抜ぬけなのも気になりますし、根本的に作戦を見直さないと」

「……」

　不安が黒雲のように湧わき上がってくる。『命が惜おしければさっさと引き揚あげるんだな』ジュラーヴリクの言葉が耳の奥おくで木こ霊だました。拳こぶしを握にぎりしめ喘あえいだ瞬しゆん間かん。

「鳴なる谷たにさん」

　朝あさ倉くらが振ふり向いた。片手で携けい帯たいの終話ボタンを押おしている。歩調を緩ゆるめ、肩かたを並べて。

「合流場所を変へん更こうします。どうも大学に警察の手が入ったらしくて」

「警察？」

「八や代しろ通どおりさんを探しているようです。何か入管上の問題があるので事情聴ちよう取しゆさせろと迫せまってるんだとか。寸前でうちのスタッフが気づいて足止めしましたが、まだ内部でゴタゴタしているみたいで」

「だ、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「一応通用口から逃にげてもらいましたが、ちょっとその後の消息がつかめてないです。もしもの時の合流場所は伝えてあるので多分向かっているはずですが」

　マジかよ。

　ぐだぐだじゃないか。モンゴル上層部を味方につけたって話はどこにいったんだ？　こんな状じよう況きようではナライフのドーターが本当に無事か分かったものではない。

「合流場所はどこですか？」

「中央街区のホテルです。我々がセーフハウス代わりに使っているところでしてモンゴル政府も存在はつかんでないはずです。ここからそれほど距きよ離りはないですよ。安全性という意味では大使館が一番ですが、何せ監かん視しの目が多いので」

「慧けい」

　グリペンが不安そうに見上げてくる。ガラス玉のような瞳ひとみが揺ゆれていた。

　内心の動どう揺ようを隠かくし微ほほ笑えみかける。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。あのおっさんがそう簡単に捕つかまるわけないだろ。今いま頃ごろ避ひ難なん先のホテルで飯でも食ってるさ。偉えらそうにふんぞりかえって、なんで調査の邪じや魔ましたんだとか文句言いながら」

「でも」

「心配するなって」

　言いながら足を速める。

　大だい丈じよう夫ぶ、大だい丈じよう夫ぶなはずだ。絶対、七しち面めん倒どうくさそうな顔で俺おれ達たちのことを待っているはず。だってあの八や代しろ通どおりさんだぞ？　敵に捕つかまるなんてありえない。あってほしくない。

　だが楽観的な態度を装えば装うほど焦しよう燥そうは増していった。不安がぬぐいきれない。悪いイメージが次から次に湧わき上がってくる。

　畜ちく生しよう、無事でいてくれよ。頼たのむから。

　走るスピードを上げる。握にぎりしめた掌てのひらに爪つめが食いこんだ。
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「おう、遅おそかったな。待ちくたびれたぞ。どこで道草食ってたんだ。飯の食いすぎで動けなくなっているのかと思ったぞ」

　八や代しろ通どおりがケンタッキーを食べていた。見慣れた赤色の包みをサイドテーブルに並べている。中央広場近くのホテル、その最上階にあるスイートルームだ。白衣の巨きよ漢かんは椅い子すに腰こしかけ吞のん気きに昼食を摂とっている。あろうことか足あし下もとに女性をはべらせ足つぼマッサージまで受けていた。まくり上げられたスラックスと生白い脛すねが間ま抜ぬけだ。

　必死の形相で駆かけつけたこちらを置き去りにして「うっ」と声を上げる。マッサージの女性を見下ろし「ちょっと痛いな、もう少しソフトにできないか」、「Softly、英語分かるか？　違ちがう。強くするんじゃない。弱くだ。いてて」とつぶやいた。

「八や代しろ通どおりさん」

　疲ひ労ろうが声に滲にじんだ。

「警察に追いかけられていたんですよね？　大だい丈じよう夫ぶだったんですか」

「ん？　当たり前だろ、官憲の行動パターンはどこの国でも似たようなもんだからな。裏を搔かくのは朝飯前だ。手段を選ばなきゃやり方なんていくらでもある」

　えーっと……。

　公務員だよな？　この人。

「なんだ、妙みような顔して。というか君らこそ何があったんだ。警察をやりすごすだけなら別に大学で隠かくれててもよかっただろう。わざわざ発はつ掘くつ機の調査を打ち切らせて、こんなホテルに避ひ難なんまでさせて。理由を説明しろ」

「説明したい……ですけど」

　マッサージの女性が不思議そうに視線を巡めぐらしている。日本語が分かっていない様子だが、にしたって安易に聞かせられる話でもないだろう。ためらっていると八や代しろ通どおりは足を持ち上げた。ジェスチャーで女性に「帰っていい」と伝える。

　扉とびらが閉まったのを確認して「で？」と眉まゆをもたげた。

「何があった」

「ロシアのアニマが出てきたんですよ」

　モンゴル料理店での件を話していく。朝あさ倉くらに対する奇き妙みような電話、現れた三体のアニマ、恫どう喝かつまがいの警告について説明していった。

「俺おれ達たちの動きがロシアに漏もれている、か」

　八や代しろ通どおりが顎あごをなでた。裸足はだしのままなのがやや締しまらないが、生き真ま面じ目めな顔つきになっている。

「産業省が裏切った可能性は？」

「まさか」

　朝あさ倉くらがびっくりした様子でかぶりを振ふる。

「ありえませんよ。彼かれらが今どれだけ日本との投資案件を抱かかえていると思うんですか。一度受け入れた協力要よう請せいを逆手に取るとか、完全に自殺行こう為いです。国際的な信用を失いかねません」

「だとすれば別のルートから漏もれたんだ。何か思い当たる節はないか？　俺おれ達たちのことを知っているのはこの国で他に誰だれがいる」

「誰だれ」

　戸と惑まどい気味に朝あさ倉くらは首を傾かしげた。

「いや、そんな人はいませんよ。産業省の人間を除けばこの件を知っているのは神しん泉せん３Ｍと大使館のスタッフだけです」

「じゃ、そのどっちかだろう。ちなみに神しん泉せん３Ｍは百パーセント、日本資本なのか？　まさかモンゴル政府の金が入ってるわけじゃないだろうな」

　朝あさ倉くらは息を吞のんだ。眉まゆ根ねを寄せ表情を険しくする。

「国営の資源開発会社が出資しています。十五パーセントの資本参加が採さい掘くつの条件に入っていますので。でも、まさか」

「ありえない話じゃないだろう。金を出す以上、人もシステムも相応に入りこんでるはずだ。そのどれかがバックドアになっている可能性は十分にある」

「……」

「ちなみにそこの管かん轄かつ省庁は？」

「鉱物資源庁です」

「そことロシアとの関係は」

「ウラン鉱山の開発で大規模な合弁を行っていますね」

「決まりだ、多分そっち経由で情報が流れている。神しん泉せん３Ｍに言って今すぐ外部との連れん絡らく記録を洗わせろ。ここ数時間でやたらとやりとりしている奴やつがいたら、そいつがバックドアだ。見つけ次第、偽にせ情報をつかませて俺おれ達たちの行ゆく方えをくらませろ。何がどこまで漏もれたか調べるのはそのあとだ」

　朝あさ倉くらは血相を変えて携けい帯たいを取り出した。早口で状じよう況きよう確認と指示出しを行っている。

「ここは安全なんですかね」

　心配になり訊たずねると八や代しろ通どおりは鼻を鳴らした。

「さぁな、ただ現状ではどこにいてもそんなに危険度は変わらんだろう。状じよう況きようが分かるまではどっしり構えているさ」

　ややあって朝あさ倉くらが電話を切った。顔を上げ。

「とりあえず神しん泉せん３Ｍへの情報経路をカットしました。当面は大使館とのみ連れん絡らくを取り合います。我々はここで待機しましょう。神しん泉せん側にもセーフハウスの存在までは知らせていませんから、闇やみ雲くもに動き回るよりは安全なはずです」

「どのくらい待機するんですか」

　ナライフのドーターがどうなっているのか、ロシア軍が手を回していないか、気になって仕方ない。焦しよう燥そうが伝わったのか、朝あさ倉くらが向き直ってきた。

「本当に神しん泉せん３Ｍ内部に内通者がいるなら、そこを押おさえない限り下手に動けません。どれだけ急いでも後始末に数時間はかかるでしょう。下手をすると一泊ぱく、いえ二泊はくくらいは身を隠かくすことになるかもしれません」

「そんなに」

　悠ゆう長ちようなことを言っていていいのか。手て遅おくれになる前に動くべきでは。

　詰つめよろうとして視界が傾かしいだ。足がもつれ姿勢が崩くずれる。平へい衡こう感覚が失われ膝ひざが落ちた。

　あ、あれ？

　力が入らない。危あやういところをファントムに支えられた。二の腕うでをつかまれ引き戻もどされる。

「焦あせっても仕方ありませんよ。私達たちも大分強行軍で動いてましたし、少し体力を回復させましょう。いざという時にちゃんと行動できるようコンディションを整えることも重要ですよ」

　目が「無理をするな」と語っていた。確かに、考えてみれば自分達たちは朝から五時間ぶっ続けでフライトをしてきたのだ。ウランバートルについてからも方々歩き回っているし、無意識のうちに疲ひ労ろうを溜ためていたのだろう。「分かったよ」と答え、手を離はなしてもらう。

「見るか？」

　八や代しろ通どおりがぞんざいにルームサービスのメニューを渡わたしてくる。英語とモンゴル語でマッサージや垢あかすりなどのサービスが書かれていた。

「支し払はらいは大使館持ちだそうだ。好きに頼たのんでいいぞ」

　受け取りながら嘆たん息そくする。

　まったく、自分達たちは何をしにきたんだ？
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　セーフハウスというので身構えていたが、中身は普ふ通つうのホテルだった。

　表向きはマレーシア資本の会員制宿しゆく泊はく施し設せつということになっているらしい。一いつ般ぱんの会員も泊とまっているようで、ロビーや共用部にはそうした人々も多く出入りするとのことだった。朝あさ倉くら曰いわく「変に専用のシェルターを作るより、既き存そん設備に間借りした方が目立たない」のだとか。まぁ確かに持ち主不明・用よう途と不明のビルが都心にあればひどく目を引く。会員制ということで宿しゆく泊はく客の素性は担保できるし、ある意味合理的なセキュリティだと言えた。

　軽く仮か眠みんを取り目を覚ますと外はもう暗くなっていた。八や代しろ通どおり・朝あさ倉くらの姿はない。気を遣つかって別室に移ってくれたのか。サイドテーブルに鍵かぎと財さい布ふが置かれている。伝言メモに『何かあったら○○号室まで。女性（？）陣じんは△△号室』と記されていた。

　ゆるゆると立ち上がりバスルームに赴おもむく。熱いシャワーを浴びていると徐じよ々じよに意識がしゃっきりとしてきた。行き場のない焦しよう燥そう感もわずかだが収まっている。八や代しろ通どおりの言う通り、状じよう況きようが落ち着くまではどっしり構えている他ない。闇やみ雲くもに動いて居場所が露ろ見けんしては意味がなかった。

　髪かみをふきながら部屋に戻もどりテレビをつける。現地のニュース番組やバラエティ、音楽番組が次々に映し出された。当然のことだが何を言っているかまったく分からない。ぼんやり見ていると、ややあって炭酸飲料のＣＭが始まった。弾はじける泡あわの音と涼すずしげな水すい滴てきがひどくうまそうに思える。なんだか無性に喉のどが渇かわいて冷蔵庫を開けた。備えつけの飲み物でもあればと思ったが。

（空っぽかよ）

　オレンジ色の灯あかりが虚むなしく冷蔵室を照らしている。製氷皿も綺き麗れいなままだった。

　ルームサービスのパンフレットを見るも、酒ばかりで目当ての品はない。Sodaの表記はあったが、以前上海シヤンハイのホテルで同じ物を頼たのんだ時、甘あま味みゼロの炭酸水を出された記き憶おくが蘇よみがえる。モンゴルのソーダがどういうものか分からないが同じ過ちは繰くり返したくない。

（買いに行くか）

　確かロビーに売店があった。部屋の中でじっとしていても憂ゆう鬱うつなだけだ。散歩がてら出かけてみるか。

　私服に袖そでを通し財さい布ふを取り上げる。テレビと空調の電源を落として部屋から出た。

「あ」

　鍵かぎをかけていると脇わきで声が上がった。桃もも色いろ髪がみの少女がぱたぱたと歩み寄ってくる。

「慧けい」

「おう」

「どこに行くの？」

「ちょっと買い物にな。おまえは？」

「慧けいの様子を見にいこうと思っていた。ずっと寝ねていたから、気になって」

　鍵かぎをポケットにしまい向き直る。肩かたをすくめて。

「おかげで大分疲つかれが取れたよ。今ならもう一回、長ちよう距きよ離り飛行しろって言われてもいける気がする」

「モンゴル料理屋さん、もう一度行ける？」

「あれはしばらくいい」

　折角忘れていたのに。一気に食欲がなくなるじゃないか。

「ただ、何か飲む物がほしいなとは思ってたんだ。おまえも一いつ緒しよに来るか？　一階の売店見にいこうとしてたんだけど」

「行く」

　てくてく歩いて横に並んでくる。ガラス玉のような瞳ひとみがじっと見上げてきた。

　廊ろう下かを進みエレベーターに乗りこむ。一階にたどりつくと柔やわらかなクラシックのＢＧＭに迎むかえられた。大理石の床ゆかにシャンデリアの明かりが映りこんでいる。高級そうなソファーの向こうに両りよう替がえカウンターとフロントが見えた。制服姿の女性スタッフがやや手持ちぶさたに視線を巡めぐらしている。

　売店は壁かべ際ぎわにあった。ブティックとスーベニアショップ、デリが並んでいる。デリは店頭に新聞や煙草たばこが陳ちん列れつされ、日本のコンビニを思わせるたたずまいだ。狭せま苦くるしい店内に足を踏ふみ入れショーケースを物色する。さして苦労することなく目当ての品は見つかった。万国共通、赤いパッケージの炭酸飲料。一本手に取りグリペンを振ふり返る。

「おまえは？　何かほしいものあるか」

「飲むヨーグルト」

「どれかな……」

　製品名と中身がいまいち結びつかない。色的にそれっぽいのはあるが正体も分からず買うのは正直賭かけだ。迷った末、BIFIDO‐YOGHURTと書かれたパッケージを取り上げる。なんかビフィズス菌きんっぽい響ひびきだし、まったく違ちがう代しろ物ものではないだろう。

　スナック菓が子しをいくつかチョイスした後、レジに持っていく。慣れないトゥグルグ紙し幣へいで精算を終えるとグリペンが隣となりの店を眺ながめていた。

「どうした？」

「かわいい」

　指さす先にカラフルな民族衣装がディスプレイされていた。チャイナドレスに似ているがゆったりしたシルエットだ。腰こしの部分に帯が巻かれ日本の着物のようにも見える。

「こういうのが好きなのか？　普ふ段だんの服装とは大分イメージが違ちがうけど」

「あったかそうで、もこもこしているのが好き」

「毛皮の着ぐるみとか？」

「包まれて眠ねむりたい……」

　布ふ団とんが好きなだけじゃないか？　つっこみをこらえつつ衣装を見つめる。胸むな元もとにFeel free to try this onの札がかかっていた。携けい帯たい端たん末まつで訳してみると「試着可」と出る。ふむ。

「着てみるか？」

　グリペンが息を吞のんだ。真ん丸に目を見開き。

「そんな経済的余よ裕ゆうはない。財政的に不可能」

「いや、試着だから。金かからないし」

　展示の札を示すと彼かの女じよはまじまじ単語を見つめた。意味が分かったのかどうか、こちらを振ふり向きうなずく。

「ＯＫ、じゃあ」

　店の人に手を上げる。身み振ぶり手て振ぶりで試着してもいいか訊たずねた。女性店員はにこやかに了りよう承しようしグリペンを試着室に連れていった。

「お」、「お」とカーテン越ごしに声が響ひびいてくる。衣きぬ擦ずれの音とともにショートパンツが床ゆかに落ちた。裸足はだしの足がぎこちなく動き回っている。他人に着つけを手伝ってもらうことなど初めてなのだろう。前後左右に回転、優ゆう雅がさとはほど遠いステップを踏ふんでいる。

「ぐぉ」

　なんかすごい声がしたぞ。大だい丈じよう夫ぶか？

　はらはらしながら待っているとカーテンが開いた。ふらつきながら小こ柄がらなシルエットが出てくる。白しらんだ照明に絹の生き地じが煌きらめいた。

（う……わっ）

　空気が華はなやいだ。大輪の花が咲さいたように思う。金の刺し繡しゆうが、帽ぼう子しの宝石が、長い飾かざり房ふさが鮮あざやかに大気を彩いろどっていた。前に流された髪かみが光を孕はらむ。憂うれいを帯びた瞳ひとみがこちらを見つめた。

　愛らしい。人形のような少女は顔を上げ、喘あえぐように唇くちびるを開け。

「重い」

　第一声がそれかよ。がっくり来て、それでももう一度じっくり眺ながめてみた。

　似合っている。もともと作り物めいた容姿のせいだろう。非日常的な装いにもまったく迫はく力りよく負けしていない。むしろ白い肌はだが一層際立っていた。彼かの女じよはようやく姿勢を立て直すと袖そでをつまんだ。両手を広げ「ん」と胸を張る。

「どう？」

「ん……まぁ、悪くないんじゃないか」

　顔が赤くなる。視線が逸そらしがちになるのを止められない。いや、正直に言えば「可愛かわいい」のだが面と向かって告げるのはあまりに照れくさい。気を抜ぬくと素で賞賛してしまいそうだ。「やっべ、かわいー！　写真、写真！」とか言って。

　キャラ違ちがいすぎだろ。

　だが、控ひかえめな讃さん辞じだけでもグリペンには十分嬉うれしいようだった。唇くちびるをきゅっと結び、鏡に自分の姿を映している。くるくる回る度にドレスの裾すそが揺ゆれた。

　店員が満面の笑えみをたたえて話しかけてくる。言葉は分からないがおおよそ言っていることは分かった。『よくお似合いです』、『かわいい彼かの女じよさんにプレゼント、いかがですか？』

　怖こわ々ごわハウマッチと訊たずねてみる。出された値札には今の所持金の数十倍の額が書かれていた。

　終しゆう了りよう。

　かぶりを振ふった瞬しゆん間かん、アクセサリーの棚たなが見える。民族色豊かな小物がいくつか並べられていた。

　棚たなに近寄り、いくつか値札を確認してみる。うん、まぁこのくらいなら。

「グリペン」

　手招きして棚たなの商品を一つ渡わたす。グリペンはこくりと首を傾かしげた。

「手て袋ぶくろ？」

「外、結構寒いしさ。これなら買ってやれるかなと思って。まぁおまえが気に入ればだけど」

　手首のファーと全体にあしらわれた刺し繡しゆうが可愛かわいらしい。グリペンはしげしげ眺ながめながら「慧けいは？」と訊たずねてきた。

「慧けいは手て袋ぶくろ、買わないの？」

「俺おれ？　俺おれはなぁ」

　もう少しシンプルなデザインが好きなのだけど。まぁ、ひょっとしたら夜の寒い中、移動するかもしれないか。いざという時に手がかじかんでいたらまずいし。

「じゃあこれ二つ……でいいか？」

「うん」

　店員に言って精算してもらう。グリペンは手て袋ぶくろをはめると掌てのひらを見つめた。幸せそうに目を細めて。

「おそろい」

　口元がほころんだ。

「慧けいと一いつ緒しよ。おんなじ」

（え？）

　目を疑った。グリペンが笑っている。いつもの無表情が噓うそのように自然な笑えみを見せていた。

　どきり、と胸が高鳴る。息が苦しくなった。正体不明の感情が喉のどの奥おくからこみ上げてくる。

「じゃ、じゃあ外で待ってるから着き替がえてこいよ。うっかり自分の服、忘れてくるんじゃないぞ」

「分かった」

　素直にうなずいて試着室に戻もどっていく。甘あまい気配が遠ざかるのを待って胸を押おさえた。心臓がどきどき言っている。大して暑くないのに身体からだが熱を帯びていた。なんだ？　一体どうした俺おれ。動どう悸きが激しい。背中がむずむずする。

　店の外に出て深呼吸する。ちょっと待て、これはあれか？　ドラマや漫まん画がでよく見るフォーリンなんとかってやつか。噓うそだろ、こんな時に。いくらなんでも時と場所をわきまえなさすぎだ。俺おれ達たちは四方を敵に囲まれ、いつ捕つかまるか分からないんだぞ。なのにこんな甘あま酸ずっぱい、むずがゆい、うわぁ。

「なんて面してるんだ。パントマイムかよ。さっきから面おも白しろすぎんぞ、お兄さん」

　ハスキーな声にぎくりとする。恐おそる恐おそる振ふり向くとオレンジ髪がみの少女が見えた。大きな目を半眼にして頭を搔かいている。

　……。

　は？

「ジュ、ジュラーヴリク!?」

　悲鳴とともにあとじさる。振ふり返り、店内のグリペンに警告しかけたが。

「あー、待った待った。心配しなくてもあたし一人だ。喧けん嘩かするつもりもややこしい議論をする気もない。だから落ち着いてくれ、ロビーでわーわー騒さわぐと他のお客さんの迷めい惑わくになるだろ」

　害意がないことを示すように両手を広げる。確かに武器の類いは見当たらない。周囲にも怪あやしい人ひと影かげはないが。

「分かったか？　ならもうちょっとリラックスしろよ。そんな親の仇かたきでも見るような目しないで。てか、立ってるのもしんどいからあっちのソファーで話さないか？」

「何しに来たんだよ」

　緊きん張ちようも露あらわに訊たずねる。そもそも会員制のホテルに易やす々やすと侵しん入にゆうできたことからして油断ならない。命令一下ロシアの特とく殊しゆ部隊が突とつ入にゆうしてきても不思議ではなかった。こちらの警けい戒かいが解けないことに気づいたのか、ジュラーヴリクは嘆たん息そくした。

「信用ねーなー。ま、いっか。じゃここで話そう。要件は二つ。まず昼間のことだ。悪かったな、感情的になっちまって」

　ぺこりと頭を下げる。可愛かわいらしいつむじが見えて意表をつかれた。

「あんな態度を取るつもりじゃなかったんだ。もうちょっと紳しん士し的に接する気だったんだけど、むかつく奴やつがいたからさ」

　拗すねたように唇くちびるを尖とがらせる。ファントムのことか。まぁ確かにあいつがいなければもう少し違ちがった話になっただろうが。

「そんなこと言うためにわざわざ来たのか？」

　ジュラーヴリクは眉まゆ根ねを寄せた。

「重要だろ。ロシアのアニマが、相手の食しよく卓たくをぶち壊こわしても気にしない不作法者だと思われたくないからな。たとえ敵に対してであっても非は非として認める。それがあたし達たちの流りゆう儀ぎだ」

　流りゆう儀ぎと来たか。

　どうもややこしい性格の持ち主らしい。プライドが高く激情家で、それでいて独自の正義感を持っている。馬が合えばいいが、扱あつかいを間ま違ちがえるととんでもないことになりそうだ。やや慎しん重ちように「で？」と促うながす。

「二つ要件があるって言ったな。今の謝罪については分かった。もう一つは？」

「……」

　ジュラーヴリクは視線を逸そらした。先ほどまでの傍ぼう若じやく無ぶ人じんさが影かげを潜ひそめ、控ひかえ目な表情になる。鼻び孔こうを開き。

「ベルクトの話を聞きたい」

　短くつぶやいた。

「もともと昼間もその件で会いに行ったんだ。あいつの日本での扱あつかいについてはどうも腑ふに落ちないことがあったからな。あんたら、一体あいつをどうするつもりだったんだ？」

「どうって」

「しらばっくれんなよ。ベルクトの能力は知ってるんだろう。あいつをうまく使えば周辺国はおろか、アメリカのような超ちよう大国だって圧あつ倒とうできたかもしれないんだぞ。なのにあんたらは、あいつを何もない海上に連れていってそのまま宇宙に打ち上げちまった。わけ分かんねーよ。衛星軌き道どう兵器にでも改造する気だったのか？」

「そんなんじゃねぇよ」

　誰だれが好きこのんで彼かの女じよを送り出したかったものか。かなうならば今でもそばにいてほしかった。グリペンと三人で再び小こ松まつの町を散策したかった。それができなかったのは他でもない、自分達たちの作戦が甘あまかったからだ。

「俺おれ達たちはただ時間を稼かせぎたかっただけだ。あいつから〈誘ゆう蛾が灯とう〉の機能を取り除くためのな」

「はぁ？」

　露ろ骨こつに顔をしかめられた。

「なんで〈誘ゆう蛾が灯とう〉の機能を取っ払ぱらうんだ？　あいつはそれ用に作られたアニマなんだぞ」

「だから」

　徒労感を覚えつつ説明する。ひょっとしたらロシアのアニマにとって同族は使い捨ての道具にすぎないのかもしれない。あいつは自じ爆ばく兵器だと言われれば昨日までの僚りよう機きであろうと、はい、そうですかと受けいれられるのかもしれない。だが少なくともベルクトは己おのれの有り様に悩なやんでいた。囮おとり以外の人生を望んでいた。

　出会ってからの経けい緯い、ベルクトの記き憶おくの復活、八や代しろ通どおりの決断や計画について告げるとジュラーヴリクは呆あつ気けに取られた表情となった。喘あえぐように息を吐はき。

「普ふ通つうのアニマにするつもりだった、ベルクトを」

「ああ」

「あいつを生き延びさせる、ただそれだけのために」

「そうだよ」

　馬ば鹿かにしたいならしろ。どうせ戦せん闘とう狂きようには分からないだろう。

　だがジュラーヴリクは神しん妙みように宙の一点を見つめていた。じっと口をつぐみ沈ちん黙もくしている。凪ないだ瞳ひとみが静かにシャンデリアの光を映していた。

　どうかしたのか？　やや心配になっていると彼かの女じよは瞑めい目もくした。顎あごをもたげ、大きく息を吸って。

「あいつとは……一度だけ顔を合わせたことがある。ノヴォシビルスクの航空機工場を訪れた時だ。偉えらいさんがたくさん現れた式典でな。あたしとラーストチュカもごてごて飾かざりたてられて壇だん上じように立っていた。その時、舞ぶ台たいの袖そでに見えたんだ。真っ白な、この世の汚よごれを全て洗い流したようなアニマがな、ひっそりと立ってこっちを見ていた」

「……」

「光に憧あこがれるような目だった。ただそれだけが記き憶おくに残っている。あいつが何を考えていたのか、何を望んでいたのか、結局分からずじまいだった。が……そうか、あいつは一時的にでも日本に居場所を見つけたんだな」

　ふっと視線を落とし。

「祖国の守護者としてあんた達たちの行動はまったく理解できない。使えるものは全て使い、国家を守るのがあたし達たちの使命だ。ベルクトを殺すことで百万のザイを倒たおせるなら絶対にそうするべきだと思う。だが」

　橙だいだい色いろの頭が下がった。

「尊厳をもって扱あつかってくれたことには礼を言う。あんなアニマでもあたし達たちの妹だ。情報解かい析せきのためにバラされたり、使い捨ての爆ばく弾だんにされたなんて話は聞きたくないからな」

「おまえ……」

　予期せぬ反応だった。固まっていると「慧けい」と呼びかけられた。

　売店の出口でグリペンが目を丸くしている。灰色の瞳ひとみが自分とジュラーヴリクを交こう互ごに見つめていた。

　オレンジ髪がみのアニマは身体からだを起こした。平然とグリペンを見つめ返し。

「一つ情報提供してやるよ、お兄さん」

　視線を外したままつぶやく。

「ウランバートルの主要街区にはロシア製の交通管制システムが導入されている。表向きは違い反はん車取りしまり・渋じゆう滞たい対策のためだが、こいつが追つい跡せきしているのは車だけじゃない。監かん視しカメラのモードを変へん更こうすれば人間も撮さつ影えいし続けられる」

「！」

「逃にげるなら急いだ方がいいぞ。あんた達たち、採さい掘くつ会社のもぐらを潰つぶしにかかっただろ？　モンゴル政府の親露ろ派は手て遅おくれにならないうちに片をつける気だ。多少手て荒あらな手段も辞さない覚かく悟ごらしい。ま、今のままあんたらにウランバートルを出られると行ゆく方えを追えなくなるからな。気持ちは分かる」

「なんで」

　そんなことを教えるのか？　戸と惑まどいを露あらわにしているとジュラーヴリクは鼻を鳴らした。

「戦せん闘とう機同士の戦いにごちゃごちゃ地上の話が絡からんでくるのが鬱うつ陶とうしいんだよ。あたし達たちは真正面からでもあんた達たちを打ち倒たおせる。政治や謀ぼう略りやくの助けなんて必要ない」

　それに、と彼かの女じよは視線を向けてきた。

「あんた達たちにはベルクトの礼もある。これでお互たがい貸し借りなしだ。次、空で会った時は容よう赦しやなく撃うち墜おとす。二度目の慈じ悲ひはないからな。そいつをよく覚えておけ」

　じゃあなと手を振ふり歩き去っていく。エントランスの闇やみに小こ柄がらなシルエットが溶とけこんだ。緊きん張ちようが解け周囲のＢＧＭが戻もどってくる。

「慧けい、今の」

　金かな縛しばりが解けたようにグリペンが駆かけ寄ってくる。混乱と疑問が小さな顔に渦うず巻まいていた。だが悠ゆう長ちように説明している暇ひまはない。ジュラーヴリクの話が本当なら今まさにタイムリミットが迫せまりつつある。逃にげ場ばが失われつつある。

「戻もどるぞ」

　手て袋ぶくろの手を引きエレベーターに走っていく。グリペンは何か訊ききたそうにしていたが、結局口をつぐんだ。黙だまって後ろに付き従う。

　スイートのフロアに到とう着ちやくし廊ろう下かを進む。ファントムの部屋の前にたどりつくとインターフォンを押おした。

　返事がない。

「この部屋でいいんだよな？」

　グリペンはこくりとうなずいた。もう一度チャイム。おかしい。外出したのか？　だが来る途と中ちゆう、どこでもすれ違ちがわなかった。周囲を見み渡わたすも人の気配はない。ざわりと胸むな騒さわぎがする。

「おい、ファントム！　いないのか、返事しろ！」

　拳こぶしで扉とびらを叩たたく。三回繰くり返した後、グリペンを見下ろした。

「鍵かぎは？」

「ある」

「開けてくれ。嫌いやな予感がする」

　グリペンがショートパンツのポケットを探る。カードキーを取り出しドアのスロットに挿そう入にゆうした。ぴっと短い電子音が響ひびきロックが解除される。ノブを回すのももどかしく扉とびらを押おし開あけた。ほとんどタックルの要領で室内に入り。

「ファントム！　無事か！」

　叫さけんだ先に緑みどり髪がみの少女がいた。バスタオルで胸むな元もとを覆おおい今まさに浴室から出てこようとしている。白く艶つややかな肩かたが、腰こしのラインがほんのりと上気していた。

　視線が合う。

　なんとも言えない沈ちん黙もくが場に満ちた。
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「……」

「慧けいさん」

　氷のように冷たい声。

「わざとやっていませんか？」

「わ、悪い！　すまん！」

　慌あわてて部屋から出る。後ろ手に扉とびらを閉め天てん井じようを仰あおいだ。心臓がどっどっと高鳴っていた。大事故だ。やらかしてしまった。シャルル・ド・ゴールの時とは違ちがう、正しよう真しん正しよう銘めいの失態。やばい、殺される。肉体的にも社会的にも抹まつ殺さつされる。

「なんだ、騒そう々ぞうしいな。なんの騒さわぎだ」

　隣となりの部屋から八や代しろ通どおりが出てくる。後ろに怪け訝げんそうな顔の朝あさ倉くらが続いていた。

「鳴なる谷たに君？　グリペンも、何やってるんだ。鍵かぎを忘れて閉め出されたのか？」

「ううん」

　グリペンが首を振ふる。困こん惑わくしきった表情で。

「慧けいがファントムのお風ふ呂ろをのぞきたいって」

「ちげぇよ！」

　結果と目的を混同しないでほしい。大声で扉とびらを押おし開あけるのぞき魔まって、変態のレベルが高すぎるだろ。人格を疑われかねない。案の定、八や代しろ通どおりが渋じゆう面めんになる。

「君な。グリペンはともかくあいつはお薦すすめしないぞ。ベッドで平然と寝ね首くびを搔かいてくるタイプだからな。まだイーグルの方があとくされがない」

「なんの話ですか！」

「それともあれか？　君はいつ刺さされるか分からないスリルをスパイスとして楽しむタイプか？　ならまぁ止めないがな。夜の嗜し好こうは人それぞれだ」

「だから！」

　違ちがいますと否定していると扉とびらが開いた。暗い表情のファントムが顔を出す。いつものコルセットスカートとブラウス姿だ。居並ぶ面々をぐるりと見み渡わたし。

「これは私の憤いきどおりを解決する場だと思っていいですか？　それとも忍にん耐たいと引き替かえに怨えん恨こんの利息をつける場ですか」

「多分まずは情状酌しやく量りようの余地を見極める場だろうな。鳴なる谷たに君、言いたいことがあるなら早めに言った方がいいぞ。これ以上被ひ害がい者の心証を損そこねないうちに」

　心証って。

　公開裁判かよ、と思いつつ釈しやく明めいの機会ができたことに感謝する。何はともあれファントムに謝罪、抗こう議ぎの視線を感じつつ現在の状じよう況きようを説明していった。ウランバートルにおける監かん視しシステムの存在、親露ろ派の動向、そして今まさに脱だつ出しゆつの時間が失われつつあること。

　八や代しろ通どおりは盛大な溜ため息いきをついた。

「まったく、冷戦下のベルリンもかくやと言うべき政治都市だな、ここは。さすが史上最大の帝てい国こくを一代で分ぶん裂れつさせた民族だけはある。対外姿勢も千せん変ぺん万ばん化かだ」

「感心してないで早く逃にげましょうよ。さっきロビーから上がってきてもう大分時間もたっていますし」

「罠わな──と言うことはないんですか？」

　ファントムが異議を差し挟はさむ。

「私達たちがホテルから出るのを待って捕つかまえるつもりとか」

　ジュラーヴリクの情報ということが引っかかっているのだろう。どうにも疑わしげな様子だ。だが八や代しろ通どおりは首を橫に振ふった。

「そのアニマはホテルのセキュリティを難なく抜ぬけてきたんだろう？　仮に悪意を持って近づいてきたのなら今いま頃ごろ俺おれ達たちは銃じゆう口こうに囲まれてるはずさ。おまえならどうだ？　相手の居場所をつかみ、いつでも戦力投入可能な状態でその事実だけ報しらせに来るか？」

「いえ」

「ということは純じゆん粋すいにただの警告だったということだ。さて、というわけで朝あさ倉くら書記官、脱だつ出しゆつの手段は？　まさかあとは各個に勇戦し活路を開けとか言わんだろうな」

「言いませんが。とはいえ相手の動きが分かりませんからね。どこにどういう手段で逃にげるべきかもう少し考えないと」

　嘆たん息そくした瞬しゆん間かん、メッセージの着信音が響ひびいた。朝あさ倉くらが携けい帯たい端たん末まつを見る。舌打ちが響ひびいた。「失礼」と会え釈しやくしファントムの部屋に入っていく。窓辺に寄り低い罵ののしり声を上げた。

「どうしたんですか」

　後ろから駆かけ寄る。朝あさ倉くらは片手を上げて制止した。窓の正面から離はなれるようジェスチャーして外を指さす。

　夜の街路にマイクロバスが複数台止まっていた。後部ドアから次々に覆ふく面めん姿の男達たちが降りてきている。タクティカルベストと思おぼしき胴どう着ぎとミリタリーブーツ。手に持った得物はどう見ても銃じゆうだ。リーダーらしき男性が大きく手を振ふり、要員を展開している。

「ノゴン・ハスです。ネオナチ気取りの民族主義団体ですよ。普ふ段だんは中国人・韓かん国こく人商店を標的にしているんですが……どこかで我々のことを吹ふきこまれたんでしょうね。頭に血が上ったら何するか分からない連中です。危険ですよ」

　言っている間に破は壊かい音が響ひびいた。エントランスが破られたのか、悲鳴と銃じゆう声せいが同時に聞こえてくる。

　八や代しろ通どおりが「どうするんだ」と問いかける。朝あさ倉くらは眉み間けんを揉もんだ。

「地下フロアが隣となりのビルの駐ちゆう車しや場に繫つながっています。そこから予備の車で逃にげましょう。日本大使館とはまったく関係ないナンバーで登録されていますから追つい跡せきは困難なはずです。早急にウランバートルを出てガチュールトあたりでモンゴル政府にコンタクトします。いくらなんでも国家としてこんな無体は見過ごせないでしょうから、時間さえたてば我々が有利になるはずです」

「どうせなら今このタイミングで見とがめてほしいがな」

　毒づきつつも八や代しろ通どおりは窓から離はなれた。ベッドに散乱した荷物を取り上げグリペンに放り投げる。

「出るぞ。鳴なる谷たに君も私物を取ってこい。なるべく痕こん跡せきを残さないよう注意してな。二分後にこの部屋の前に集合だ。ファントム、行けるか？」

「誰だれかさんのおかげで準備万ばん端たんですよ」

　う。

　言葉の棘とげを感じつつも行動開始する。自室に戻もどり、目につく私物を鞄かばんに放りこんだ。ゴミ箱に妙みようなものが残っていないか確認し部屋から出る。八や代しろ通どおり達たちはもう廊ろう下かで待機していた。階下から震しん動どうと騒そう音おんが伝わってくる。気のせいか、さっきより音が近いように感じられた。

　朝あさ倉くらが携けい帯たい端たん末まつを胸ポケットにしまう。

「貨物搬はん送そう用のエレベーターを使いましょう。こっちです」

　無人の廊ろう下かを走り出す。貨客エレベーターとは反対側、階段室に向かっていった。非常扉とびらを開けバックヤードに入る。剝むき出しの配管と白色灯に見下ろされながらエレベーターのパネルを操作した。

　立ち止まると今いま更さらながら鼓こ動どうの音が意識されてくる。今にも背後の非常扉とびらが押おし開あけられるのでは、敵が大挙して押おし寄せてくるのでは、そう思うと平静ではいられない。周囲に機械の熱がこもっているせいもあるだろう。つぅっと汗あせが頰ほおを伝っていった。

「慧けい」

　グリペンがシャツの袖そでをつかんでくる。不安そうな声に「大だい丈じよう夫ぶだよ」と答えかけてふっと気がつく。彼かの女じよの手は色鮮あざやかな生き地じに覆おおわれていた。

「なんだよ、それまだつけてるのか」

「慧けいに買ってもらった」

「そうだけど」

「大事にしてる」

　ありがたい……が、さすがにドーター搭とう乗じよう時は外してくれよ。ダイレクトリンクできなくなるし。

　チャイムの音が響ひびいた。スチールグレイの壁かべが割れ、青白い光が漏もれ出してくる。グリペンの手を引き乗りこむと朝あさ倉くらが素早くパネルの下を開いた。キーを挿そう入にゆうし何かのコードを入力する。と、階数表示のランプがＢ１を残して消灯した。どうやら直通モードに切り替かわったらしい。ドアがしまり重々しい音を立てて下降し始める。

　四秒、五秒、六秒。

　永遠とも思える沈ちん黙もくの末、Ｇが収まる。目的階に到とう着ちやく。ドアが開き冷えた空気が侵しん入にゆうしてきた。

「少々お待ちを」

　朝あさ倉くらが先に出て周囲を確認する。数回、視線を巡めぐらしてから「大だい丈じよう夫ぶです」と合図してきた。

　手招きされるままあとに続く。迷路のような道を抜ぬけ非常口を開けると、そこはもう駐ちゆう車しや場だった。コンクリート打ちっ放しの空間にセダンやワゴンが停車している。左手奥おくにスロープが設けられ、そこから街路の光が差しこんでいた。

　よかった。ここまではまだ敵の手が及およんでいないらしい。

　ほっとした瞬しゆん間かん、ファントムが声を上げた。

「待ってください」

　琥こ珀はく色の目がすぼまる。片手でこちらの動きを制し一歩前に出た。じっとコンクリートの奥おくを見み据すえて。

「誰だれかいます」

「え？」

　目を凝こらすと車の影かげで何かが動いた。ゆるゆるとよろけた動作で前に出てくる。

　制服姿の女性だった。ブラウスの肩かたを手で押おさえている。どこか怪け我がしているのか、錘おもりでもつけられたように片足を引きずっていた。横顔に見覚えがある。どこで？　記き憶おくを探り、はっとなる。フロントにいた女性スタッフだ。顎あごを突つき出すようにしてこちらを見る。

「な」

　露あらわになった顔の半分は無む惨ざんに腫はれ上がっていた。押おさえた肩かたも血で染まっている。襲しゆう撃げき者にやられたのか？　慌あわてて駆かけ寄ろうとした途と端たん。

「行くな！」

　八や代しろ通どおりの声に打ち据すえられた。「なぜ」と振ふり向き、ぎょっとなる。白衣の男は凶きよう相そうと言っていい表情になっていた。

「撒まき餌えだ。釣つられるな」

「え？」

　こちらが動かないことに気づいたのだろう。女性は安あん堵どした様子で肩かたを落とした。

　ややあって背筋を伸のばし腕うでを持ち上げる。弱々しい笑え顔がおを浮うかべたまま車の陰かげを指さした。瞬しゆん間かん、銃じゆう声せいが響ひびき女性が弾はじけ飛ぶ。

　一いつ瞬しゆん何が起こったか分からなかった。見ている前でやたらとスローモーに女性が倒たおれる。それが合図となったように暗がりから武装集団が出てきた。無線機に向かって叫さけびながら銃じゆうを構えてくる。

「何ぼうっとしてる！　逃にげろ！」

　ぐっと肩かたを押おされる。つんのめりそうになりながら柱の陰かげに向かった。目ま蓋ぶたに女性の最さい期ごが焼きついている。死んだ、殺された？　なんで？　どうして。

「拷ごう問もんでここの場所を吐はかされた挙げ句、囮おとりに使われたんでしょう。私達たちが彼かの女じよの身を案じて駆かけ寄っていたら一いち網もう打だ尽じんにされていた。そうならなかったから用済みで殺された。単純な話ですよ」

　ファントムが淡たん々たんと答える。白い顔からは一いつ切さいの感情が抜ぬけ落ちて見えた。

「なんだよ……それ」

「リアリズムです。道徳と倫りん理りをそぎ落とした先にある人間社会の本質ですよ。自分以外の命に等しく価値はない。死体を土ど囊のうにし、捕ほ虜りよを弾たま除よけにし、子供を地じ雷らい原げんに突つっこませる。ええ、至極合理的な判断です。モラルなんて代しろ物ものはね、慧けいさん、所しよ詮せん平時・銃じゆう後ごの贅ぜい沢たく品なんですよ」

「そんな」

「八や代しろ通どおりさん！　これを！」

　朝あさ倉くらが何かを八や代しろ通どおりに放る。車のキーだ。自身は歩調を緩ゆるめ懐ふところに手を差し入れた。黒光りする金属の塊かたまりが出てくる。ハンドガンだ。朝あさ倉くらはスライドを引きながら顎あごをしゃくった。

「そこのレンジローバーです。エンジンをかけて持ってきてください。僕ぼくは連中を足止めします」

「一人でか？」

「ご心配なく、スパイの真ま似ね事ごとよりはこっちの方が慣れてますんで」

　言うが早いかトリガーを引く。銃じゆう声せい。数十メートル向こうで接近中の男がもんどり打って倒たおれる。続けてもう一発、無線機の男が崩くずれ落ちた。

　目を丸くしていると「慧けいさん！」と叱しつ責せきされた。ファントムが八や代しろ通どおりの背中を追っている。白衣の男はもう随ずい分ぶん先に進んでいた。

　慌あわててあとに続く。朝あさ倉くらは射しや撃げきを続けながらも、じりじりと後退していた。敵の弾たまがあちこちで跳はねている。えぐれたコンクリートが粉ふん塵じんと化し視界をくすませた。

　無我夢中で走るうち、柱の向こうでエンジン音が響ひびく。眩まばゆい光こう芒ぼうが目を射い貫ぬいた。けたたましくタイヤを軋きしませて金属の巨きよ体たいが迫せまってくる。

　後部ドアが開け放されていた。リアシートから緑みどり髪がみの少女が半身を乗り出してくる。

「乗ってください！　慧けいさん、朝あさ倉くら書記官も！」

　スピードを緩ゆるめたレンジローバーに飛び乗る。自分、次いで朝あさ倉くら。ほっと息をつきかけて、だが次の瞬しゆん間かん、血の気が引く。一人足りない。桃もも色いろ髪がみの少女の姿が見えない。

「ちょっと待ってください。グリペンは!?」

　視線を巡めぐらせると柱の向こうにポンチョブラウスの人ひと影かげが見えた。最初の混乱で逃にげ遅おくれたのか、必死な様子でこちらに向かってきている。

「八や代しろ通どおりさん！」

「分かってる！　早く来させろ！」

　銃じゆう撃げきが激しくなっている。何発かが車の外板を叩たたいた。首をすくめながら朝あさ倉くらと座席を交代、グリペンに手を伸のばす。「急げ！」と声を張り上げた。

「あと少しだ。頑がん張ばれ！」

　はっ、はっ、と少女の息いき遣づかいが感じられる。ガラス玉のような瞳ひとみが揺ゆれている。なかなか距きよ離りが詰つまらない。早く、早くしろ、お願いだから。

「お父様！　右手！」

　ファントムが警告を上げる。別の通用口から武装兵が湧わき出していた。前の集団より近い。こちらの姿を認めて射しや撃げき体勢に入る。うち一人が寸ずん胴どうな得物を構えた。

「グレネードランチャー！」

　ファントムの叫さけびに強きよう烈れつなＧが重なった。車が数メートル、跳ちよう躍やくするように前進する。八や代しろ通どおりがアクセルと急ブレーキを連続でかけたのだ。間かん一いつ髪ぱつ、目標を失った敵てき弾だんが左手後方の車を直ちよく撃げきする。ぼんっと炎ほのおが上りボンネットを撥はね飛ばした。真っ赤に滾たぎった空気が横よこっ面つらをはたく。粉ふん塵じんが散さん弾だんのように押おし寄せてきた。

「畜ちく生しよう！　大おお盤ばん振ぶる舞まいだな！」

「また来ます！」

　見れば敵が中折れ式の砲ほう身しんに弾たまをこめていた。あまり慣れていないのか、ランチャーの角度を何度も変えている。朝あさ倉くらが窓の隙すき間まから銃じゆう弾だんを撃うちこんだが敵の動きは止まらない。一発撃うつと十倍以上の鉛なまり玉だまが返ってくる。

「おい、グリペンはまだか！」

　八や代しろ通どおりの怒ど声せいにぎりっと奥おく歯ばを嚙かみしめる。彼かの女じよはあと少しの距きよ離りまで近づいていた。残り三メートル、二メートル、一メートル。

「お父様！　グレネードが！　もう！」

　敵がランチャーを構えている。発射準備完かん了りよう。虚うつろな砲ほう口こうがこちらを見み据すえている。

「限界だ、出るぞ！」

　エンジン音が高鳴る。グリペンが手を伸のばした。こちらも精せい一いつ杯ぱい腕うでを差し伸のべる。車が動き出す。指先が触ふれる。よかった、間に合う。あとは力任せに引っ張り上げれば。

「あ」

　少女の身体からだが傾かたむいた。何かに蹴け躓つまずいたのか。握にぎりかけた手が離はなれる。慌あわてて身を乗り出すも伸のばした指先は布地の先をつかんだ。手て袋ぶくろが脱ぬげる。グリペンが倒たおれる。カラフルな布だけが手の中に残される。

「え」

　灰色の瞳ひとみが愕がく然ぜんとした様子でこちらを見ていた。桃もも色いろ髪がみの輝かがやきが遠ざかっていく。握にぎりしめた手て袋ぶくろと彼かの女じよの顔が重なり、数十分前の光景をフラッシュバックさせた。




　──慧けいと一いつ緒しよ。おんなじ。




「グリペン！」

　叫さけび声は車の排はい気き音に搔かき消された。

　燃え上がる炎ほのおを背景に彼かの女じよは一人、ぽつねんと座りこんでいた。
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　遠ざかるグリペンを見た時、最初に過よぎった思いは混乱だった。

　続いて認識が現実に追いつき、とてつもない恐きよう怖ふが湧わき上がってきた。全身の細さい胞ぼうが悲鳴を上げてのたうち回る。嫌いやだ。嫌いやだ、嫌いやだ、嫌いやだ。グリペンが死ぬ、殺されてしまう。さっきの女性のように頭を撃うち抜ぬかれて。あるいはグレネードの炎ほのおに焼き尽つくされて。

　嫌いやだ。

「っ！」

　気づけば車から飛び降りていた。背後で「慧けいさん!?」「鳴なる谷たに君！」と声が響ひびく。だが答える間もなく激しい衝しよう撃げきに見み舞まわれた。コンクリートの上を転がり胸や腰こしを何度も打ち据すえられる。激痛を無視して起き上がった。グリペンは……いた。五メートルほど先で呆ぼう然ぜんと顔を上げている。

「慧けい」

「大だい丈じよう夫ぶか、立てるか」

　駆かけ寄りながら声をかける。差し伸のべた手に小さな指が絡からまった。今度は離はなさない。ぎゅっと力ちから一いつ杯ぱい握にぎりしめる。グリペンは夢見るような表情になっていた。手を引かれるままおずおずと立ち上がる。「慧けい」かすれ声がもう一度名前を呼んできた。

「話はあとだ。とにかく逃にげるぞ」

　八や代しろ通どおり達たちの車は見えない。走り去ってしまったのか。背後に武装集団がいるから戻もどってくることもできないのだろう。こちらはこちらで脱だつ出しゆつするしかない。

　遅おそまきながら警報が鳴なり響ひびきスプリンクラーが動作している。霧きり雨さめが粉ふん塵じんと入り交じり視界を悪化させていた。敵の大半はレンジローバーに吸いつけられこちらに気づいている者はまだ少ない。相手の位置と遮しや蔽へい物を見極め、脱だつ出しゆつ経路を計算して。よし。

「行くぞ！」

　腕うでを引いて走り出す。モンゴル語の叫さけびと靴くつ音おとが追いかけてきた。銃じゆう声せいとともに周囲の床ゆかが爆はぜる。だが狙ねらいどおり相手の照準は甘あまい。逸それた弾たまが遥はるか後方の壁かべを叩たたいている。

　薄うす汚よごれた通用口に駆かけこみ内側から鍵かぎをかけた。階段室だ。ざっと見み渡わたすも人の気配はない。こっちまではまだ敵の包囲が及およんでいないのか。よかった。今のうちに外に出れば、なんとか。

　ガン！　ガン！

　何かが扉とびらに当たった。撃うたれているのか？　ぎりっと歯ぎしりしてグリペンを引き寄せる。華きや奢しやな肩かたを抱かかえこむようにして階段を上っていった。

　たどりついたのはビルの裏口だった。警備室と思おぼしき小窓があり、そこから大おお騒さわぎで電話する警備員達たちが見えた。監かん視しカメラの映像に地下の惨さん状じようが映っている。警察にでも通報しているのか。一人がこちらに気づき誰何すいかの声を上げる。だが止まることなく通用口を駆かけ抜ぬけ外に出た。

　肌はだ寒ざむい外気が皮ひ膚ふを刺さす。ロシア風の町並が薄うすオレンジの灯あかりに浮うかび上がっていた。どっちに進めばいいのか、どこを目指せばいいのか、さっぱり分からない。だが立ち止まっているわけにはいかない。少しでもホテルから離はなれなければすぐまた敵に包囲されてしまう。捕つかまってしまう。

　頭上で低い機械音が響ひびいたように思えた。電柱に白い箱形の機器が設置されている。闇やみ色のレンズが瞬またたきこちらを見下ろしていた。監かん視しカメラ？

「くそっ」

　だめだ、街中にいる限りどうやっても相手に居場所を知られてしまう。動きを悟さとられてしまう。市街から離はなれないと。郊こう外がい、なるべく灯あかりの少ない方角に。

　背後で敵の声がした。並木の向こう、通用口の辺りで自分達たちを探している。

「こっちだ」

　グリペンと柵さくを乗り越こえ隣となりの建物の敷しき地ちに入る。死角を探しつつ広い前庭を横切っていった。

　パステルカラーのトロリーバスがすぐ脇わきを走っていく。ヘッドライトの灯あかりが縦横に街路を行き交っていた。相変わらず交通量は多い。だがすぐそばの子供達たちの逃とう避ひ行こうに気づく者はいなかった。異国の町で自分達たち二人だけが逃にげ惑まどっている。孤こ立りつ無む援えんで喘あえいでいる。

　道路を抜ぬけ別の建物に。交差点を横切り古びた路地に。

　一体どこまで行けば逃にげ切れるのか、あるいはもう追っ手の目をくらましているのか。

　分からない、危機感が麻ま痺ひしたままただただ走り続ける。足を止めた瞬しゆん間かん、銃じゆう弾だんの雨に、グレネードの炎ほのおにつかまりそうな気がした。

「慧けい……もう、足が」

「あとちょっとだ。頑がん張ばれ」

　息も絶え絶えなグリペンを励はげます。頰ほおの汗あせが気になりぬぐうとべっとりと血がついてきた。混乱の中で怪け我がをしたのか。よく見ればシャツやズボンにも赤いものが滲にじんでいる。痛みがないのが逆に不気味だった。ただ熱い痺しびれにも似た感覚が全身を覆おおっている。

　湧わき上がる不安を抑おさえて、つとめて声を明るくして。

「八や代しろ通どおりさん達たちがきっと助けを呼んできてくれるさ。だからもう少しの辛しん抱ぼうだ。大だい丈じよう夫ぶ、絶対助かるから」

　川沿いの街路を抜ぬけて大通りに出る。対岸の街まち灯あかりを横目に横断歩道を渡わたろうとする。

　瞬しゆん間かん、目の前にマイクロバスが走りこんできた。見覚えのあるシルエットにぞっとする。奴やつらだ。ノゴン・ハス。見つかった。

　グリペンの手をつかみ回れ右する。背後でバスのドアが開く音と制止の声がした。狭せまい路地を見つけて駆かけこむ。ガラクタを蹴け飛とばし、溜たまった泥どろ水みずを跳はね上げ、なんとか距きよ離りを保とうとする。耳元でヒュン、ヒュンと空気が鳴った。撃うたれている。死がすぐそばを通り過ぎていく。

　どのくらい走っただろう、永遠とも思える逃とう避ひ行こうの末、視界が開けた。

　車道を挟はさんでだだっ広い闇やみが広がっている。芝しば生ふと石いし畳だたみ、立ち並ぶ疎まばらな外灯。白しらんだ灯あかりに並木やベンチが浮うかび上がっている。

　公園だ。しかもかなり大きい。重なり合う木々に遮さえぎられ中が見通せない。重々しい暗がりが緞どん帳ちようのようにも見える。

　どうしよう。逃にげこむべきか？　迷っているうちに左手の交差点をマイクロバスが曲がってくる。背後の路地からも人の気配が迫せまっていた。

　考えている余よ裕ゆうはない。疲つかれた身体からだに鞭むち打うち公園に駆かけこんだ。石いし畳だたみを蹴けり奥おくへ奥おくへ、外の光から逃のがれるように並木の中に入っていった。

　木々はうっそうと生おい茂しげり人工物の姿は少ない。枝葉のざわめきが息いき遣づかいと足音を覆おおい隠かくしてくれる。町の喧けん噪そうも遠い。いい感じだ。あるいはこのまま暗がりが自分達たちの姿をくらましてくれるのではと思ったが。

「はっ」

　乾かわいた笑いが漏もれる。

　畜ちく生しよう、なんだよこれ、あんまりだろう。

　並木の向こうにあったのは遮さえぎるもののない広場だった。噴ふん水すいと思おぼしきモニュメントを中心に一面の芝しば生ふが広がっている。隠かくれる場所も逃にげこむ先もない。円形に配置された外灯が夜のとばりさえ打ち払はらっている。

　背後からいくつもの足音が響ひびいてきた。マイクロバスと思おぼしきエンジン音も混じっている。土と地ち勘かんがあるのだろう。ゆっくりと広場を包囲するように喧けん噪そうが広がっていく。

「───！　───！」

　何を言っているのだろう。降こう伏ふくでも呼びかけているのか？　だが一いつ拍ぱくおき、いくつもの発射炎えんが暗がりの中で瞬またたいた。空気が戦慄わななき千切れた芝しば生ふが宙を舞まう。はは、そりゃそうか。話し合いをしてくれるような連中ならそもそもこんな騒さわぎ起こしたりしないよな。

　生いけ捕どるにしても自分達たちの動きを止めてから。二、三発撃うちこんで身体からだの自由を奪うばってから。最悪どちらか一人生かしておけば人ひと質じちの役目は果たせる。攻こう撃げきをためらう理由は微み塵じんもない。

　絶望に苛さいなまれながら、それでも本能は生を求める。ほとんど無意識にグリペンの手を引き広場の中央へと走っていた。芝しば生ふを蹴け散ちらし、夜よ露つゆを跳はね上げ、ただただ幸運だけを祈いのりながら無人の野を駆かけていく。身体からだが重い。両足に鉄の重りでもつけられているようだ。よろめきつつも噴ふん水すいの外周に到とう着ちやく、モニュメントの陰かげに少女を引きこみうずくまる。吹ふき荒あれる鉛なまりの暴風からとにかく身を隠かくそうとした。

　銃じゆう弾だんが当たる度モニュメントが震ふるえる。砕くだけた粉ふん塵じんが頭上から降り注いでくる。もはや逃にげることも立ち上がることさえできない。ただ緩かん慢まんに最さい期ごの時を待っている。希望が潰ついえるのを座視している。

　何を、何をやってるんだ自分達たちは。

　この〈人〉という生き物は。

　今世界は滅めつ亡ぼうの危機に瀕ひんしているんだぞ。なのに手を取り合うこともなくこんなところで内うち輪わ揉もめをしている。あまつさえ最後の希望たるアニマまで失おうとしている。

「ごめんな、グリペン」

　細い肩かたを抱だく。

「おまえ達たちは必死で俺おれ達たちを守ろうとしてくれてるのに、助けようとしてくれたのに、他でもない人間同士がいがみあって全部ぶち壊こわしにしようとしてる。本当に馬ば鹿かな生き物だよな。きっと俺おれ達たちはザイなんかいなくても勝手に内うち輪わ揉もめで滅めつ亡ぼうしていくんだ。ああ、そうだよ。いっそ滅ほろんだ方がいいのかもしれない。こんな頭の悪い存在が何億も何十億も増えたこと自体大きな間ま違ちがいなんだ」

「違ちがう」

　静かな、だが断固とした声で否定された。

　グリペンが顔を上げている。ガラス玉のような目がまっすぐにこちらを見ていた。

「私は人間を信じている」

　強い意志が言葉にこもった。

「愚おろかでも、どれだけ失敗し続けても、いつかは正しい道にたどりつくと信じている。新たな未来を作り出せると思っている」

「グリ……ペン？」

「諦あきらめないで慧けい、あなた達たちの選せん択たくが世界を変える。希望が歴史を紡つむいでいく。どんなに無様でも、どれほど回りくどくても前を向いて歩き続ける限り人という種は終わらない。失敗は失敗のまま完結しない。あなた達たちが絶望しなければいつか必ずこの迷宮は終わる。だから、だから私は──」

　一際甲かん高だかい銃じゆう声せいが響ひびいた。

　グリペンの身体からだが震ふるえる。唇くちびるを開けたまま彼かの女じよはゆっくりと崩くずれ落ちた。額から赤い筋が流れる。鮮あざやかな、ドーターの色を思わせる真しん紅くが石いし畳だたみに落ちた。

「おい」

　身体からだをゆする。意識が凍こおりつく。目の前の事実が信じられない。何が起きているか理解できない。

（噓うそ……だろ）

　肩かたをつかむ。指先が柔やわ肌はだに食いこむ。

「冗じよう談だんじゃないぞグリペン、目を開けろよ、開けてくれって、なぁ」

　返事がない。少女の顔から徐じよ々じよに血の気が引いていく。赤みが失われていく。

　銃じゆう弾だんが至近の大地をえぐった。夜風が彼かの女じよの命を散らすように芝しば生ふの切れ端はしを巻き上げていく。
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　ああ。

　ああああ。

　ああああああああ！

「ふざけんな！」

　絶ぜつ叫きようとともに武装集団を睨にらみつける。周囲を飛び交う鉛なまり玉だまも気にならない。生まれて初めて明確な殺意を抱だいた。手足をつかみ捻ねじり切ってやりたい。魂たましいに至るまで粉々に粉ふん砕さいしてやりたい。おまえら、おまえら、一体何をしたか分かっているのか？　下らない主義信条で全てを台なしにしやがって。思い知らせてやる。絶対にこの過あやまちを償つぐなわせてやる。

　敵が近づいてくる。銃じゆうを構えた構成員に車両が続いている。圧あつ倒とう的てきな兵力差。だがもはや死など恐おそろしくない。今脳のう裏りにあるのはどれだけ相手を道連れにできるか、復ふく讐しゆうを成しとげられるか。のど笛をかみ切り、銃じゆうを奪うばい、一人でも二人でも地じ獄ごくに送ってみせる。罪をあがなわせてやる。

（待ってろよグリペン、俺おれもすぐあとを追うからな）

　凶きよう暴ぼうな感情を胸に駆かけ出そうとした時だった。

　空が鳴った。

　雷らい鳴めいのような轟とどろきに続いてマイクロバスが爆ばく発はつする。噴ふき上がる炎ほのおに武装勢力が浮うき足あし立だった。なんだと思う間もなく、低空から巨きよ大だいな飛ひ翔しよう体が侵しん入にゆうしてくる。大きく広げられた主しゆ翼よく、長方形のエアインテーク、暴力的な唸うなりを上げる二基のターボファンエンジン。

　戦せん闘とう機だ。胴どう体たいと翼よつ下かのパイロンに薪まき束たばのような武装をいくつもぶらさげている。夜闇やみを背景にしているため国こく籍せきマークや機体番号は見えない。だが一目見て何者か分かった。飛来する機体は全体を山やま吹ぶき色に発光させていた。

「イーグル!?」

　叫さけんだ時にはもう頭上を通過している。突とつ風ぷうが爆ばく音おんとともに押おし寄せてきた。芝しば生ふがざわめきジャケットが翻ひるがえる。目をすがめながら振ふり向くと鮮あざやかなサンライトイエローの残光が確認できた。見み間ま違ちがえではない。やはりイーグルだ。だがなぜ彼かの女じよがここに？　ラファールと二人で小こ松まつを守っているのではなかったのか。

　湧わき上がる疑問を気にした様子もなく、双そう発はつのドーターはターンした。斜ななめ二十度の角度で緩かん降下、獲え物ものを狙ねらう猛もう禽きんのごとく広場の敵部隊を睨ねめつける。そこでようやく武装集団は危険に気づいたようだった。包囲を解き、我先にと並木の奥おくに逃にげこみ始める。だが遅おそい。翼よつ下かのパイロンから武装がばらまかれる。巨きよ大だいなグッピーを思わせる葉巻型の容器は空中でフィンを展開、ゆるやかに回転しながら広場に降り注いだ。

　凄すさまじい爆ばく発はつと地鳴りが続け様に生じた。大地がシェイクされる。人が、瓦が礫れきが、紙のごとく宙に巻う。炎ほのおと黒こく煙えんが夜空を焦こがした。武装集団のグレネードなどとはわけが違ちがう。桁けた外はずれの暴力が目の前で展開されていた。まともに立っていられる者などいない。生きている者も死んでいる者も等しく大地に伏ふしている。

　ワァアアンとサイレンが響ひびいた。眩まばゆいサーチライトが幾いく条も広場に差しこむ。爆ばく煙えんの奥おくからオリーブドラブの装そう甲こう車両が現れた。続いて迷めい彩さい服の兵士が突とつ入にゆうしてくる。小走りに展開し、横たわった武装勢力に銃じゆうを突つきつけていった。

　味方？

　助かった……のか？

「慧けいさん！」

　芝しば生ふの向こうから緑みどり髪がみの少女が走ってくる。後ろには白衣の巨きよ漢かんと瘦そう身しんの青年も見えた。

（ファントム、八や代しろ通どおりさん）

　呼びかけは声にならなかった。視界がぼやける。張はり詰つめた気持ちが途と切ぎれ、次の瞬しゆん間かん、目の前の全てが闇やみに吞のみこまれた。




　　　　　　　　　　＊




　目覚めて最初に見えたのは窓辺の花か瓶びんだった。

　白い器にエーデルワイスが飾かざられている。ガラス窓の向こうは暗く、時間が日にち没ぼつ後であることを報しらせていた。視線を転じた拍ひよう子しに頭が柔やわらかく押おし戻もどされる。枕まくらだ。どうやらベッドに寝ねかされているらしい。身体からだには毛布がかかっている。飾かざり気けのない壁かべは白と若草色のツートンに塗ぬり分けられ清潔な印象を与あたえていた。調度の類いはほとんどない。ベッド脇わきにナースコールと思おぼしきボタンが置かれている。

（病室……？）

「おう、起きたか」

　ぼうとした意識に低音の声が割りこんでくる。

　顔を向けかけて鈍どん痛つうが走った。身体からだの節々が痺しびれている。よく見れば腕うでや胸が包帯でぐるぐる巻きにされていた。頰ほおや頭にもガーゼの感かん触しよくがある。

「まだじっとしてろ。結構ひどい怪け我がしてたんだぞ。五体満足なのが不思議なくらいだ。上海シヤンハイの時といい今回といい本当に君はタフだな。常人なら二、三回は死んでるぞ」

　ぬっと大おお柄がらな影かげがのぞきこんでくる。白衣のポケットに手をつっこみ額を突つき出してきていた。眼鏡の肥満漢だ。片かた眉まゆをもたげこちらの顔を注視して。

「俺おれのことが分かるか？　一日以上爆ばく睡すいしてたからな、身体からだはともかく脳に問題が起きてないか気になってたところだ。ふん、目の焦しよう点てんは合ってるみたいだな。瞳どう孔こうも正常、意識もありと」

「……八や代しろ通どおりさん？」

　ここは一体、と訊たずねかけて凍こおりつく。気を失う前の光景が蘇よみがえってきた。夜の逃とう避ひ行こう、迫せまる足音と銃じゆう声せい、広場に追いこまれ、敵の包囲を受けて、そして。

「グリペン！」

　毛布を払はらいのけ跳はね起きる。全身に激痛が走ったが構っていられない。白衣にすがりつくようにして身体からだを起こした。肥満した顔を見み据すえて。

「八や代しろ通どおりさん、あいつが、グリペンが、撃うたれて」

「そうか」

「俺おれ、何もできなくて、どうしようもなくて、絶対あいつだけは守ると決めてたのに、こんな、こんなことになって──」

「慧けい！」

　聞き覚えのある声が響ひびいた。白いポンチョブラウスをはためかせて少女が走りこんでくる。桃もも色いろ髪がみが揺ゆれ光が弾はじけた。そのまま倒たおれこむような勢いでベッドにのしかかってくる。

「は……？」

　ぐ、グリペン？

　信じられない。本物か？　夢を見てるんじゃないだろうな。あるいは自分もまた敵てき弾だんに倒たおれあの世で再会しているとか？　だが間近で見る少女には確かな質感があった。パジャマ越ごしに体温が伝わってくる。揺ゆれる瞳ひとみがこちらを見み据すえた。

「慧けい、よかった」

　小さな手が二の腕うでをつかむ。指先が包帯に食いこんだ。

「もう起きないかと思った」

「いや、俺おれは……その、大だい丈じよう夫ぶだけど」

　うまく喋しやべれない。喜ぶ前に現状がうまく認識できなかった。ええと、まず何を訊たずねるべきかと言えば。

「おまえは平気なのか？」

「ん？」

「ん、じゃなくて。撃うたれただろう？　頭を。血が出て、倒たおれて」

「これ？」

　髪かみを搔かき上げてみせる。こめかみにガーゼが貼はられていた。小さい。ほんの絆ばん創そう膏こう程度だ。血の滲にじみもほとんど見当たらない。

「かすって脳のう震しん盪とうを起こしたんだ。間かん一いつ髪ぱつだが大事はない。こいつも大たい概がい悪運が強いな、あるいは君の強運が乗り移っているのかもしれん」

（は……）

　の、脳のう震しん盪とう？

　ショックで気を失っただけ？　銃じゆう弾だんが命中したわけではなく？　ただ皮一枚をかすめただけ？

　はっ。

　……。

　はは。

　ははは。

　あははは！

「!?　け、慧けい、苦しい。喉のど、締しまる、締しまってる。うおおおおお」

　ばたばた暴れるグリペンを抱だきしめる。ああ生きてる。息をしている。手の中の温ぬくもりが、肌はだの感かん触しよくが、伝わってくる鼓こ動どうが何もかも愛おしい。全身で彼かの女じよの存在を感じていると八や代しろ通どおりに止められた。

「そのへんにしておけ。酸欠で殺す気か。折角五体満足で生せい還かんできたのに、味方の手で窒ちつ息そく死しとか予想外すぎるぞ」

「あ、ああ……悪い、グリペン」

　グリペンは肩かたで息をついていた。顔を真っ赤にしているから本気で苦しかったらしい。ふらふらと離はなれて傍かたわらのスツールに腰こしかける。「すまん」ともう一度謝罪し八や代しろ通どおりに向き直った。

「でも、結局何がどうなったんですか？　ここは……ウランバートルですか？」

「ナライフ空港近くの病院だよ。ウランバートル市街の正常化にはまだ時間がかかりそうだったんでな。とりあえず退たい避ひしてきた。あのテロリストどもは全員逮たい捕ほされたよ。警察が背後関係を洗っているが、まぁロクな情報は出てこないだろうな。しょせんトカゲの尻尾しつぽだ」

「警察は俺おれ達たちの味方なんですか」

「というより時々のパワーバランスによってどうとでもスタンスを変えていく印象だな。今回はたまたま俺おれ達たちが連れん携けいした要人が警察や軍上層部に強いパスを持っていた感じだ。丁度親露ろ派の勢力と政策立案で対立していたらしくてな。昨日の話を材料に巻き返しを図るつもりらしい。うんざりさせられるがな。ま、孤こ立りつ無む援えんよりはマシというところだ」

「……」

「一応、事態の推移をおさらいしておこうか。駐ちゆう車しや場で君と別れたあと、俺おれ達たちは日本大使館に駆かけこんでな。外交ルートでモンゴル政府に強きよう烈れつな抗こう議ぎを行った。在留邦ほう人じんが排はい外がいテロに巻きこまれている、放置するなら現状貴国内で進行している全投資プロジェクトを凍とう結けつするとな。同時に交通管制システムへのアクセスログから君達たちの居場所を割り出し、救出部隊を向かわせた。そうしてなんとかつかまえられたのが例の公園広場だったというわけだ」

「なるほど」

　必死にあがきまくったのは無む駄だではなかったということか。もし早々に諦あきらめていたら八や代しろ通どおりの助けも間に合わなかっただろう。とはいえ間かん一いつ髪ぱつだ。あとちょっと爆ばく撃げきが遅おくれていたら自分は敵に突つっこんでいたはずで。

　ん？

　爆ばく撃げき？

「あれ？　そういえば、なんかイーグルが飛んできたように思えたんですけど……気のせいですよね？　だってあいつ小こ松まつにいるはずだし、呼んでもぱっと来られるような距きよ離りじゃないし。幻げん覚かくでも見たのかなって」

「あー！　慧けい、起きたー！」

　病室の入り口に金きん髪ぱつの少女が現れていた。大きな目をまんまるに見開き口を開けている。ウェービーなロングヘアがあちこちでぴんぴんと跳はねていた。

　荒あら鷲わしの名を持つアニマはスニーカーの靴くつ音おともけたたましくベッド脇わきに駆かけ寄ってきた。

「ね、ね、イーグルどうだった？　すごかった？　かっこよかったでしょ！　グリペン、気を失って全然覚えてないとか言うから。イーグル、超ちよう不ふ機き嫌げんだったんだよ！」
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「そ、そうなのか」

「いきなりＭｋ82爆ばく弾だんつけられて、敵だけ狙ねらい撃うてとか言われて、もう大変だったんだから。でもイーグルは頑がん張ばって慧けい達たちに当たらないよう気をつけたんだよ。誘ゆう導どう装置もないのに、ちゃんと二人のいたベンチは外して」

「ベンチ？」

　きょとんとして見返す。イーグルは得意げに胸を張った。

「公園の入り口にあったベンチ！」

「いや、俺おれ達たちがいたのは広場の真ん中の噴ふん水すいなんだけど」

「え？」

「え？」

　……。

「ま、細かいことは別にいいよね！」

「よくねぇよ！　俺おれ達たちが無事なの、ただのマグレじゃねぇか!?　ふざけんな、何が頑がん張ばって外しただ！　殺す気か！」

「ぶー！　助けてあげたのに！　慧けいの意地悪！　恩知らず！　嫌きらい嫌きらい！」

　八や代しろ通どおりの後ろに隠かくれべーと舌を突つき出してくる。畜ちく生しよう、ぶん殴なぐりたい。拳こぶしを震ふるわせていると八や代しろ通どおりは嘆たん息そくした。

「ま、情報共有が不足気味だったのは俺おれ達たちのせいでもある。何せナライフに到とう着ちやくしてすぐ飛び立たせたからな。データリンクも何もない状態で、ほぼ無線指示だけで急行してきたんだ。少しは大目に見てやれ」

　そうだ。場ば違ちがいなテンションに吞のまれ忘れていたがそもそもこいつがいる理由を訊きけていない。

「あの……なんでイーグルが助けに来られたんですか」

「ん？」

「急行って言っても日本からモンゴルまで五時間以上かかりますよ。ホテル襲しゆう撃げき直後に呼び寄せたとして、どうやってあの場に間に合わせられたんですか。日本海をワープでもさせたんですか？」

「そんな技術があればありがたいがな。話はもっと単純だ。俺おれがイーグルを呼んだのはテロリストどもの襲しゆう撃げき後じゃない。午後一番、ホテルでチェックインしたあとの話だ」

「え？」

「君らからロシア軍アニマ部隊のことを聞いてな。あっちが三機ならこっちも相応の数を揃そろえなければと思っただけだ。小こ松まつのスクランブル対応はやや不安だが中ちゆう途と半はん端ぱな戦力投入で各個撃げき破はされる方がまずい。やりあうなら徹てつ底てい的てきにやりあう、撤てつ退たいするなら撤てつ退たいする、どちらを取るか考えて攻こう勢せいに決めた感じだな」

「攻こう勢せい」

　直截的な言葉にどきりとする。攻せめる。やりあう。相手はロシア軍アニマ部隊、すなわちバーバチカ。クロームオレンジの色しき彩さいを持つ少女。

「そこまでしなきゃいけないんですか」

　思わず問いかけていた。なんとも言えない違い和わ感かんが湧わき起こってくる。

「日本もロシアも変ですよ。そりゃ確かに出所不明のオーパーツかもしれませんけど、ただの残ざん骸がいでしょ？　そんなものを手に入れるために他国の政治を引っかき回して、今度はアニマ同士で戦争までしようとしている。なんだって言うんですか？　まさかとは思いますけど、八や代しろ通どおりさん、今回の件」

　視線が厳しくなる。声を低くして。

「まだ俺おれ達たちに話してないことがあるんじゃないでしょうね」

「……」

　白衣の男は仏ぶつ頂ちよう面づらになっていた。

　鼻の穴を広げ大きく深呼吸する。髪かみをくしゃくしゃと搔かき乱して。

「別に隠かくしてたわけじゃない。ただどうにも判断に困る材料だっただけだ。俺おれ自身、それが何を意味しているのかきちんと理解できていない。だから口にしなかった。それだけだ」

「どういうことですか？」

「ベルクトのデータを解かい析せきしている最中に分かったことだ。ロシアの科学者は今の世界のあり方に根源的な疑問を持っている。何かがおかしい。何かがどこかで食い違ちがっているとな。彼かれらはその原因を見定めるためにベルクトの余よ剰じよう演算パワーを使ってシミュレーションを続けていた。一体何がイレギュラーなのか、いつどこで異物が混ざりこんだのか。まぁ大半は気候変動や生態系変化のような地味なシミュレーションだったが、数千という演算シナリオの中に一つ妙みようなものがあった」

「妙みようなもの？」

「プレイ・ウィシン・ア・プレイ」

　男の声は奇き妙みような冷気を帯びていた。

「劇中劇という意味だよ。要はシミュレーションの中にもう一つシミュレーションを作って、外側が内側をどう扱あつかうか演算させたんだ。世界の行く末についてより世界を扱あつかう者がどう振ふる舞まうか計算させた。これがどういう意味か分かるか」

　世界を扱あつかう者。万物の動きを制せい御ぎよするもの。それってつまり。

「神……？」

　八や代しろ通どおりはうなずいた。

「連中はオーバーマインドと呼んでたがな。要は神様の行動解かい析せきだ。この世界は大いなる者の意思によりねじ曲げられている、コンピュータゲームのように条件・難易度を変え観測され続けている。アニマもドーターもそして俺おれ達たちも、その条件の一つでしかない、とな」

「なんですかそれ」

　話が荒こう唐とう無む稽けいすぎてついていけない。今の世界がシミュレーション？　誰だれかの意図によりねじ曲げられた現実の改変？　悪い冗じよう談だんだ。笑えない。

「まさかそんな話を真に受けてるわけじゃないでしょうね」

「俺おれはまぁ、そういう考え方もあるのか程度のとらえ方だったがな。おそらくロシア人は真面目に考えている。そしてその存在をあぶり出すための鍵かぎを探している」

　鍵かぎ。

　はっとなった。まさか、まさかそれが。

「千年前のＦ‐15」

　八や代しろ通どおりは目だけで肯こう定ていした。

「まぁ仮に神様みたいな存在がいれば時間も空間も思うがままだろうしな。オーパーツの一ダースや二ダース、即そく座ざに投入できるだろうよ。だからロシアが今回の件を奇き貨かととらえていることも分かる。障害排はい除じよのために最高戦力を投入したくなる気持ちもな」

　視界の端はしでイーグルがスツールによじのぼっている。話に飽あきたのだろう。腕うでを伸のばしナースコールのボタンを押おそうとしていた。グリペンが慌あわてた様子で制止している。目の前の会話とはあまりに不ふ釣つり合いな光景に頭が混乱した。

「そんなおとぎ話に俺おれ達たちも付き合わなきゃいけないんですか」

「まぁ、時系列がおかしいだけのジャンク品なら最悪手放してもいいと思っていたが。ウランバートルで実物を見て考えが変わった。あれは、あの翼つばさはな鳴なる谷たに君、俺おれ達たち〈技本〉の設計だ」

「は？」

　八や代しろ通どおりは鼻を鳴らした。口角を歪いびつに持ち上げる。

「正確に言うならこれから設計しようと思っていたものだ。ドーターの運用結果をもとに更さらなる機体強度の向上を図ったプランでな。次期改修プログラムに組みこもうとしていたところだ。それが千年前の遺産として発はつ掘くつされた。これは一体どういうことだと思う？」

　何かを嘲あざ笑わらうような口調だった。

「ロシア人の言う通り神様が世界のパラメーターをいじっているのだとして、じゃあなぜ俺おれ達たちの技術が過去に飛ばされた？　日本ではなくモンゴルに動かされた？　理由を知るべきだろう。自分達たちの所行が果たして希望に繫つながってるのか、破は滅めつに向かっているのか、それを理解しない限り危なっかしくて今後のアクションが取れん」

　だから、と八や代しろ通どおりは言った。肥満した身体からだを大たい儀ぎそうに正し。

「だから俺おれ達たちはハンボグドに行く。行って残りの残ざん骸がいを確保する。ロシアが邪じや魔まするなら容よう赦しやなく排はい除じよするだけだ」

　それがたとえアニマ同士の戦いになろうともな。

　八や代しろ通どおりの声は低く、だが断固とした調子で響ひびいた。




　結局、それから丸一日病院に滞たい在ざいした。

　大事を取るのと情報収集、諸もろ々もろの方針策定のためということだったが、怪け我が人にんの身では特にやることもない。一ひと眠ねむりすると傷口も塞ふさがり身体からだの痛みも引いてきた。気力・体力が充じゆう実じつしてくると逆に今の停てい滞たいが不安になってくる。とりあえずリハビリでもと思って筋トレを始めたところ看護師に叱しかりつけられた。ランニングは当然ＮＧ、ストレッチもダメ。身動きが取れないまま、ただ食事だけを詰つめこまれる。夕食・朝食・昼食、そしてまた夕食と続いた末、たまりかねて病室を抜ぬけ出した。サンダル履ばきのままカーディガンだけ羽織り外に出る。なるべく建物の灯あかりから離はなれ草原に向かっていった。

　満天の星空が頭上に広がっている。空気が澄すんでいるためか星の瞬またたきが大きい。密集した光が重なり合いあたかも空の裂さけ目のようだ。黒い大地がどこまでも続き天地の境界を曖あい昧まいにしている。まるで宇宙空間に浮うかんでいるようだ。気を抜ぬくと上下左右の関係が分からなくなる。ぐるぐると虚こ空くうの中を回り続けている気分。

　目まいにも似た感覚を覚えて頭を振ふる。草を踏ふみしめ進んでいくと前方に小こ柄がらなシルエットが見えた。柔やわらかそうな顎あごをもたげ空を仰あおいでいる。白い息が星明かりに浮うかび幻げん想そう的な光景を生み出していた。ペールピンクの頭がぼうと発光している。

「おい」

　呼びかけに応えてグリペンが振ふり向いた。「慧けい」と目を見開く。

「出てきていいの？」

「ただの散歩だよ。別に無理はしてないし、すぐ戻もどるから。というかおまえこそ何してるんだよ、こんなところで」

「星、見てた」

　そりゃそうだろう。

　しばらく待つも続く言葉はない。単純に天体観測のために出てきたということか。

「一いつ緒しよに見ていいか」

「うん」

　歩み寄り肩かたを並べる。顔を上げると無数の星々が視界を埋うめ尽つくした。相変わらず圧あつ倒とう的てきな光景だ。だがさっきと違ちがって心こころ許もとなさはない。傍かたわらの少女が強きよう烈れつな重力となり自分を引きつけている。心と身体からだを繫つないでくれている。

「グリペン」

「ん？」

「おまえが生きててよかった」

「うん」

　こくりとうなずき。

「慧けいも」

　小さく息を継ついで。

「ハルカもアサクラもナライフにいる整備の人達たちも、みんな無事でよかった。……本当は他の人も死んでほしくなかったけど」

「他の人？」

「駐ちゆう車しや場で撃うたれた女の人、あと私達たちを追いかけてきた人達たち」

「おまえ」

　息を吞のんで見つめる。

　自分を殺そうとした相手だぞ。あれだけひどい目にあわされ銃じゆう弾だんまで浴びせられて、それでも死んでほしくなかった？　自分達たちと同じように生き続けてもらいたかった？

　少し異常なレベルの博愛主義だった。ドーター化以前、こいつは南米の反政府勢力に利用されかつての味方を攻こう撃げきしたというが、それがトラウマとして残っているのか？　いや。

『私は人間を信じてる』

　公園広場での発言を思い出す。強い意志をこめ、決然とした口調で。

『愚おろかでも、どれだけ失敗し続けても、いつかは正しい道にたどりつくと信じている。新たな未来を作り出せると思っている』

　なんなのだろう、この盲もう目もく的てきな信しん頼らいは。人という種、全体に対する愛情は。

　出会って以来ずっと持ち続けていた疑問が頭をもたげる。一体こいつは何を知っているのか。何を目的にしているのか。

「グリペン、おまえさ、なんで俺おれのそばにいてくれるんだ」

　本質的な問いを口にしていた。

「意識障害の対策ならメンテや戦せん闘とうの時だけ一いつ緒しよにいればいいだろ。でもおまえはずっと俺おれのことを見守ってくれた。弱気になったら叱しかりつけて、くじけそうになったら励はげまして、ここまで導いてくれた。なんでだ？　どうしてそこまでしてくれるんだ」

　ずっと良好な関係を築けていたわけではない。出会ってしばらくは得体の知れない存在だと戸と惑まどっていた。コアの出自を知った時は激しく拒きよ絶ぜつしさえもした。だが彼かの女じよは変わらず自分に寄り添そってくれている。その理由が何か、どこに由来するものなのか知りたかった。

「分からない」

　グリペンは目を伏ふせた。

「慧けいと一いつ緒しよにいなければいけないのは事実。私のすごく深いところにある指針。それは最初から決まっていて、だからあなたをすぐに認識できた。鳴なる谷たに慧けいとともにあること、人間を守り抜ぬくこと、二つの概がい念ねんは私にとって本能に近くて、である以上何一つ迷うことはなかった。でも」

　でも？

「最近少し変になってきている」

　長い髪かみが揺ゆれ彼かの女じよの横顔を覆おおった。

「慧けいのそばにいると胸がどきどきして、息が苦しくなって、すごく切ない気分になってくる。楽しければ楽しいほどそう。正しいことをしているはずなのにどんどん不安になってきて。辛つらくて、悲しくて、寂さびしくて」

「グリペン？」

　星明かりに照らされた目は潤うるんでいた。細い肩かたが震ふるえている。彼かの女じよはぎゅっとカーディガンの袖そでをつかんできた。

「慧けい、怖こわい」

　すがるような眼まな差ざし。

「慧けいと離はなれたくない。ずっと一いつ緒しよにいたい」

　激しい怯おびえが伝わってくる。必死な表情に気け圧おされながらそれでも懸けん命めいに言葉を返した。

「一いつ緒しよだよ。ホテルから逃にげる時だって置いていかなかっただろ？　同じことがあったら何度でも助けにいく。もし離はなれ離ばなれになったら探しにいく。分かってるだろ」

「分かってる。分かってるけど。でも」

　不安はあるがそれをうまく言葉にできない感じ。もどかしそうに唇くちびるを開き、またつぐむ。ただ灰色の瞳ひとみだけがじっと苦痛を訴うつたえてきた。

　なんだ？　一体何を心配してるんだ。ロシア機と戦って墜おとされるのが怖こわいのか？　だがそれなら自分も一いち蓮れん托たく生しようだ。別れを気にする必要はない。

　問題点が見えない。何を解決するべきか分からない。だが不安そうな彼かの女じよを放ってもおけなかった。指を伸のばし涙なみだをぬぐう。視線を絡からめ合い、そっと肩かたを押おさえて。

（あれ？）

　なんだろうこの体勢。顔が近いし、密着して見つめ合ってるし、グリペンは心なしかぼうとした様子になってるし。

　綺き麗れいな飴あめ細工めいた唇くちびるが開いている。呼吸の音がひどく大きく感じられた。艶あでやかなリップの煌きらめきから目が離はなせない。心臓がどきどきと脈打っている。

　上海シヤンハイ沖おきでキスした感かん触しよくが蘇よみがえる。甘あまく、柔やわらかく、相そう互ごに溶とけ合ってしまいそうな記き憶おく。今少し顔を近づければもう一度繰くり返せる。雰ふん囲い気き的にはなんら申し分ない。だが果たしてこの流れで行ってしまっていいのか。ほんの一分前まで自分達たちはひどく深刻な話をしていたのだ。なのに少し距きよ離りが近づいただけで頭が極ごく彩さい色しきの衝しよう動どうに満たされている。全て忘れてこいつを抱だきしめたがっている。

　おかしいだろ。話の脈みやく絡らくが無茶苦茶だ。グリペンだって軽けい蔑べつするだろう。真しん剣けんに相談しているのにふざけるなと。だが他にどうすればいい。肩かたを押おして離はなれてもらう？　この距きよ離りで会話を続ける？　どちらも変だ。じゃあ、じゃあ。

「慧けい」

　囁ささやき声が響ひびく。グリペンがぎゅっと二の腕うでを握にぎってきた。顔が、身体からだが一層近づく。

「慧けい、私」

　理性が決けつ壊かいする。ああ、無理だ。我が慢まんできない。この小さな身体からだを抱だきしめたい。温ぬくもりを感じたい。覚かく悟ごを決め手に力をこめた時だった。

「こほん」

　静かな咳せき払ばらいが響ひびいた。空気が凍こおりつく。浮うわついた気持ちが一気に冷えこんだ。

　恐おそる恐おそる振ふり返る。緑みどり髪がみの少女が半眼でこちらを見ていた。

「そのまま続けていただいてもかまいませんが、グリペン、お父様が呼んでいますよ。ＥＧＧの調整を今からするということで、さっきから催さい促そくの電話が鳴りっぱなしです」

　携けい帯たい端たん末まつをひらひらかざしてみせる。グリペンのものだ。忘れて出てきてしまったということか。

　グリペンはおずおずと身体からだを離はなした。ファントムのもとに行き携けい帯たいを受け取る。「ごめんなさい」と頭を下げ病院に戻もどっていった。

　ファントムがふんと鼻を鳴らした。氷のような眼まな差ざしをこちらに向け。

「別にことさら邪じや魔ましたわけではありませんよ。少し気を利かせてお待ちしていたんですが、何もしないので時間切れになっただけです」

「じ、時間切れって」

「とっとと押おし倒たおしてしまえばいいのに。私のことはさんざん弄もてあそんでおいて、本当に大事な子にはキス一つできないってことですか。業ごう腹はらですね」

「お、おまえなぁ！」

　顔を真っ赤にして詰つめ寄ると人差し指で制止された。ファントムはやや真顔になっていた。

「ハンボグドへの移動日が決まりました。明日の夜明けということです」

「え」

「既すでに発はつ掘くつの重機は現地に向かっています。制空権確保と拠きよ点てん構築を同時に行いロシア側の機先を制します。目当ての物さえ手に入ればあとの解かい析せきは日本でもよいわけですから。とにかくスピード重視、速そつ攻こうということです。休きゆう憩けいの時間は終わりですよ」

「そうか」

　気持ちが引きしまる。もともとそのためにモンゴルを訪れたのだ。傷も癒いえたし、技本の準備が整ったのならあとは突つっこむだけだ。ようやくザイと戦える。本来のミッションに戻もどれる。定まった目標に鼻息を荒あらくしていると。

「慧けいさん」

　ファントムはなぜだか戸と惑まどった表情になっていた。長い睫まつ毛げを伏ふせ息をつく。

「なんだよ」

「慧けいさんは今の私達たちの関係がずっと続くと思っているんですか？」

「は？」

　どういう意味だ。

「言葉通りです。明日の戦せん闘とうでもしザイが想定外の大兵力を繰くり出してきたら、バーバチカが想像より早く出現したら。私達たちの誰だれかが墜おとされるかもしれない。そうすれば二度と顔を合わせることはできないんですよ。炎ほのおと金属片に飲みこまれて永遠に記き憶おくの中だけの存在になる。グリペンとさっきみたいな会話を交わすことができなくなるかもしれない。そのことを本当にきちんと認識してますか？」

「それは」

　今までだって同じだろう。圧あつ倒とう的てきな物量のザイを相手にいつもギリギリのところで戦ってきた。確かに対アニマ戦は初めてだが、ことさら特別視する話でもあるまい。ミサイルが当たれば撃げき墜ついして当てられれば墜おとされるだけだ。

　同じ疑問はファントムも抱だいたのだろう。自分で質問しながら困こん惑わくした様子になっている。

「すみません。でも妙みような予感がするんです。私達たちに残された時間はもうあまり多くない。何かタイムリミットのようなものが近づいているんじゃないかって」

「やめろよ、そういうこと言うの」

　グリペンといい、こいつといい、何だっていうんだ。異国のテロ集団に追いかけられてナイーブになっているのか？

　だがファントムは硬かたい顔を崩くずすことなくまっすぐにこちらを見み据すえた。

「慧けいさん」

　静かな、だがはっきりとした声。

「永遠に続く物などありません。私も、あなたも、グリペンもいつかはこの世から消え失うせます。それが遅おそいか早いかは誰だれにも分かりません。だからせめて後こう悔かいしないように、自分が望むことをできるうちにやっておいてください」

　最善を──と彼かの女じよは言った。




　　　　　　　　　　＊




　青く澄すみ切った空がどこまでも続いている。

　上空から見る草原は意外なほど起き伏ふく豊かだった。黒々とした山並みが縦横に大地を走っている。谷間には米こめ粒つぶほどの集落と道路、湖こ沼しよう。全体的に標高が高いせいだろう。雲と地面の距きよ離りが近い。差しこむ陽光が大地にまだらな影かげを生み出していた。

「風があんまりなくて助かったな。結構気流が不安定だって聞いてたけど」

　肩かた越ごしに呼びかけると「うん」と短い相づちが返ってきた。いつもと同じ無表情でグリペンが機体チェックを続けている。ディスプレイの表示が気象情報から作戦経路、周辺飛行情報に切り替かわっていった。ピッ、ピッ、と不規則な電子音が響ひびく。

「なぁ、グリペン」

「ん？」

「……いや、なんでもない」

　昨晩見せた不安は微み塵じんも感じ取れない。もう気にしていないのか。あるいは気にしていない振ふりをしているのか。あれだけの怯おびえが一晩寝ねたくらいで解消するとは思えないが。

『私達たちに残された時間はもうあまり多くない。何かタイムリミットのようなものが近づいているんじゃないかって』

　ファントムの言葉が心にわだかまっている。もし本当に最後の時が近づいているなら自分は何をしたい？　グリペンとどうしたい？　分からない。そばにいることが当然と思っていたから、いなくなることなど想像もできない。

　もし、こいつといられるのが今日で最後なら──

『ＢＡＲＢＩＥ隊、聞こえるか。八や代しろ通どおりだ。そろそろザイの警けい戒かいラインに入る。こっちの敵は日本海方面に比べて弱体らしいが油断はするな。大陸は連中のお膝ひざ元もとだ。いつ何が出てくるか分からん。ロシア機の妨ぼう害がいもありうるしな。最大限気を張っていけ』

『はい』『はーい』と無線が響ひびく。左手に緑と黄色の機体が並んでいた。鋭するどい陽光を照り返しながら蒼そう空くうを進んでいる。装そう甲こうキャノピーが物々しい。翼よつ下かはもちろん、胴どう体たい下のパイロンにも武装が満まん載さいされていた。

『もう一度作戦を確認しておくぞ。ＢＡＲＢＩＥ隊は鉱山南方に進出、敵迎げい撃げき機を排はい除じよしながら哨しよう戒かいラインを叩たたく。同時に地上部隊が進しん撃げきしてレーダー監かん視し網もうを構築、対空兵器の設営と空港の整備を実じつ施しする。ピケットラインができあがれば一いつ旦たん籠ろう城じようの準備は完かん了りようだ。あとは適度にローテーションしながらスクランブル待機を行う。時間がたてばモンゴル軍の戦力も増強されるだろうしな』

「哨しよう戒かいラインってなんですか」

　まさか空に線が引いてあるわけでもあるまい。ザイの何を叩たたけばいいのか確認しておこうと思ったのだが。

『えー！　聞いてなかったの!?　慧けい』

　イーグルが声を甲かん高だかくした。

『出発前のブリーフィングで何度も説明されてたのに！』

　げ。

　しまった。グリペンのことが気になってすっかり上の空になっていた。藪やぶ蛇へびだ。

　八や代しろ通どおりが溜ため息いきをつく。

『まぁいいさ、もう一度共有しておこう。こいつだ』

　ディスプレイに画像イメージが転送されてくる。無色透とう明めいの……ボール？　シャボン玉を思わせる球体がいくつも繫つながっている。理科室の分子モデルでも見ている気分だ。それが百マイルほどの間かん隔かくを置いてモンゴル南部に浮うかんでいる。

『レーダー装備の滞たい空くう監かん視し用プラットフォームだな。デカブツだが中身は多分不活性のガスだ。自律飛行はできない代わり恒こう常じよう的に数百キロ四方を監かん視しできる。あいつらがいる限り、こちらの動きは全て筒つつ抜ぬけだ』

「じゃあ、それを墜おとせば」

『ああ、連中から俺おれ達たちの姿を隠かくせる。逆にこちらのレーダー監かん視し網もうで敵の動きをとらえられるってわけだ』

　なるほど、攻こう守しゆを入れ替かえるのか。少なくとも発はつ掘くつが終わるまでは南モンゴルに安全地帯を作り出せる。人間の世界を確保できる。

『他に質問はあるか？　ないならそろそろ仕事の時間だ。ＢＡＲＢＩＥ隊、交戦許可』

　コピー！　の応答とともにイーグルがスピードを上げる。遅おくれてファントムがスロットルを開いた。先導する二機に置いていかれないようエンジンパワーを上げる。悩なやむのはあとだ。今は目の前の敵に集中。

　大気の流れが変わる。重々しい唸うなりを上げてキャノピーを叩たたいてくる。ザザッとノイズが響ひびいた。彼方かなたに銀光が走る。レーダーコンタクト、来た。

「マスターアームオン！　ＢＡＲＢＩＥ０１、エンゲージ！」

　ミサイル発射。打ち出した弾だん頭とうが敵機を正面から砕くだく。爆ばく炎えんを回かい避ひして二機、三機とザイが突つっこんできた。

　互たがいに轟ごう音おんを撒まき散ちらしつつ交こう叉さ、背後を狙ねらいドッグファイトに入る。急旋せん回かいのＧが一気に操縦桿かんを重くした。筋肉と骨が軋きしみ声を立てる。歯を食いしばりながら視線を巡めぐらし敵てき影えいを探した。斜ななめ上方、航こう跡せき雲。

　ロックオン。

「ＦＯＸ２」

　リリースされたミサイルが九十度、向きを変え飛ひ翔しようしていく。グリペンのコントロールに従い猛もう加速、旋せん回かい中のザイの腹を食い破った。

　その頃ころにはもうイーグル達たちも戦果を上げている。乾かわいた空にいくつも炎ほのおの華はなが咲さいていた。

「滞たい空くうレーダーはどこだ」

「二時の方向、距きよ離り１４」

　グリペンの指示に基づき機体を動かす。こちらの目的に気づいたのか、敵が集中してくる。ガラスの煌きらめきが四つ、前方の空に螺ら旋せん状の飛行機雲コントレイルを刻み近づいてくる。

　付き合ってられるか。

　ミサイルを更さらに二発リリース。誘ゆう導どうはグリペンに任せてスロットルを全開にした。

　螺ら旋せんの中央に突つっこむ。逆落としで迫せまる敵にこちらのミサイルが着ちやく弾だんした。もう一発が左からくるザイを撃げき破は。開いた包囲の穴に機体を滑すべりこませる。抜ぬけた。

「ターゲットインサイト、ワン・オ・クロック」

　風船の塊かたまりめいた物体が遠くに見える。相対速度が大きいせいだろう。みるみるうちに距きよ離りが縮まっていく。球体のそこかしこから激しい火か箭せんが延びてきた。白はく煙えんを引いて小型の迎げい撃げきミサイルまで迫せまってくる。

「こ……のっ！」

　機体をバンクさせ弾だん幕まくの隙すき間まに入る。接近するミサイルを機関砲ほうで打ち砕くだき、照準に目標をとらえる。

　トリガーを引き絞しぼった。ストロボライトのような光が弾はじけ風船に吸いこまれる。プス、プス、プスと穴が空き表面が膨ぼう張ちようした。一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、激しい爆ばく発はつが視界を満たす。自衛火器にでも飛び火したのか。危あやういところで操縦桿かんを傾かたむけ爆ばく風ふうを避さけていた。飛び散った破片が機体を叩たたく。ゴツゴツと嫌いやな音がした。

『無茶しすぎです、慧けいさん！　強引にもほどがありますよ！』

　背後から緑のドーターが追いかけてきた。周囲に敵てき影えいはなし。残してきたザイをファントム達たちが処理してくれたらしい。

　首と顎あごの筋肉を動かしインカムの位置を調整する。戦術マップに視線を落とし。

「悪い。でもレーダーサイトっていくつかあるんだろ？　さっさと潰つぶしてかないとまずいかなって。おまえもほら、速そつ攻こうって言ってたし」

『速そつ攻こうと無む謀ぼうは違ちがいます。だいたい慧けいさん、今自分がどれだけ弾たまを使ったか分かっていますか？　バーバチカが出てきた時に残ざん弾だんゼロとか笑えないですよ』

　心が冷える。ウェポンリリースボタンから指を離はなしミサイルの数を確認する。一つ、二つ、三つ。残ざん弾だん四。

「やっぱり……来るかな」

『来るでしょうね、間ま違ちがいなく』

　ファントムが翼つばさを並べてきた。次のターゲットに向けて編隊を組み直す。

『いくら情報を伏ふせたところでこれだけの戦力が動いているんですから、遠からず露ろ見けんしますよ。そしてウランバートルからハンボグドへは直線で五百キロ。戦せん闘とう機なら三十分とかかりません。戦せん闘とうを確認してから動き出しても十分間に合います』

「勝てるのか」

　言ってから後こう悔かいする。無意味極まりない質問だ。仮に負けだと聞かされたら唯い々い諾だく々だくと受け入れるのか？　あるいは尻尾しつぽを巻いて逃にげ帰るのか。ありえない、ただ気持ちが滅め入いるだけだ。

　だがファントムは少し考えた後『七割五分』と答えてきた。

「え？」

『私達たちの勝率です。正直私とグリペンだけではきついと思っていましたが、イーグルが加われば話は別です。よほどのことがない限り勝てるでしょう』

「そ、そうなのか？」

　予想外の回答だった。

「てっきり五分五分って言われるのかと思ったけど」

『互たがいの機数だけ見れば同じですからね。そう考えたくなるのも分かります。ですが所属機の世代まで考えれば分は私達たちにあります』

「世代？」

『端たん的てきに言えば戦せん闘とう機の要求仕様の違ちがいです。技術と戦術の変化が時代ごとに必要とされるファイター像を変えていく。ミサイルがある時期とない時期、レーダーがある時とない時では軍用機のあり方も違ちがうでしょう？　つまりはそういうことです』

「ん、んん？」

　よく分からない。だがファントムは気にした様子もなく続けた。

『第１世代は亜あ音速のジェット推進、第２世代は超ちよう音速飛行とレーダー、第３世代で電波ホーミングミサイルの運用能力、第４世代ではアフターバーナーと電子機器の充じゆう実じつ、第５世代はステルス・スーパークルーズといったところですね。ちなみにグリペンのような最新型の非ステルス機は４世代以上、５世代未満ということで４・５世代機なんて呼ばれています。バイパーゼロも同じですね』

「そうなのか」

『ええ。ちなみに私が第３世代、イーグルが第４世代なので、今モンゴルにいる独どく飛ひの戦力は平均で３・８世代となります。顧かえりみてロシア側はＳｕ‐27Ｍ‐ＡＮＭジュラーヴリクが第４・５世代、ＭｉＧ‐29ＳＭＴ‐ＡＮＭラーストチュカが第４世代、そしてあのディー・オーと呼ばれるアニマがＭｉＧ‐21だとして第２世代、平均で３・５世代というところです。もうお分かりでしょう。私達たちの方が戦せん闘とう単位としてより新しく、より強力なんですよ』

　強力。

「うーん」

『なんですか、その微び妙みような反応は』

「いや、だって３・８と３・５じゃちょっとしか変わらないだろ？　誤差の範はん疇ちゆうじゃないか？」

『嫌いやな言い方をしますね。私が必死に勝利の理由をこじつけているのに、けちをつけるつもりですか』

「こじつけ!?　こじつけって言ったか今、おまえ!?」

『あら、つい本音が』

　うわぁあ！　やっぱりこいつと話すの嫌いやだ！　どんどん気分が重くなっていく。最悪だ！

『冗じよう談だんはさておき、慧けいさん、一世代違ちがえばまったく戦力の次元が異なってくるのが空戦の世界です。第２世代の機体が束になりかかっても第３世代の機体には太た刀ち打ちできません。だから少なくとも旧世代機が一機混ざっている時点で敵は劣れつ勢せいなんです。あとは彼かの女じよ達たちの最さい新しん鋭えい機、中ちゆう核かくとなる機体さえ墜おとしてしまえばいい』

「最さい新しん鋭えい機」

　Ｓｕ‐27Ｍ‐ＡＮＭジュラーヴリク。クロームオレンジの固有色を持つアニマ・ドーター。

『三機がかりでＳｕ‐27を仕留める。これが私達たちの作戦です』

　ファントムはきっぱりと言い切った。

　単純だが確実なアプローチ。三対三ではなくまず三対一に持ちこみ、質量ともに圧あつ倒とう的てきな優位を確保する。唯ゆい一いつ不安があるとすれば。

「ディー・オーが何か妙みような装備を持っていたらどうする？　おまえが言っていたみたいに〈誘ゆう蛾が灯とう〉クラスの秘密兵器をつけてきてたら」

『その時は先にディー・オーを叩たたきます。機体のシルエットさえ見ればある程度改造の度合いも分かりますから、会敵時点で目標変へん更こうを指示します』

「ふむ」

　確かに、今の通り進めば負けはない。七割五分の勝率。四戦して三勝するマッチング。油断しなければほぼ不安はないはず。だが。

「慧けい」

　グリペンの声が強こわばった。

「未確認の飛行物体が二機、高速で接近中。方位３２０、距きよ離り１６。接せつ触しよくまであと二分」

「ザイか？」

「ネガティブ。ＥＰＣＭ反応なし。ＥＧＧ検知。パターン……ドーター」

　！

『来ましたね。イーグル、ザイ掃そう除じは中断です。先にロシアの穴あな熊ぐまを片づけますよ。タクティカル・リンク。ターゲット・インディケーション』

　戦術状じよう況きよう画面に複数の情報が上書きされる。接近中の光点にアルファベットの識別子と脅きよう威い情報が付ふ与よされた。ＥＮ０１、Ｓｕ‐27Ｍ‐ＡＮＭ、脅きよう威いレベル：高。ＥＮ０２、ＭｉＧ‐29ＳＭＴ‐ＡＮＭ、脅きよう威いレベル：中。あと一機は……？　姿が見えない。マップの縮尺を下げてみるも接近中の機体は二機のみだ。

『よぉ兄さん、馬ば鹿かどもの包囲は抜ぬけられたようだな。無事で何よりだ』

　無線が割りこんでくる。ややハスキーな声は聞き違ちがえようもない、ジュラーヴリクだ。相も変わらず尊大で人を食った口調。

『あたしのアドバイスは役に立っただろ？　できればもう一つの注意も真しん摯しに受け止めてほしかったがな。命が惜おしければさっさと引き揚あげろ──警告したはずだぜ？』

　突つき放すような台詞せりふに心が冷える。操縦桿かんを握にぎる手に力がこもった。

「ジュラーヴリク、俺おれ達たちは」

『おっと、悪いが話し合いの余地はない。言っただろう？　二度目の慈じ悲ひはないと。残念だよ。こんな形でベルクトの恩人を失うことになるなんて』

　くすりと笑う。電波向こうの空気が変わった。刃やいばのごとき殺気が吐と息いきにこもり。




『蹂じゆう躙りんしてやるよ』




　ぞっとするような宣告、次いでレーダー警報が鳴なり響ひびいた。ロックオン、マップ上の光点が複数に分かれる。

　ミサイル！

「グリペン！　ブレイク！」

　急旋せん回かいしながらチャフ・フレアを放出。炎ほのおとアルミの壁かべが敵てき弾だんを吞のみこみ誘ゆう爆ばくさせた。

　オレンジとアクアマリンの機体が駆かけ抜ぬけていく。ともに双そう発はつ・双そう垂直尾び翼よくの流りゆう麗れいなシルエットだ。オレンジの機体は通常の主しゆ翼よく・尾び翼よくに加えてカナードまで持っている。空気が振しん動どうし衝しよう撃げき波はが押おし寄せてきた。速い！

『慧けいさん、ドッグファイトに付き合わないでください！　相手の方が機動性は上です、深追いすると食われますよ！』

「そんなこと言っても！」

　追いかけない限り攻こう撃げきできない。黙だまって飛んでいたら一方的に狙ねらい撃うたれるだけだ。

　長く延びた飛行機雲は太陽の下で二つに分かれ大きくターン、こちらへと戻もどってくる。ガンが咆ほう哮こうし火か箭せんが延びてきた。左右対たい称しようの美しい機動に感かん嘆たんしつつ機体を翻ひるがえす。

「どうするんだよ」

『私とイーグルが勢せ子こになります。グリペンの射程範はん囲いに誘ゆう導どうしますから非砲口照準オフボアサイトで狙ねらい撃うってください。誘ゆう導どう能力が高い分、こちらの攻こう撃げきが有利なはずです』

「ディー・オーの姿が見えないけど」

　不意打ちを食らわないか、不安が残ると思ったが。

『三重に走査をかけましたが先方のＥＧＧは二つのみです。発進前に何かトラブルが起きたのかもしれません。いずれにせよ私達たちの作戦に変へん更こうはなしです。数の優位を生かして一気に追おい詰つめます。情けは無用ですよ』

「……了りよう解かい」

　スロットルを引き機体を立て直す。あえて敵から離はなれる方向に進路を取った。イーグルとファントムはターゲットを追いかけていく。ガンレンジに入ると、敵味方ともアニマ機特有の鋭えい角かく的な機動で背中を取り合い始めた。

　ピーと電子音が響ひびき戦術マップに座標が表示された。ターゲットの未来位置、移動ルートが送られてくる。ここに誘さそいこむということか。

「グリペン、作戦は理解できてるな？」

「うん」

「ＯＫ、じゃ行こう」

　なるべく遠回りに目標地点へ近づいていく。あまり直線ルートを取ると気取られてしまう。あくまで回かい避ひ行動のため、空戦への参加を戸と惑まどっているような動きで。

『あー、もう！　全然あたんない！　超ちようむかつく！』

　一部本気で戦っている奴やつがいるが無視する。ファントムの狙ねらい通り、戦場が徐じよ々じよに目標地点に近づいてきた。あと五ノーティカルマイル、四ノーティカルマイル、三ノーティカルマイル。

「ロックオン」

　グリペンの声が響ひびいた。全周ディスプレイの右手、遥はるか遠方の目標にターゲットコンテナが重なっている。真っ赤に輝かがやき獲え物ものの捕ほ捉そくを伝えていた。

「……ＦＯＸ２」

　一いつ瞬しゆん迷った後、ウェポンリリースボタンを押おしこむ。ジュラーヴリクのことはどうしても敵だと思いづらい。テロリストの襲しゆう撃げきを報しらせてもらった恩もある。だが迷ってはいられなかった。やらなければこちらがやられる。空対空ミサイルに撃うち抜ぬかれてしまう。

　ガクンと機体が動どう揺ようし長なが柄えの飛ひ翔しよう体が右手後方に飛んでいった。白はく煙えんを引きながら猛もうスピードで黒点に向かっていく。ジュラーヴリクは……回かい避ひ機動に入ったか？　だが遅おそい、この間合いではグリペンのコントロールする弾だん頭とうを避さけられない。

　当たる。

　続く破は壊かいと閃せん光こうを予測した時だった。

　唐とう突とつにミサイルの軌き道どうが変わった。百八十度回転し頭こうべを垂れる。

　爆ばく発はつ。

　ジュラーヴリクは銀ぎん翼よくを煌きらめかせながら上じよう昇しようしていった。クロームオレンジの機体にはわずかな傷も見当たらない。

　な……。

「何やってるんだよグリペン。外したぞ!?」

「そんな」

　喘あえぎ声が伝わってくる。息を吞のんで「もう一度」とつぶやいた。

「シーカーオープン、ロックオン」

　ターゲットコンテナが赤く点てん滅めつする。一呼吸おき、機体をバンクさせながら兵装をリリースした。再度のミサイル発射。緩かん曲線の軌き道どうを描えがく弾だん頭とうは、だがやはり敵にたどりつく前に爆ばく発はつする。

「噓うそ、なんで」

「どうしたんだ。一体何が起きてるんだよ」

　ザァっと無線が入ってきた。切せつ迫ぱくしたファントムの声が響ひびく。

『慧けいさん、割りこみを受けてます。彼かの女じよ達たち、グリペンのＥＧＧと同じ波をミサイルにぶつけているんです。誘ゆう導どう波を上書きして、迷走させる感じで』

「そんなことできるのか？」

『原理上は不可能ではありません。グリペンにラファールを操縦させた時と同じですよ。ＥＧＧを変調させて別の機体に合わせる。波の放出先をドーターにするかミサイルにするかの違ちがいです。もちろん事前に相手のＥＧＧパターンを押おさえておく必要はありますが』

　再度、爆ばく音おんが生じる。イーグルの放ったミサイルが中空で同士討ちしていた。弾だん頭とうの破片が虚むなしく地上に落ちていく。耳元で舌打ちの音が響ひびいた。

『どうもこちらのＥＧＧがサンプリングされているようですね。ミサイルは当たりません。機関砲ほうで仕留めないと』

「ちょ、ちょっと待てよ。相手のミサイルはこっちに当たるんだろ？　なのに俺おれ達たちはガンで戦うのか？　無茶だろ」

『無茶でもなんでもやるしかないでしょう。とにかく高度を取って相手の頭を抑おさえる形で──』

　ビーと警告音が響ひびきわたった。ロックオンアラート。敵ミサイル接近、二発。

　奥おく歯ばを食いしばって操縦桿かんを倒たおす。だが逃にげた先でも別のレーダー信号につかまった。今度はラーストチュカの照準だ。アクアマリンの装そう甲こうキャノピーがこちらを睨ねめつけている。

『ジュラを撃うったな、イポーシュカ。地じ獄ごくに落ちろ。犯おかした罪の重さに震ふるえて死ね』

　呪じゆ詛そのような声に背筋が寒くなる。距きよ離りが近い。今度はこちらの回かい避ひスペースがない。チャフ、フレア？　間に合わない。やられる。

　刹せつ那な、光の雨がラーストチュカの前を塞ふさいだ。アクアマリンの機体が翼つばさを翻ひるがえす。砲ほう撃げき？　陽光を遮さえぎり山やま吹ぶき色のドーターが急降下してくる。

「イーグル！」

『ちょこまかちょこまか鬱うつ陶とうしいし！　もう作戦とかどうでもいいよね!?　イーグルが全部墜おとしちゃえばいいんだし！』

　ガトリングガンが唸うなりを上げラーストチュカの尾び翼よくを狙ねらう。山なりの弾だん道どうをかわしながらアクアマリンのドーターは高度を落とした。ロールと増速を同時に行いイーグルの背後を取ろうとする。イーグルは即そく座ざにエアブレーキ、ラーストチュカの突とつ撃げきをやり過ごし、また追つい跡せきを再開した。

『逃にげるなー！』

　完全に頭に血が上っている。危機から救ってくれたのはありがたいが、やや危あやうい感じだ。周りが見えていない。ジュラーヴリクは……ファントムと向き合っているが。

『イーグル！　突とつ出しゆつしないでください！　こちらのカバーが間に合いません！』

『カバーなんていらない！　敵は二機しかいないんだから、すぐ倒たおしてそっち行くもん。あとちょっと距きよ離りが詰つめられれば！』

　その時、何かが光ったように思えた。空の色が揺ゆらいでいる？　イーグルの左手の空間が波打っている。

（なんだ？）

　目がかすんでいるのか、瞬まばたきして頭を振ふった瞬しゆん間かん。

『イーグル！』

　ファントムが強引なマニューバでイーグルの左手に飛びこんだ。直後、何もない空間から機関砲ほう弾だんが放たれる。激しい光の粒つぶがファントムの尾び翼よくを食い破った。黒こく煙えんが吹ふき出し破片が飛び散る。

　な。

『何!?』

　イーグルの悲鳴に鋭するどい風切り音が重なった。ぬるりと大気の青を脱ぬぎ捨て、何かが陽光の下に出てくる。大きい。Ｆ‐15Ｊよりも更さらに一回り、二回りでかい。巨きよ大だいな主しゆ翼よくとストレーキが一体となり女め雛びなのようなシルエットを生み出している。二枚の垂直尾び翼よくが根元から動いていた。見たこともない機体だ。菱ひし形がたの機首、扁へん平ぺいな胴どう体たい、コンパクトなキャノピー、全てが未知の思想に基づき作られた戦せん闘とう機であることを示している。

　不明機は双そう発はつのエンジンを唸うならせると急きゆう上じよう昇しようした。あたかも水面に飛びこむように再度、空の青に溶とけこんでいく。

　なんだ。

　なんだあれは。

「グリペン、レーダー探知は!?」

「ネガティブ・コンタクト！　ＥＧＧも検出できない。目標を完全にロスト」

『なんてこと……』

　ファントムの喘あえぎ声が響ひびいてくる。愕がく然ぜんとした様子で。

『ディー・オー、そういうことですか。だから存在を伏ふせていた。切り札として取ってあった。やられました。もっと早く気づいていれば』

「おい、なんの話だ。奴やつのことを知っているのか」

『21、ドヴァーッツァチ・アヂーン。だからディー・オー。私達たちの推測は間ま違ちがっていません。ただあれはＭｉＧ‐21ではありません。開発コードＩ‐21、またの名をＴ‐50。戦術航空機先進航空複合体。──ＰＡＫ ＦＡ、第５世代機です』

　ロックオン警報が鳴なり響ひびく。今度は直上から短たん距きよ離りミサイルが降ってきた。母機の姿は確認できない。ただ波は紋もんを思わせる揺ゆらぎだけが宙に残っている。奥おく歯ばを食いしばりパワーダイブ、フレアをばらまき難を逃のがれる。

「第５世代機だって……？」

　数分前、ファントムはなんと言ってた？　戦せん闘とう機の性能は世代によってがらりと変わると。一世代進めば旧型機ではまったく歯が立たなくなると。こちらの戦力は第４・５世代機のグリペンと第４世代機のイーグル、第３世代機のファントム。それでバーバチカに勝てると思っていたのは他でもない、ディー・オーを第２世代機と思っていたからだ。なのに第５世代機？　独どく飛ひには存在しない、次世代機のアニマ。

『そうさ、初公開だよ！』

　ジュラーヴリクが嗤わらった。心底愉ゆ快かいそうに、嗜し虐ぎやく的な声こわ音ねで。

『レーダーステルス、スーパークルーズ、ＡＥＳＡ。ＥＧＧをシールドしているからおまえらアニマでも簡単には見つけられないぞ。固有色は玉虫色イリデツセンス、そう、こいつは対ザイ戦じゃなく対アニマ戦に特化した機体だ！』

　オレンジとアクアマリンの機体が突つっこんでくる。力任せにこちらを包みこみ押おし潰つぶすつもりだ。レーダー波が四方八方から押おし寄せてくる。不可視の網あみに絡からめ取られた気分。逃にげ場ばがない。右に行っても左に行っても敵の顎あぎ門とに嚙かみ砕くだかれる。

　スロットルを開く。スピードを上げなんとか敵の照準から逃のがれようとする。突とつ出しゆつした瞬しゆん間かん、だが唐とう突とつに機関砲ほう弾だんを浴びせかけられた。左手の空間が揺ゆらいでいる。ディー・オー、いや、パクファか。火花の塊かたまりが機体を震しん動どうさせ、左主しゆ翼よくが爆ばく発はつする。「っ！」とグリペンが悲鳴を上げた。

「大だい丈じよう夫ぶか！」

「平気……戦せん闘とうに支障はない。燃料供給フユーエルカット、自動消火装置作動」

「無理はするなよ」

　叫さけびながら左バンク。敵てき影えいを求めるも、その頃ころにはもうラーストチュカが追いついてきている。再度のミサイルアラート。イーグルはと見れば同じくジュラーヴリクに追つい撃げきされている。反はん撃げきどころか敵てき弾だんから逃のがれるので精せい一いつ杯ぱいの様子だ。

（くそっ）

　残ざん弾だんが少ない。数の優位は失われ、司し令れい塔とうたるファントムも傷を負っている。ミサイルの命中は期待できず機体性能でも水をあけられていた。動どう悸きが激しくなっている。焦しよう燥そうと恐きよう怖ふが尽つきることなくこみ上げてくる。

　まずい。だめだ。全ぜん滅めつする。

「撤てつ退たいしよう。とにかく体勢を立て直さないと、今のままじゃいいようにやられるだけだ」

「でもファントムが」

　グリペンがキャノピーの向こうを見つめている。視線の先には黒こく煙えんを噴ふく緑の機体があった。

「舵かじとエンジンをやられている。逃にげても追いつかれる」

「俺おれ達たちとイーグルで敵を防ぐ。その間にファントムを避ひ難なんさせるんだ。いくら不利でも敵を引きつけるくらいできるだろう。なんとかあいつらの探知範はん囲いから逃にげ切れば」

　言葉を強めた瞬しゆん間かん、ガクンと機体が揺ゆれた。操縦桿かんが手応えを失う。視界が傾かたむきゆるやかに回転し始めた。

「な、なんだ？　おい、グリペン、何やってるんだ。コントロール戻もどせ」

「何もしてない。ＮＦＩが……おかしくなってる。アンコントローラブル。操縦不能」

『ちょっと！　機体が勝手に……なんで!?』

　イーグルの悲鳴ではっとなった。戦術マップの自機表示は戦場から遠ざかっている。イーグルも同様。ただファントムだけが敵中に残っている。データリンクを示す線が彼かの女じよからこちらに伸のびていた。

　リモート・コントロール。割りこみ信号。強制退たい避ひ命令。

「おい！　ファントム、おまえ、どういうつもりだ！　何考えてる！」

　ふっと笑い声が響ひびいた。

『半人前と突とつ撃げきバカが殿しんがりを務めようなんてお笑い草です。余計なことは考えずにとっとと退たい避ひしてください。ここは私が引き受けます』

「引き受けるって……おまえ」

　三対二で、しかも無傷の時でさえ苦戦していたんだぞ。たった一機で敵三機を食い止める？

　無茶だろう。

　慢まん心しんも大たい概がいにしろ、せめて三機協同でと言いかけて背筋が寒くなる。

　あのファントムだぞ。無茶なことなんて先刻承知のはずだ。じゃあなぜこんな暴挙に出た？　簡単だ。自分達たち二機が援えん護ごしても失敗すると分かっているから。優勢な敵に蹂じゆう躙りんされると知っているから。

　だから被ひ害がいの極小化を図った。一機を犠ぎ牲せいにすることで残りの二機を生かそうとした。そして犠ぎ牲せいになる機体が誰だれかと言えば。

「ふざけんな！」

　迸ほとばしり出た声は悲鳴のようだった。コンソールを叩たたきインカムに向かって怒ど鳴なる。

「おまえ、負ける戦はしないんじゃなかったのか！　他の誰だれが墜おとされても自分一人は生き残るのがおまえのポリシーだろう！　人類を守るってお題目はどこに行ったんだ!?　こんなところで悲劇のヒロイン気取ってる場合じゃないだろ！」

『確かに』

　返ってきた声はひどく穏おだやかだった。何か憑つきものでも落ちたような雰ふん囲い気き。うふっと小さく笑い。

『柄がらではありませんね。本来ならここはあなた方を弾たまよけ代わりに突とつ撃げきさせるところなのでしょう。ですが、なぜでしょうね、人類を救うために生き残るべきは私ではなくあなた方だと思うんですよ』

「ファントム！」

『失敗だらけの人生でしたが最後の最後に楽しい時を過ごさせてもらいました。礼を言いますよ、慧けいさん、どうぞ息災で』

　健在なエンジンを噴ふかしてロシア機へと向かっていく。

　ジュラーヴリクが左手から、ラーストチュカが右手から迫せまる。砲ほう弾だんの雨が垂直安定板を、エアインテークを撃うち抜ぬいた。空対空ミサイルが次々と放たれエメラルドグリーンの機体を目指す。

『まず一機！』

　響ひびく哄こう笑しように叫さけび声ごえを漏もらしかけた時だった。

　ミサイルが弾はじけ飛んだ。見えざる巨きよ人じんの手でなぎ払はらわれたように真ん中から叩たたき折られる。そのまま後続の弾だん体たいを巻きこみ大地へと落ちていった。

『なんだ!?』

　ジュラーヴリクの声に奇き妙みようなノイズが重なる。甲かん高だかいサイレンのごとき不協和音。大気が揺ゆれ何かが陽光を遮さえぎる。誘さそわれるように視線を上げた。上空に細身のシルエットが見える。長大な主しゆ翼よく、大きく突つき出したレドーム、曲線的なエアインテーク。

　ラベンダーパープルの戦せん闘とう攻こう撃げき機──

「バイパーゼロ!?」

　那な覇は基地所属のドーターは横転しつつ翼よつ下かのランチャーを撃うち放った。焼けた炎ほのおの矢は中空で無数の子こ弾だんに別れ光の雲を生み出す。たまらず退たい避ひしたロシア機をバイパーゼロは急旋せん回かいで追いかけた。機関砲ほう弾だんの軌き跡せきが蒼そう空くうに黒い染みを生み出す。

「なんで、なんであいつがここに」

　喘あえぎ声は電子音に遮さえぎられた。大量の文字列がディスプレイに転送されてくる。数字とアルファベットが次々に画面を流れていった。

「ハルカが……呼んだって」

　グリペンがつぶやく。

「戦力の出し惜おしみはしない。どうせやるなら総力戦だって。イーグルと同時にバイパーゼロも召しよう喚かんして、ハンボグドまでの航路にありったけの空中給油機を投入したんだって」

「マジかよ」

　ラファール一人に日本の防空を任せてきたのか？　無茶苦茶だ。だが今はその出で鱈たら目めがありがたい。なりふり構わぬ姿勢が頼たのもしかった。

　ディスプレイに「ＹＯＵ　ＨＡＶＥ　ＣＯＮＴＲＯＬ」のメッセージが表示される。発信元はＢＡＲＢＩＥ０４、バイパーゼロ。はっとなり操縦桿かんを握にぎるとコントロールが戻もどっていた。慌あわてて機体を反転させ戦場に戻もどる。

　ピーと電子音が響ひびいた。

　──ＦＩＲＳＴ　ＰＲＩＯＲＩＴＹ：ＰＲＯＴＥＣＴＩＮＧ　ＢＡＲＢＩＥ０３．ＬＥＡＶＥ　ＴＨＥ　ＲＵＳＳＩＡＮ　ＴＯ　ＭＥ（最優先事じ項こう、ＢＡＲＢＩＥ０３の援えん護ご。ロシア機はこちらで受け持つ）

「受け持つって」

　たった一機でか？

　無理だろう。連中が俺おれ達たちのミサイルを無効化していることを知らないのか。だがバイパーゼロは止める間もなく翼つばさを翻ひるがえし短たん距きよ離り空対空ミサイルを撃うち放った。

『馬ば鹿かめ！　おまえ達たちのＥＧＧは疾とうに解かい析せき済みで──』

　ラーストチュカの笑いが凍こおりつくのに時間はかからなかった。弾だん頭とうがアクアマリンの機体に肉にく薄はくする。間かん一いつ髪ぱつ、展開されたチャフとフレアの中でミサイルが爆ばく発はつする。弾はじけた炸さく薬やくがラーストチュカの尾び翼よくと機体を縦横に切り裂さいた。

『なっ』

　黒こく煙えんを引きながらなんとか姿勢を立て直す。だがラーストチュカの動どう揺ようは収まっていない。激しい混乱と疑問が無線越ごしに伝わってきた。

『何やってんだ！　ラーストチュカ。遊んでる場合じゃねぇぞ！』

『違ちがう、違ちがうジュラ。こいつ、何かおかしくて』

　バイパーゼロは鋭えい角かく的なターンを決めると再度射界にロシア機をとらえた。ロックオン。ジュラーヴリクが歯ぎしりする。

『パクファ！　ラーストチュカと一いつ緒しよにそいつを叩たたけ。あたしは死に損ぞこないのロートルを片づける！』

　反転しファントムに向かっていく。再度「ＰＲＯＴＥＣＴ　０３」のテキストメッセージが表示された。ええい分かった！　任せるよ、任せりゃいいんだろ！

「グリペン、イーグル、とにかくファントムに追いつくぞ！　あいつをこの空域から離り脱だつさせる。あとの話はそれからだ！」

『了りよう解かい！』の返事を待たずにスロットルを開いていた。大気の音が激しくなる。乱れた気流が機体をガクガクと振しん動どうさせた。

　ファントムのいる空域にはまだ距きよ離りがある。間に合うか？　いや間に合わせる。絶対見殺しになんてしない。

　バイパーゼロはロシア機二機の攻こう撃げきを器用にかわしていた。ゆらりゆらりと機体を移動させ敵の射線から逃のがれている。相変わらずパクファの姿は見えないのに脅きよう威い的な回かい避ひ能力だ。いや……見えている？　全ての動きを察知しているからこそ複数の敵を相手取れている？

　なぜ。

　視線を戦術マップに落とす。ロシア機の位置、バイパーゼロの進路、双そう方ほうが機動を読み合い少しでも有利なポジションを取ろうとしている。バイパーゼロは敵の死角を探るように。ロシア機はツーマンセルの利点を確保できるように。猟りよう犬けんたるラーストチュカと不可視の狙そ撃げき手たるパクファ、両者の強味を活いかそうとして──

（あ）

　はっとなった。

　そうか、消去法だ。光学的・電波的に不可視と言っても物理的に消えているわけではない。他の物体の前を通ればその姿を隠かくしてしまう。だから理想のフォーメーションを追い求めれば追い求めるほどパクファは味方の前方を横切れなくなる。ラーストチュカ・ジュラーヴリクの進路上に彼かの女じよは存在しえない。

　見えている敵の軌き道どうを予測しパクファの移動先から除外する。この演算を高速に繰くり返していけば相手の位置を高確率で予想できる。言うは易やすく行うは難し。刻々と変わる戦場の状じよう況きようを秒単位で把は握あくすることなど普ふ通つうは無理だろう。だが独どく飛ひの中でも特異な存在であるバイパーゼロならあるいは。

『っ！』とラーストチュカが軋きしり声を上げた。忌いま々いましそうに翼つばさを翻ひるがえし。

『こいつ！　ＥＧＧがころころ変わって動きが読めない！』

　バイパーゼロの外装が明めい滅めつしている。最初は気のせいかと思ったが、ややあって色の変化が明白になる。紫むらさきから藍あい、ついで青、緑色に。次から次に固有色を変え周囲の空気を塗ぬり替かえていく。虹にじ色いろのドーターは急角度で上じよう昇しようするとロケット弾だんを放った。虚こ空くうにいくつもの火球が弾はじける。外した？

『はっ！　馬ば鹿かが！　どこを狙ねらって──』

　瞬しゆん間かん、何かが炎ほのおの灯あかりを反射した。ぐにゃりと空間が歪ゆがみ巨きよ大だいな怪かい鳥ちようのシルエットをあぶり出す。『しまっ……！』とラーストチュカが悲鳴を上げた。

『パクファ！　逃にげろ！　ミサイルアラート！』

　警告は一いつ瞬しゆん遅おそかった。空のひずみに向かって白い槍やりが次々と着ちやく弾だんする。激しい爆ばく発はつがパクファの機体を跳はね上げた。翼つばさと胴どう体たいから幾いく筋もの煙けむりを引き降下していく。続けてラーストチュカの至近でもミサイルが弾はじけた。

『こんな……馬ば鹿かな』

「慧けい！」

　グリペンの叫さけびに視線を戻もどす。ジュラーヴリクの機き影えいが接近していた。ターゲットコンテナがクロームオレンジの機体をとらえる。反射的にウェポンリリースボタンを押おしこんでいた。

「ＦＯＸ２！」

　発射したミサイルは、だがやはり敵の手前で爆ばく発はつする。当たらない。畜ちく生しよう、こちらは状じよう況きよう変わらずか。残ざん弾だんは……一。

「グリペン、ミサイルの誘ゆう導どうはもうやめだ」

「え？」

「どうせ当たらない。普ふ通つうに赤外線ホーミングでぶっ放そう。少なくとも向こうがＥＧＧで妨ぼう害がいしてきても裏はかける」

「で、でもただミサイルを撃うってもドーターの機動で避けられるだけで」

「ああ、だが避けてくれる分、時間は稼かせげる。俺おれ達たちの活路が開ける」

「え……？」

「いいから行くぞ！　イーグル、今からこっちの言う通りに動けるか？」

『な、何？』

　手短に説明しながらアフターバーナー点火、急激な燃料消費を確認しつつジュラーヴリクを追う。リリースボタンを押おした。最後のミサイルがパイロンから離はなれる。

『何度やっても同じだ！　分からない連中だな！』

　ジュラーヴリクは軽く翼つばさを動かしてから、だが攻こう撃げきがアニマによるものでないと気づいたのだろう。ＥＧＧジャミングを放ほう棄きし急旋せん回かいで回かい避ひ機動に入る。機械的なシーカーではその動きに追つい随ずいできない。ミサイルは呆あつ気けなく目標を見失った。放出されたフレアに幻げん惑わくされ信管を起き爆ばくさせる。赤黒い煙けむりを置き去りにしてクロームオレンジのドーターはすぐにまたファントムの背中を目指した。もはや逃とう走そうさえままならない相手をロックオンする。凶きよう暴ぼうな唸うなり声を上げ、空対空ミサイルを放とうとした時だった。

「グリペン、耐たいショック！」

　全身の筋肉を強こわばらせて操縦桿かんを引く。アフターバーナーの推力と緩かん降下の位置エネルギーは機体をジューラーヴリクの直下にもぐりこませていた。真下からすくい上げるようにコクピットを叩たたきつける。最も重装そう甲こうのキャノピーが敵機の腹を押おし上げた。

『な、に！』

　バランスを崩くずしかけて、だがすぐジュラーヴリクは体勢を立て直した。エルロンを稼か働どうさせ機体を平行に戻もどす。

『カミカゼかよ!?　だがそんなへっぴり腰ごしじゃ』

　──！

　続く言葉は声にならなかった。真横からイーグルが滑すべりこんできている。いや、違ちがう。丁度イーグルの射線にジュラーヴリクが弾はじき飛ばされたのだ。他でもないグリペンの機動によって、意図を悟さとられることなく。

『くそったれが！』

　悪態が機関砲ほうの射しや撃げき音に搔かき消される。焼けた弾だん頭とうがジュラーヴリクの機体を、主しゆ翼よくを、垂直尾び翼よくを容よう赦しやなく撃うち抜ぬいた。炎ほのおが破口より噴ふき出しすぐ白い煙けむりに変わる。自動消火装置が働いたのか、だが砲ほう撃げきより逃のがれた機き影えいは明らかに機動性を落としていた。損傷が空気抵てい抗こうとなりマニューバの切れを奪うばっている。

「くそっ、墜おとせないか！」

　二機がかりで燃料と武装のほとんどを使ったのに。ロシア機ってのは化け物かよ。

　あとはもう本当に力押おしでいくしかない。今度こそ正しよう真しん正しよう銘めいの体当たりが必要になるかもしれなかった。だがあとには引けない。彼かの女じよ達たちがどうあってもファントムを墜おとすつもりなら自分達たちは身を呈ていして防ぐのみだ。ガンの弾だん数すうと残燃料を確認し次の行動に移りかけた時だった。

『ふざけるな！』

　鋭するどい一いつ喝かつが響ひびいた。ジュラーヴリクだ。一いつ瞬しゆんびくりとするも叫さけび声はこちらの反応を待つことなく続いた。

『冗じよう談だんじゃない。あたし達たちはまだやれるぞ！　撤てつ退たいなんてもっての他だ。日ひ和よってんじゃねぇ！』

『ジュラ、限界だ！　損害が大きすぎる！』

　ラーストチュカが悲鳴とともに乱入してくる。バイパーゼロの追つい撃げきを振ふり切りながら必死にリーダー機の援えん護ごを試みた。

『ありえない、ありえない。このあたしが、栄光あるバーバチカが撤てつ退たいなんて！』

『命令違い反はんになる！　パクファ、ＥＷ起動！　スモーク・オン！』

　アクアマリンの機体が煙えん幕まくを引きジュラーヴリクの姿を隠かくす。同時にパクファも残兵装をバイパーゼロに向かい撃うち放っていた。バイパーゼロが機関砲ほう弾だんでミサイルを撃うち落おとすのとパクファが煙えん幕まくを噴ふん射しやするのはほぼ同時だった。視界が煙けぶり空が斑まだらな灰色に満たされる。

　ややあって煙けむりが晴れた。

　乾かわいた空にロシア機の姿はない。到とう着ちやく時と同じ、ただただ広い空と大地だけが広がっていた。

「勝った……のか」

　全身から力が抜ぬける。緊きん張ちようが解けた瞬しゆん間かん、身も心も分解してしまいそうに感じられた。骨も筋肉も神経も、何もかもがボロボロになっている。

　何秒か虚きよ脱だつした後、我に返る。そうだ、ファントムは!?

「大だい丈じよう夫ぶ、健在」

　グリペンがキャノピーの左手前方を示した。緑の機体が空を舞まっている。エンジンの半分を潰つぶされながらまっすぐに飛行していた。

（はっ）

　笑い声が漏もれた。

　ははっ。

　よかった。

　よかった。誰だれも死ななかった。

　涙なみだが出てくる。悲しくないのに嗚お咽えつが止まらなかった。

「慧けい？」

　グリペンが怪け訝げんそうにこちらをのぞきこんでくる。

　静せい寂じやくを取り戻もどした空に無線が響ひびき渡わたった。

『ホームよりＢＡＲＢＩＥ隊、臨時空港の設営を完かん了りよう。空中哨しよう戒かいはＢＡＲＢＩＥ０４に任せ一時帰き還かんせよ。繰くり返す、ＢＡＲＢＩＥ隊は一時帰き還かんし──』




　臨時空港は砂さ漠ばくの只ただ中なかにあった。

　もともと鉱山施し設せつ用の滑かつ走そう路はあったのだろう。誘ゆう導どう路ろ脇わきに古びた標識や看板が残っている。エプロン脇わきに立つプレハブは真新しい。トラックや電源車両が忙せわしなく視界を行き交っていた。

　イーグルに続いてタッチダウン、エプロンに向かう。キャノピーを開放すると乾かわいた風が吹ふきこんできた。地面に降り立った瞬しゆん間かん、今度こそ本当に肩かたの強こわばりが抜ぬける。

（生きて……帰ってこられた）

　全員無事で、誰だれ一人ひとり欠けることなく。

「おぉ？」

　妙みような声に振ふり向くと桃もも色いろ髪がみの煌きらめきが落ちてきていた。避よける間もなく押おし潰つぶされる。派手に背中を打ちつけ砂さ塵じんが舞まった。

「ごめん慧けい、足が滑すべった。緊きん張ちようが解けて身体からだに力が入らない状態」

「じゃあ降りる前に言えよ。支えてやるから。折角無事帰き還かんできたのにこんなことで怪け我がしたらアホらしいだろ」

「確かに。だけどここは落下する私を優やさしく抱だき留とめてほしかった。勝利のあとの抱ほう擁ようは鉄板だと技本の人も言っていた」

「だからそのスタッフを一度俺おれの前に連れてこい！　一度ＴＰＯって言葉についてじっくり話し合ってやる！」

　埃ほこりを払はらいながら立ち上がる。とりあえず八や代しろ通どおりの姿を探していると滑かつ走そう路から排はい気き音が響ひびいてきた。エメラルドグリーンのドーターがタキシングしてくる。満身創そう痍いだが火や煙けむりは収まっていた。緊きん急きゆう車両が周囲を囲む。開いたキャノピーからおかっぱ頭の少女が出てきた。

「……」

「慧けい？」

　グリペンの肩かたを除のけ歩き出す。二、三メートルの距きよ離りに近づくとファントムが顔を上げた。「慧けいさん……」と琥こ珀はく色の目が見開かれる。

　片手を上げ思い切り頰ほおを張っていた。

　パンと乾かわいた音が響ひびく。ファントムは愕がく然ぜんとした様子でこちらを見た。

「二度とあんな真ま似ねするな」

　絞しぼり出した声は震ふるえていた。ぐっと拳こぶしを握にぎりしめ。

「俺おれはおまえが絶対死なないと信じてるから無茶ができてたんだ。誰だれかの身代わりに墜おちてもいいとか思ってるなら、もう二度と飛ばさない。今すぐこのドーターぶっこわして小こ松まつに叩たたき返してやる。本気だからな」

　ファントムは一いつ瞬しゆん息を吞のんだ後、顔を伏ふせた。むくれた様子で。

「ドーターが壊こわされたら私も死ぬことに代わりはないんですが」

「なんだ？　何か言ったか」

「……」

　しばらく「横暴」とか「女性の顔をぶつなんて」というつぶやき声が聞こえた。が、こちらの怒いかりが収まらないことに気づいたのだろう。上うわ目め遣づかいに視線を上げて。

「ごめんなさい」

「ファントムが謝あやまった！」

　グリペンが悲鳴を上げた。いつの間に追いついてきたのか、この世の終わりでも見たような表情になっている。

「まぁ」と顔を逸そらした。あまり神しん妙みようなファントムを見ているのも居心地が悪い。

「いいよ。叩たたいて悪かったな。おまえも結構派手にやられてたのに。ああ、そうだ。怪け我がはないか？　どこか具合の悪いところがあれば」

「……慧けい、それ、色々順序が逆」

　呆あきれ顔の突つっこみに焦あせりを強くしていると不意に異常を感じた。

　背後が騒さわがしい。イーグルの周りに人が集まっている。大型のドーターはダイレクトリンクの光を失い灰色になっていた。緊きん急きゆう車両からストレッチャーが運び出されている。

「なんだ？」

　白衣の巨きよ体たいが近づいてくる。八や代しろ通どおりだ。眉み間けんに皺しわを寄せ携けい帯たい端たん末まつに向けて怒ど鳴なっている。通話終しゆう了りようとともに足を止めるとぐるりと視線を走らせた。

「おまえ達たちは無事か。どこにも異常はないか」

「べ、別に大だい丈じよう夫ぶですけど」

　様子がおかしい。尋じん常じような気配ではない。見ている間にもまた一台、緊きん急きゆう車両がイーグルに横づけした。

「何かあったんですか？」

「イーグルが機能停止した」

　息が止まりかけた。

「ＥＧＧの反応も消失している。外傷はないからロシア人にウィルスでもぶちこまれたんじゃないかと疑ってるところだ。とにかく全員早期にメモリ・スキャンを行って」

　全部聞かずに走り出していた。薄うすれかけた恐きよう怖ふが蘇よみがえってくる。本当になんだっていうんだ。次から次へと！

　ストレッチャーに横たわった金きん髪ぱつ少女の顔は穏おだやかだった。まるで眠ねむっているように目ま蓋ぶたを閉じている。片手を胸に置き小さな呼吸を繰くり返していた。生きてはいる……のか？

「植物状態だ。コアが停止しているから人間でいう大脳の機能が失われている。脳幹・小脳は生きているからすぐに呼吸が止まることはないだろうが」

　追いついてきた八や代しろ通どおりが説明する。ファントムも息を切らせ駆かけ寄ってきた。白衣の男とイーグルを相そう互ごに見やって。

「コアが停止って……そんなことありえるんですか？　物理的に砕くだかれたのならともかく」

「分からん。だが実際に起きてるんだから認めるしかないだろう。というかおまえら、とっとと検査車両に行け。ウィルスが拡散したらどうする」

「ウィルスじゃない」

　ぽつりとつぶやいたのはグリペンだった。イーグルに視線を落としたまま表情を消している。

「あぁ？」

　八や代しろ通どおりは眉まゆ根ねを寄せた。しかめっ面つらで桃もも色いろ髪がみのアニマを睨にらみつける。

「適当なこと言ってるんじゃないぞ。今この状じよう況きようで何が起きてるか、どういう事態が進行しているのか、おまえに確実な答えが出せるっていうのか」

「重複排はい除じよ」

　少女は淡たん々たんと答えた。

「一つの機種に適合できるアニマは一体のみ。Ｆ‐15ＪがドーターとなるにはＦ‐15ＣやＦ‐15Ｄのドーターが存在してはならない。その原則が適用されただけ。Ｆ‐15の〈本質〉がＪ型を器にするか、他の機体を器にするか判断できなくなっている」

「他の機体……だと？」

　呆あつ気けに取られる八や代しろ通どおりの前で、だが不意に脳のう裏りを過よぎるものがあった。そもそも自分達たちがここに来た理由はなんだ。ウランバートルで目にした残ざん骸がい。奇き妙みような分ぶん析せき結果。全てが今のグリペンの話と繫つながり思いもよらぬ仮説を作り上げていく。

「ちょ、ちょっと待てよ。じゃあひょっとして、この鉱山に埋うまってるＦ‐15って」

　グリペンの顔をのぞきこむ。周囲の動どう揺ようを感じながら内心の疑問を口にしていた。

「ドーターなのか？」
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　モンゴルに対するザイの攻こう撃げきは驚おどろくほど低調だった。心配されていた鉱山への空くう襲しゆうもほとんどない。海を越こえた小こ松まつのスクランブルの方がよほど多かった、というのはあとで聞いた話だが陸伝いの敵地をなぜザイが攻せめ落とさないのか、返す返すも不思議な話だった。

『近場の観光地には意外と行かないものさ』とは舟ふな戸との言だ。帰国の遅おくれを告げる電話でひげの整備員はのんびりと言った。『いつでも行けると思うとついつい足が遠のくだろう？　ザイも同じ気分なんじゃないか』

　雑なまとめ方にもほどがある。少し真面目に考えてくださいよ、こっちは色々大変なんですから。愚ぐ痴ち交じりの抗こう議ぎに舟ふな戸とは考えこんだ。

『じゃあこんなのはどうだ。ザイは軍事基地や工業地帯をメインに狙ねらってくる。これ自体は過去の行動パターンから推測できる内容だ。で、モンゴルは周辺国に比べると工業力・軍事力が低い。だから見み逃のがされているってのは？』

　ああまぁ、それなら納得がいく。なるほどとうなずいていると舟ふな戸とは『ただなぁ』と苦笑した。

『この考え方が正しいとすると、俺おれ達たちは必死で生き残りと真逆の方向に進んでることになるぜ？　何せ対ザイ戦の準備を整えれば整えるほど、あいつらの標的になるんだからな』

　……。

　ともあれそのあともザイの接近は少なく、復旧作業は順調に進んだ。並行して残存するザイの監かん視しプラットホームを排はい除じよ、哨しよう戒かいラインを前進させていく。一日もたつと非武装の貨物機がピストン輸送で資材を運び入れ始めた。大量のプレハブや工事設備が雨後の竹の子のごとく砂さ漠ばくに立ち並んでいく。二日目の朝には予定よりも一日早く発はつ掘くつが再開されていた。

　十月九日、午前十一時。

　黄色いヘルメットをかぶり業務用のバンで採さい掘くつ孔こうに乗りつける。ファントム・グリペンとともに現場に降り立つと、丁度作業は佳か境きようを迎むかえていた。重機が地面を穿うがちトラックが土を運んでいく。巻き上げられた砂さ塵じんが大気を白はく濁だく色に染めていた。

「そろそろ上がるぞ」

　八や代しろ通どおりの声に重機の稼か働どう音が重なった。ウィンチが回転しワイヤーが巻き上げられる。砂と土をばらまきながら巨きよ大だいな物体が上じよう昇しようしてきた。半はん壊かいした垂直尾び翼よくがまず陽光にさらされる。続いてひしゃげたエンジン、骨組みだらけの胴どう体たい。当たり前だが主しゆ翼よくはない。だが想像していたより原型をとどめていた。この外観なら一目見てＦ‐15と分かる。

　そしてクレーンが旋せん回かいし機体の正面が露あらわになると。

「あぁ」

　ファントムが呻うめく。八や代しろ通どおりも鼻び孔こうを開いていた。グリペンだけがただ一人、静かに発はつ掘くつ物を見つめている。

「装そう甲こうキャノピー」

　言わずもがなのことをつぶやいたのは、まだ現実感を取り戻もどせなかったからだ。同一機種のドーターが二機存在してる。鏡像のごとき姿を露あらわにしている。

　作業員が「降ろせ！」「ゆっくり！」と叫さけんでいる。後退してきたトレーラーの荷台に残ざん骸がいが預けられた。重心や安定性を確認した後、八や代しろ通どおりに手招きしてくる。

「さて、ご対面といくか」

　大たい儀ぎそうに言って八や代しろ通どおりが歩き出す。無言のままアニマ達たちと付き従っていた。トレーラーのタラップを上り機体の脇わきにたどりつく。冷えた土の匂においが漂ただよってきた。

「Ｘ線機材、準備しますか？」

　スタッフの問いかけに八や代しろ通どおりは「いらん」と即そく答とうした。

「あとにしろ。今はとにかくこのキャノピーをこじ開ける」

「いいんですか？　機体ごとぶっ壊こわれるかもしれませんよ」

「悠ゆう長ちようなことは言ってられん。一刻も早くイーグルの昏こん睡すいを回復させないと手て遅おくれになる。心配するな。責任は俺おれが取る。重機でもなんでも好きなように使え」

　有無を言わさぬ指示でスタッフが動き出す。簡易な足場を作成。整備用の治具とワイヤー、重機の力で一枚一枚装そう甲こうを剝はがしていった。

　ガコンと重い音を立てて最後の外板が外れる。差しこむ光がコクピットの闇やみを払はらった。八や代しろ通どおりは足場をよじのぼるとコクピットをのぞきこんだ。

「まぁ……そりゃそうか」

　独り言のようなつぶやき。

　白骨化した遺体がシートに腰こしかけている。火災に巻かれたのだろう。ヘルメットや吸気ホースが溶とけたように変形していた。

　覚かく悟ごしていたからショックは少ない。年月の生み出す変色がまた骨格を作り物めいた外観にしていた。だが想定外のできごとは他にあった。

　狭せまいコクピットには座席が「二つ」確認できた。前席同様、後席にも小さな白骨死体が見える。

（複座の……ドーター？）

「こいつはＦ‐15ＤＪだな」

　八や代しろ通どおりが内部を見み渡わたす。コクピットの縁ふちに手をかけ身を乗り出した。

「ＤＪ？」

「Ｆ‐15Ｊの複座型だよ。そいつをドーター化したわけだ。だがＮＦＩは後席にしかないな。前は普ふ通つうの操縦席だ。ふん、なんでこんな設計にしてるんだ」

「前席が人間用だからではないですか？」

　ファントムが口を挟はさむ。風に揺ゆれる髪かみを押おさえながら八や代しろ通どおりの橫に並んだ。

「多分、メインパイロットは人間なんです。それをサポートするためにアニマが搭とう載さいされた。ほら、火器管制・レーダー管制系の設備が後席にいっています。基本はダイレクトリンクでコントロールするんでしょうがバックアップとして通常の設備も残しているんでしょうね」

「おい、待てよ。それって」

　思わず声を上げていた。通常のドーターとは明らかに異質・異様な有り方。だがこの構成を自分は知っている。人とアニマが互たがいを補い合うシステム、コントロール法。

「俺おれやグリペンと同じじゃないか」

「ええ」

「なんでだ？　このアニマも何か意識障害みたいなものを抱かかえていたのか。だから俺おれみたいな脳波の合う人間を乗せて」

「違ちがう──と思います」

　ファントムの目がすぼまった。

「おそらくこれが本来の姿なんですよ。私達たちとあなた方人間の」

「は？」

「慧けいさん、以前私が海うみ鳥どり島奪だつ還かん作戦の時に言ったことを覚えていますか？　あなたとグリペンのあり方は兵器として理想的だと。超ちよう常的なアニマの力を人間が制せい御ぎよして使いこなす。逆になぜ他のドーターがそうなっていないか疑問だと。これが答えです。イレギュラーは私達たちだったんですよ。あるべき姿はあなた方の方だったんです」

「ちょ、ちょっと待てよ、おまえ何言ってるんだ？　本来？　イレギュラー？」

　ザイと遭そう遇ぐうし、彼かれらの技術を吸収し、結果今のアニマ達たちが生み出された。本来もイレギュラーもあるまい。ファントムの言い方ではまるで何か雛ひな形がたとなる事象でもあったかのようだが。

「哲てつ学がく談義はあとにしろ。今は他にやることがあるだろう」

　八や代しろ通どおりは一際深くコクピットをのぞきこんだ。つま先立ちになっているので下手をすると頭から落ちてしまいそうに思える。

「後席の遺体がアニマだとすると……このへんか、すまんな」

　白骨体の中に手を滑すべりこませる。鎖さ骨こつと胸骨の間に腕うでを入れ引き出した。煤すすで汚よごれた手に輝かがやく宝石がつかまれている。

「コア」

　まさしくザイの中ちゆう枢すう、アニマ達たちの本体だった。暗くくすんだコクピットの中でそれだけが眩まばゆい光を放っている。

「俺おれ達たちのイーグルと競合しているものがあるとすればこいつか、もしくは機体自身だろう。ハンボグドまでイーグルが無事だったことを考えると、これを遠方にやるか、あるいは叩たたき壊こわせば現象は改善されるはずだ。まぁもう一度同じ事故が起こることを考えると廃はい棄きしちまうのが確実か。機体の解かい析せきはやりたいから、とりあえずコアだけぶっ壊こわしてみよう」

「え、ちょっと」

　短兵急すぎる。そんな簡単に破は棄きしていいもんじゃないだろう、コアって。

「待ってください。重複排はい除じよってどんな仕組みか分かりませんけど、もしイーグルの魂たましい？　本体でしたっけ？　がそのコアなり機体なりに巻きこまれているなら、破は壊かいしちゃまずいでしょう？　二度と戻もどってこられないかもしれませんよ」

「だとすると、たとえこいつを遠くに動かしても事態は改善しないぞ。迷って手をこまねいていたらいつイーグルの呼吸が停止するか分からん。それとも他に何か案でもあるのか」

「案」

　考えてみても意味のある内容はほとんど浮うかんでこない。ただ漠ばくとした不安が増すだけだ。確かに、何も分からないのであればまず動いた方がよいように思えるが。

「一つ、試してみたいことがあります」

　静かにファントムが言った。輝かがやくコアと後部座席に視線をやり。

「コアが残っている以上、この機体のＥＧＧは解かい析せきできますよね？　であればその周波数をモジュレータで作成してＮＦＩにアクセスできるのではないですか。機械的な動作部分は死んでいても機体の意識自体は残存しているはずですから」

「意識？」

「精神、魂たましいと言い換かえてもいいですが」

　八や代しろ通どおりは聖書の単語でも聞いたような面おも持もちになった。

「物体に意思が宿るとかオカルトもいいところだな。まぁいいさ、仮におまえの言う通り、この機体の意識にアクセスできるとしてそれがなんになる？　今の問題の解決に役立つのか」

「シャルル・ド・ゴールの件で報告したでしょう。私達たちはアンフィジカルレイヤーを下ることで事象の意味、それ自体に近づいたと。姿形を離はなれそのものが持つ本来的な意義にたどりつく。同じ話ですよ。もしＦ‐15Ｊ‐ＡＮＭもＦ‐15ＤＪ‐ＡＮＭも同一の〈本質〉を持っているとすれば源流にたどりつくことで元の流れに戻もどすことも可能なはずです」

「そのための入り口にこいつのＮＦＩを使うと？」

「はい」

「ふむ」

　八や代しろ通どおりは難しい顔になった。コアを指の中で転がし。

「技術屋としては魅み力りよく的な話だがな。しかし、忘れたのか？　そのアンフィジカルレイヤーとやらにアクセスしたせいでフランス海軍の一個艦かん隊たいはまるごと消失したんだぞ。時間と空間の狭はざ間まに迷いこんで二度と戻もどってこられなくなった。同じ危険を自ら冒おかすというのか？　ミイラ取りがミイラになりかねんぞ」

「ご心配なく。私はパラレル・マインズ経由で一度、例の世界を体験していますから。引き際は誤りませんよ。きっちりあの娘むすめをサルベージしてみせます」

　それに、と横目でこちらを見る。

「今回私はいいところなしですからね。少しは見せ場をいただきたいのです。誰だれかさんに戦力外通告されたままでは嫌いやですから」

「なんの話だ？」

「さて」とはぐらかす。琥こ珀はく色の目は相変わらず自分に向けられたままだ。ううん、やはり結構気にしているのか。まぁ誰だれかにぶたれたことなんてなさそうだしな、こいつ。根に持っている可能性は十分にある。

「鳴なる谷たに君はどう思う」

「そう……ですね」

　いきなりコアを壊こわすよりは穏おん当とうに思える。ファントムももう無茶はしないだろうし、任せてみるのもありか。「まぁ、それなら」と答えかけた時だった。

「だめ」

　鋭するどい声が響ひびいた。

　桃もも色いろ髪がみの少女がこちらの腕うでをつかんでいる。表情が硬かたい。いつになく緊きん張ちようした面おも持もちになっていた。

「それは私の役割。私と慧けいの果たすべきこと」

「はぁ？」

　お、俺おれ？

「慧けいが見なければ意味がない。他の誰だれにも代わりは務まらない」

　混乱から真っ先に立ち直ったのはファントムだった。眉まゆ根ねを寄せ向き直ってくる。

「ですがグリペン、あなたと慧けいさんではシャルル・ド・ゴールのような状じよう況きようでうまく立ち回れないでしょう？　実際慧けいさんはあの時、単独行動でザイに」

「リスクの話はしていない」

　断ち切るような口調で応じた。

「目的達成のために何が必要か話しているだけ。ファントム、あなたでは今の状じよう況きようを変えられない。貴重な時間を無む駄だにするだけ」

　さすがにファントムがむっとした顔になる。眉まゆをひそめ反はん駁ばくしようとして。

「まぁ、まぁいいだろ。とりあえずいくつか選せん択たく肢しは見えた。あとは俺おれの方で検討してみるさ」

　八や代しろ通どおりが二人の間に割って入った。少女達たちの肩かたに手を置く。

「一いつ旦たん事務棟とうに戻もどれ。この機体は詳しよう細さい検査にかける。俺おれはしばらく現場の指揮をして戻もどるからおまえらは待機してろ。いいな」

「……はい」

　ファントムはまだ不満そうだったが肩かたの力を抜ぬいた。溜ため息いきをつきバンに向かっていく。グリペンも小走りであとに続いた。

「鳴なる谷たに君、ちょっといいか」

　歩き出したところを呼び止められた。コクピットの縁ふちをつかみ、硬かたい顔を向けてくる。

「今の話、どう思った？」

「どうって」

　小首を傾かしげる。

「珍めずらしくグリペンが強情だなと思いました。普ふ段だんならあんな風にファントムに食ってかかることないのに」

「それだけか？」

　八や代しろ通どおりは低く唸うなった。半はん壊かいしたドーターを眺ながめ。

「俺おれはな、どうも気に入らん」

　舌打ちせんばかりの表情。

「あらかじめ敷しかれたレールの上を走っている気分だ。右に左にハンドルを切っているようで結局同じ目的地に運ばれている。俺おれ達たちがここにたどりつけたのは、他でもない独どく飛ひの全力投入があったからだ。それが可能だったのはラファールという予想外のスクランブル要員を迎むかえられたから。そしてラファールを手に入れるには〈誘ゆう蛾が灯とう〉の技術をベースにした新装備が必ひつ須すだった。できすぎてると思わないか？　まるで誰だれかのお膳ぜん立だてでパズルのピースを一つ一つ埋うめさせられているみたいだ」

　──慧けい、あなたは選ばないといけない。

　不思議な既き視し感かんと声が脳のう裏りを過よぎった。白はく濁だくした空間で自分は誰だれかに告げられた。ガラス玉のような目で見み据すえられ、心の奥おくの奥おくまでさらけ出して。

　──多くのものを見て多くのことを経験して、最後の最後の瞬しゆん間かんに正しい判断を下さなければならない。全てのピースが揃そろうまで慧けいを生き延びさせる、それが私の使命。

（使命？）

　誰だれの？　なんのために？

　頭が痛い。こめかみを押おさえ深呼吸すると八や代しろ通どおりの声が戻もどってきた。

「薄うす々うすそうじゃないかとは思っていたがな。さっきの話で確信した。グリペンは何かを知っている。いやひょっとするとあいつもまたレールに乗っかっているだけかもしれんがな。それがいい物か悪い物か分からん限り安易に提案を受けいれられん。できればもう少し情報を集めたいが、反面そうのんびりしている余よ裕ゆうもない。イーグルの件はもちろん、ロシア軍がいつ戻もどってくるか分からんしな。小こ松まつの防衛だってある」

「八や代しろ通どおりさんは……グリペンが俺おれ達たちを騙だましていると思うんですか？」

「あいつは人を騙だませるほど器用じゃない。そんなことは作り手の俺おれが一番よく知ってる。だが悪人でも真しん摯しには振ふる舞まえるんだ。自分が悪事をなしていると思ってない奴やつは特にな」

「……」

「すまん、面めん倒どうなことを言っているな、俺おれは」

　眉み間けんを揉もんで八や代しろ通どおりは鼻の穴を広げた。

「とりあえずグリペンの案を取り入れるなら君の覚かく悟ごも必要だ。ファントムの言うリスクは当然考こう慮りよしてもらわんといかん。それも含ふくめてどうするべきか考えてくれ。また、夕方に声をかける。答えはその時に」

　クラクションが鳴った。バンの運転手が「どうするんだ」という顔でこちらを見ている。

「今行かせる！」と八や代しろ通どおりが怒ど鳴なった。




　　　　　　　　　　＊




　宿しゆく泊はく施し設せつに戻もどり二時間ほど一人で考えてみた。

　八や代しろ通どおりの言葉、ファントムの示し唆さ、グリペンの振ふる舞まいについてもう一度じっくり思い起こしてみる。今まで自分は何を目にしてきたか、耳にしてきたのか。人ならざる少女と過ごす中でどういう判断をしてきたのか、冷静に眺ながめてみた。

（誰だれかの敷しいたレールに乗って、か）

　ベルクトのデータにあったシミュレーション、神様の行動解かい析せきと言っていたか？　それとさっきの八や代しろ通どおりの話を組み合わせればおのずと一つの仮説が導かれる。自分達たちは大いなる存在、神のようなものに突つき動かされている。自由意思はない。あたかもチェスの駒こまのように目指すべき結末に向かい黙もく々もくと行動している。そしてグリペンこそはゲームプレイヤーの代弁者、あるいはプレイヤーそのもの。だからこそ都度都度、出所不明の知識を披ひ露ろうしては自分達たちの行動を左右している。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしいと笑い飛ばすのは簡単だ。だが先ほどの彼かの女じよの言動は明らかに妙みようだった。いやさっきだけではない。ベルクトの記き憶おくを取り戻もどした時も、厚あつ木ぎ基地でシャンケルのゲームに付き合った時も彼かの女じよの振ふる舞まいはおかしかった。知らないはずのことを知っている。分かるはずがない事実を理解している。

　もはや誤ご魔ま化かすことはできない。あいつは何かの意思に基づき、何かの意図を持って行動している。

　もし彼かの女じよが人類を破は滅めつに誘いざなおうとしているなら？　人の命をゲームの駒こまのようにすり潰つぶそうとしているなら？

　俺おれはどうする。あいつを拒きよ絶ぜつするのか。おまえの言うことには金輪際従わないと言い切るのか。ノイズを遮しや断だんし、感情を切り捨て、そして。

（自分の意思で行動する？）

　いや。

　今までだって別に本音を押おし殺していたわけではない。命の危機の一つ一つに自分は必死で対処してきたし、それ以外の選せん択たく肢しがあったとも思えない。時々の思考回路さえ超ちよう常的な力に冒おかされていたと言われれば否定もできないが、であれば何を考えても無む駄だということになる。少なくとも自分は自分の信じる道を歩んできたし八や代しろ通どおりも同様だろう。舟ふな戸とも明華ミンホアもジュラーヴリクも、各おの々おのが各おの々おのの立場で最善を尽つくしている。その成果を全て神の御み業わざととらえるのは人という存在に対する侮ぶ辱じよくだ。運命なんかに行く末を決められてたまるものか。俺おれ達たちの歩みは俺おれ達たち自身のものだ。

　そこまで考えてはっとなる。かつて上海シヤンハイから生せい還かんした時、グリペンはなんと言っていた。自分達たちの出会いは運命ではないのかと訊たずねられて。

『私は多分運命を信じない』

　迷いつつも答えた。

『運命のおかげで慧けいと巡めぐり会えたなら、運命が邪じや魔ましたらあなたを見つけられなかったことになる。それは受け入れがたい』

（ああ）

　なんだ、既すでに答えは出ているじゃないか。

　あいつはレール通りに走る性格ではない。気に入らないレールがあったら引っぺがして別のルートに向け変えるタイプだ。そんな彼かの女じよが唯い々い諾だく々だくと破は滅めつへの道を受け入れるはずもない。

「よし」

　軽く伸のびをして立ち上がる。自室から出て夕ゆう陽ひの差しこむ廊ろう下かを進んでいった。

　桃もも色いろ髪がみの少女は食堂にいた。紙パックの飲み物に手はついていない。ぼうとした表情で窓の外を眺ながめている。斜しや陽ようが彼かの女じよの髪かみをより一層赤々と染めていた。内からの発光と外からの日差しで全身が光の粒つぶで包まれているようにも見える。灰色の瞳ひとみが延々と続く砂さ漠ばくを映していた。

「グリペン」

　呼びかけ声は思ったより大きく響ひびいた。細い首がゆっくりと傾かたむく。逆光の中、彼かの女じよはじっとこちらを見つめてきた。

「慧けい」

「何考えてたんだ？」

　隣となりの椅い子すを引き寄せる。背もたれを前にして腰こしかけるとグリペンは髪かみを揺ゆらした。

「慧けいのこと」

「俺おれのこと？」

「どうしたらずっと一いつ緒しよにいられるか考えていた」

「……」

　嘆たん息そくする。こいつは誰だれにも共有できない不安を持っている。おそらく当の本人でさえきちんと認識できていない苦しみを。

　大だい丈じよう夫ぶだよ、と慰なぐさめるのは簡単だ。心配するな、俺おれは絶対おまえから離はなれない、安心しろと告げるのも。だが多分それは本質的な解決にならない。だからまずは受け止めてやる。彼かの女じよの苦く悩のうを苦く悩のうとして認める。

「それで？」と促うながした。ガラス玉のような瞳ひとみをまっすぐに見つめて。

「答えは出たのか」

　グリペンは首を振ふった。

「分からない。このままでいい気もするし、そうじゃない気もする。私は多分最後の最後まで慧けいと一いつ緒しよにいる。でもその『最後』がどういう意味か分からない」

「どちらかが死ぬまで、とか？」

「慧けいは……死なない」

　かすれ声とともにうつむく。その言葉が何を表現するか嚙かみしめているようだった。

「グリペン」

　気づけば手を伸のばしていた。小さな頰ほおをそっと包みこむ。

　グリペンは静かに目を閉じた。鼻から息を抜ぬき、掌てのひらを重ね。
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「慧けいの手……あったかい」

「おまえの手もあったかいよ」

「うん」

「キスするぞ」

　親指で顎あごを持ち上げ顔を寄せる。唇くちびるが触ふれた瞬しゆん間かん、全ての時が止まったように思えた。世界にただ二人、自分達たちだけが息づいている感覚。流れ出した感情が、思いが互たがいの身体からだを巡めぐる。たった二回目の体験なのに、ずっと昔からこうしていた気がした。離はなれたくない。離はなれられない。いつまでも彼かの女じよに触ふれ続けていたい。

　どのくらい時間がたっただろう。彼方かなたから響ひびく爆ばく音おんが静せい寂じやくを破った。輸送機か何かが近づいているのか。反はん響きよう気味のアナウンスが聞こえてくる。目を開き、どちらからともなく身体からだを離はなしていた。

「慧けい」

「ああ」

「好き」

「俺おれもだよ」

「恋こい人びと同士？」

「うん」

「よかった」

　ほっとしたように肩かたの力を抜ぬく。その様子があまりにいじらしくて、もう一度唇くちびるを重ねていた。

「一つ、訊きいてもいいか」

　頰ほおに触ふれたまま訊たずねる。グリペンは無言でこちらを見返してきた。

「おまえの言う通り発はつ掘くつしたドーターにリンクしたとして、それでみんなが救われるのか。俺おれ達たちはずっと一いつ緒しよにいられるのか？」

「分からない」

　答えは簡潔だった。誤ご魔ま化かしも駆かけ引きもない、ありのままの言葉。

「何が救いで何が最善なのか、今の私には判断できない。ただ猶ゆう予よはできる。あなた達たちが最善を尽つくす時間は作れる」

「タイムリミットが伸のびるってことか？」

「うん」

「何のタイムリミットか……は分からないのか」

　グリペンはすまなそうにうなだれた。「いいよ」と頭をなでてやる。

　いずれにせよ選せん択たくの余地はない。自分は一分一秒でも長く彼かの女じよと過ごしたいのだ。たとえ延長された刻限の果てに予想外の事態が待ち受けていようと、その時間を減らす理り屈くつはない。必然性はない。

　全ては幸福な未来のために。自分と彼かの女じよが並び立つ明日のために。

　よし。

「行くかグリペン。とりあえず、あの暴走お騒さわがせ娘むすめを助けにいこう」

　桃もも色いろ髪がみの少女は「うん」とうなずき袖そでをつかんできた。




「で？　なんで君ら手を繫つないでるんだ。指を絡からめてるんだ。俺おれはてっきりイーグルのサルベージについて話しに来たと思ったが、違ちがったか？」

　急造ハンガーの下で八や代しろ通どおりがしかめっ面つらになっている。卒業式でジャージ姿の学生でも見たような顔だ。おまえら何やってんだ、状じよう況きようを分かってるのか、という面おも持もち。

　実際周囲の光景からは浮うき上がっている。積み上げられた資材、忙せわしなく行き来する整備員。そんな中に子供が二人、仲よく手を繫つないで現れたのだ。八や代しろ通どおりならずとも胡う乱ろんな目になるだろう。分かっていた。分かってはいたのだが。

「まぁその……色々ありまして」

「素直に言えよ。青春の病ってやつに冒おかされたんだろう。ったく、この非常時に」

　くしゃくしゃと髪かみを搔かき混ぜ顔を寄せてくる。

「君、昼間の話はきちんと理解しているんだろうな。ことは俺おれ達たちの問題だけじゃないんだぞ。一歩間ま違ちがえば対ザイ戦の帰き趨すうに関わる話で」

「分かってますよ」

　決然とした口調で答えた。グリペンの手を握にぎったまま、ペールピンクの頭を見下ろして。

「でもこいつを疑うくらいだったら世界と心中した方がマシに思えるんです。八や代しろ通どおりさんだって言ってたじゃないですか。上海シヤンハイから戻もどってきた時に『どんなに絶望的な状じよう況きようでも一つくらい切れない絆きずながある』って。今も同じですよ。蜘く蛛もの糸がいくらうさんくさくてもそれを断ち切れば下に落ちるだけです。俺おれは自殺を選ぶ気はありません」

「糸に上らなければそもそも落ちないかもしれないぜ」

「だとしたら俺おれ達たちはずっと地じ獄ごくにい続けるわけです。抜ぬけ出す努力も工く夫ふうもすることなく。それが八や代しろ通どおり遥はるかって人の生き方ですか」

　舌打ちの音が響ひびいた。苛いら立だちを隠かくそうともせず。

「君、そういう言い方はファントムとそっくりだぞ。妙みような影えい響きよう受けやがって。おいグリペン、おまえ本当にこんな男でいいのか。死ぬほど苦労させられるぞ。思いこんだら最後、一直線に崖がけまで突つっ走ってそのまま落ちていくタイプだ」

「分かってる」

　グリペンはしかつめらしい顔でうなずいた。

「ハルカとよく似ている。だから別に驚おどろくことはない。慣れた感じ」

　八や代しろ通どおりは完全に虚きよを突つかれた表情になった。天を仰あおぎ低い罵ののしり声を上げる。

「俺おれは娘むすめを作らん方がいいな。多分、男が挨あい拶さつに来たらぶん殴なぐってる」

　物ぶつ騒そうな台詞せりふとともに片かた眉まゆをもたげた。

「で、訊きくまでもないが結論は出たんだな？　君とグリペンはあのドーターにリンクする。形けい而じ上じよう学がく的な階層を下りイーグルの〈本質〉にアクセス、サルベージする。その覚かく悟ごができたというわけだ」

「はい」

　強くうなずく。

　相変わらず理り屈くつも手段もさっぱり分からない。だが目的は明快だ。迷うことはない。

　八や代しろ通どおりは白衣の裾すそを翻ひるがえし「ついてこい」と告げた。資材と車両の間を抜ぬけハンガーの奥おくに進む。タラップを避よけ、レシプロ機の脇わきを通り過ぎると二機の猛もう禽きんが姿を現した。どちらも同じＦ‐15の名を持つ機体。だが片方は勇ゆう壮そうな姿を保ち、もう一機は無む惨ざんに朽くち果てている。両者は無数のケーブルで接続されていた。発電機が足あし下もとで鈍にぶい唸うなり声を立てている。

「これは……」

　八や代しろ通どおりは白衣のポケットに手を入れたまま振ふり向いてきた。

「可動部分は可能な限り俺おれ達たちのイーグルで補完した。多分普ふ通つうにＮＦＩを扱あつかえるはずだ。ＥＧＧ変調器モジユレータも取りつけてある。あとはグリペンの固有振しん動どうに合わせてやればいい」

　えらく準備がいい。ひょっとしてグリペンが来ることを予想していた？　だとすればどうにも色々言われ損だ。狸たぬき親おや父じめ、と思うも、どのみち何があろうと自分の行動は変わらない。まぁ愛まな娘むすめの一人に手を出したのだ。些さ細さいな嫌いやみくらい受け入れるべきだろう。

「俺おれは前の座席に座ればいいんですか」

「そいつはグリペン次第だろう。おい、おまえのイメージだと鳴なる谷たに君はどこにいればいい。おまえの膝ひざの上か」

　さりげなく棘とげのあるセクハラに、だがグリペンは応じなかった。小さく首を傾かしげ。

「前の座席」

　と答える。

　スタッフが起動準備を始める。待っている間にフライトジャケットを羽織りタラップをよじ上った。薄うす汚よごれたコクピットに滑すべりこみ、腰こしを落ち着けるとなんとも言えない妙みような気分になる。閉へい鎖さされた遊園地の遊具にでも乗っている感覚。つかまる操縦桿かんもスロットルもなく、吸気ホースやＧスーツのわずらわしさもない。なんとも手持ちぶさただ。

　反面、後部座席のグリペンはごてごてと機材を取りつけられていた。電極とリード線に繫つながれた姿はどこかマリオネットを思わせる。興味深そうに誘ゆう導どうコードを引っ張ってはスタッフに叱しかられていた。

「おい」

　八や代しろ通どおりがのぞきこんできた。目鼻を顔の中央に寄せむっつりとしている。

「あいつの男を気取るなら最後までついていてやれよ。途と中ちゆうで手を離はなすな。責任持ってこの場に連れ帰ってこい。いいな」

「責任って」

　別にそんなものに頼たよらなくても最善は尽つくすつもりだ。わざわざ念押おしされるまでもない。にしてもこのおっさん、意外に親おや馬ば鹿かだ。そんなに心配なら普ふ段だんもっと気配りすればいいのに。一人で俺おれの家を訪問させたり同じ部屋に泊とまらせたり。俺おれがもうちょっと欲望に正直なら何度間ま違ちがいを犯おかしていてもおかしくない。ああそうだ、それで思い出した。毎回言おう言おうと思って忘れていたが。

「というか八や代しろ通どおりさん、あいつにあんまり変なこと教えないでくださいよ。イチコロ・イチコロってすごく危なっかしいんですけど」

「？　なんの話だ」

「だから」

　技本のスタッフが妙みような煽あおり方をしていると伝える。相手が自分だったからよかった（？）ようなものの人によっては真に受けかねない。他の男にあんな態度を取っているかと思うと非常に怖こわい。というか嫌いやだ。

　だが八や代しろ通どおりは怪け訝げんな表情で押おし黙だまっていた。唇くちびるを結びまじまじとこちらを見返している。

　ややあってぽつりと。

「グリペンがそんなことを話していたのか？」

「え、ええ……一昨日おとといも言ってましたけど」

　なんだ？　妙みような反応だ。おずおずと「どうかしたんですか」と訊たずねる。

「いや」

　八や代しろ通どおりは顎あごを揉もんだ。

「君の印象がどうか知らんが、うちの連中は堅かた物ぶつ揃ぞろいでな。繊せん細さいなアニマのメンタルを一種異常なほど気き遣づかってる。面おも白しろ半分に恋こいバナをけしかける奴やつはいないはずだ。比ひ較かく的てきざっくばらんな話をするのは俺おれか舟ふな戸とくらいだが、少なくとも俺おれの知っている限りそんな会話をした記き憶おくはない。一体誰だれがそんなこと言ったのかと思ってな」

　え。

　混乱に襲おそわれる。話の流れが理解できない。落ち着きかけた思考がまた乱れ始める。グリペンをたきつけた人間は技本にいない？　どういうことだ？

「準備完かん了りようです」

　スタッフの声が響ひびいた。いつしか発電機の動作音が大きくなっている。背後のグリペンが着席しＮＦＩに手を当てていた。

「まぁいい、とりあえず頼たのんだぞ」

　八や代しろ通どおりが肩かたを叩たたいてくる。彼かれにとっては些さ細さいな疑問だったのだろう。意識を切り替かえ作業に集中している。だがこちらは納得できない。不安と疑念が黒雲のように渦うず巻まいている。

　グリペンの作り話？　いや、わざわざこんなことで出で鱈たら目めを言う意味がない。では実際にあった話なのか。どこで？　誰だれと？

　途と端たん、何かが頭の中で繫つながったように思えた。恐おそるべき想像が脳のう裏りを満たす。噓うそだろ、じゃあ、じゃあまさかグリペンは。

「始めるぞ」

　八や代しろ通どおりの声が響ひびいた。待ってくださいと叫さけぼうとした、が間に合わない。周囲の機械音が耳を聾ろうするほど大きくなる。背後でグリペンが「ダイレクトリンク」と告げた。

　途と端たん、光の奔ほん流りゆうが視界を埋うめ尽つくす。意識が拡散し平へい衡こう感覚が失われた。重力の混乱とノイズが見当識を粉ふん砕さいする。全てが渾こん然ぜん一いつ体たいとなり、白い闇やみが意識を満たし、やがて何もかもが混こん沌とんの渦うずに吞のみこまれる。

　そして、鳴なる谷たに慧けいは全てを忘ぼう却きやくした。







　あとがき




　国産ステルス実験機、ＡＴＤ‐Ｘ改めＸ‐２が飛びましたね。Ｆ‐15ＤＪやＦ‐２Ａに見守られ空を舞まう姿に興奮した方も多いかと思います。かくいう僕ぼくもツイッターの実じつ況きようを見ながら大喜びしていました。いやぁ、ＲＣＳ試験模型の公開から十年近く追いかけてきましたから。あの未着色のＣＧモデル的な機体が実際に飛ぶとは、なんとも感かん慨がい深いものがあります。

　で、色々なところで言げん及きゆうされていますが、このＸ‐２は実際の戦せん闘とう機でも配備予定機のプロトタイプでもありません。次世代戦せん闘とう機を開発するためのテストベッドです。ステルス機を成立させるために必要な各種装備、ソフトウェア、そういうものを搭とう載さいするための試験用プラットフォームですね。ここで培つちかった技術が検証・改善され、やがて開発される新型機にフィードバックされていくわけです。

　その新型機ですが防衛省では[image: i3]ファイターのコンセプト名で呼ばれています。いわゆる第６世代機の開発計画ですが、今のＦ‐35ライトニングⅡやＦ‐22ラプターが第５世代なのでその次の機体になります。第６世代機の定義は海外でもまだ模も索さく中で何が必須要素になるのかもまとまっていません。実装予定の技術を見るとレーザーバリアーやら無人僚りよう機きなんてものまでありＳＦ映画の設定資料でも見ている気分になります。まぁコンセプトが全て実現するわけでないのは軍事計画の常なので（ＳＤＩの例もありますし）様々な検討と取捨選択を経て次世代機の形が定まっていくのでしょう。ただ一つ、気になっているのは米軍のＡＤＶＥＮＴというキーワードです。これは今までの単サイクルエンジンと異なり複数の最適な可動域を持つもので、変動サイクルエンジンなんて呼ばれています。詳くわしい話は省きますがこのエンジンが実現されると燃費は大おお幅はばに向上し、スーパークルーズもばんばん使え、軍民で同じ装置を共用できるようになります。性能がよくて量産効果も出せるのですから今までのエンジン市場をひっくり返すものになるでしょう。で、我らがＸ‐２の試験計画にこの変動サイクルというキーワードは入っていません。ＩＨＩのハイパワースリムエンジンというのはどうも小型化によるステルス性の向上と出力維い持じを狙ねらっているようで、時代の趨すう勢せいを読み違ちがえないか不安なところです。まぁＩＨＩにはＡＴＲＥＸというスペースプレーン用複合サイクルエンジンもあるので、どこかで両者の技術が融ゆう合ごうするのを期待したいところです。いずれにせよしばらくは航空関係のニュースから目が離はなせなさそうですね。〆切り？　あー、変動サイクルでいかがでしょう……。




　最後になりますが、前作に引き続き美び麗れいなイラストで本を彩いろどってくださったイラストの遠とお坂さかあさぎ様、度重なる改かい稿こうに根気よくお付き合いくださった編集の湯ゆ浅あさ様・小お野の寺でら様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感謝を捧ささげたいと思います。ありがとうございました。


二〇一六年五月　夏なつ海み公こう司じ
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夏なつ海み公こう司じ

兵庫県出身。２００７年『葉桜が来た夏』で第14回電撃小説大賞選考委員奨励賞を受賞。ＮＷＯＢＨＭ以来のＨＲ／ＨＭファンで最近のヘビーローテーションはArionのAt The Break Of Dawn。男女ツインボーカルのメタルチューンで、ＭＶがまた格好いいんですよー。
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イラスト／遠とお坂さかあさぎ

もう６巻なんですね～早いものです！

暑くなってくると炭酸飲料を飲みたくなります。

ラムネとか。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「夏海公司先生」係

「遠坂あさぎ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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